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ご注意

保証

HP 製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものと し

ます。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如につい

て、 HPはいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な使用許諾が必要

です。 商用コンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェアに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2002-2006, 2008-2010 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Microsoft® および Windows® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

Oracle および Java は、 Oracle とその子会社の登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが 新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、HP パスポートへの登録とサインインが必要です。 HP パスポート  ID の取得登録は、次の Web サ
イ トから行う こ とができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポートのログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 新版をご入手いただけます。 詳細については、 HP の営業

担当にお問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェア サポート  オンライン Web サイ ト を参照してください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様の業務の管理に必要な対話型の技術支

援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェアサポート  Web サイ トのサポート範囲は次のとおりです。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポートユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。 ま

た、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP パスポートのユーザー ID を登録するには、 次の Web サイ

ト を参照して ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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第1章 HP Operations Smart Plug-in for Oracle 
WebLogic Server の概要
HP Operations Smart Plug-in for Oracle WebLogic Server (WebLogic SPI) を使用する と、HP Operations
Manager (HPOM) for UNIX コン ソールから  WebLogic Server を管理でき ます。 WebLogic SPI によ り、

HPOM に監視機能が加わり ます。 詳細については、 『HP Operations Manager for UNIX コンセプ ト  ガイ

ド』 を参照して ください。

WebLogic SPI について

WebLogic SPI を HPOM と共に使用するこ とによ り、 WebLogic Server を使用するシステムを一元的に監

視して管理できるアプリ ケーシ ョ ンが提供されます。HPOM コンソールから  HPOM パフォーマンスおよび

問題管理プロセスを適用し、WebLogic Server を使用してシステムを監視できます。WebLogic SPI メ ト リ ッ

クは自動的に HP Operations Agentに送信されます。 このメ ト リ ッ クでは、警告通知を生成するほか、 サー

バーの用途、 可用性、 およびパフォーマンスの傾向を分析するためにレポートやグラフをま とめるこ とがで

きます。

また、 WebLogic SPI を HP Reporter および HP Performance Manager に統合する と、 レポート とグラフ

をよ り柔軟に作成できるよ う にな り、 機能も拡大します ( いずれの製品も別途購入する必要があ り ます )。
WebLogic SPI と他の HP 製品との統合については、第 6 章「HP のレポート作成およびグラフ作成 ソ リ ュー

シ ョ ンと  WebLogic SPI との統合」 を参照してください。

Smart Plug-in のデータ

WebLogic SPI では、 以下の領域に関する、 データを収集する複数のサーバー関連のメ ト リ ッ クを利用でき

ます。

• サーバーの可用性

• サーバーのパフォーマンス

• メモ リの使用率

• ト ランザクシ ョ ン率

• サーブレッ トの実行時間、 タイムアウ ト、 要求率

• JDBC の接続状況

• Web アプリ ケーシ ョ ンの処理

• Java メ ッセージ サービス処理

• ク ラスタ処理

• 予定された WLS アクシ ョ ンの例外数
13



Smart Plug-in の使用とカスタマイズ

WebLogic Server の管理者は、 WebLogic SPI ポ リ シーを変更して、 WebLogic Server の運用上重要なメ ト

リ ッ クを選択できます。 ポ リシーには、 着信データを事前定義済みのルールに照らして評価するための設定

が含まれています。 このルールによ り、 有益な情報を含むメ ッセージが生成されます。 メ ッセージは、 重要

度レベルで色分けされて表示されます。

これらのメ ッセージを調べて、 問題の分析と解決に役立てるこ とができます。 また、 特定のイベン トやしき

い値の違反に対し、 修復アクシ ョ ンが事前に定義されています。 この修復アクシ ョ ンは、 自動的に実行され

るか、 またはオペレータによ り開始されます。 メ ッセージをダブルク リ ッ クする と、 [指示 ] タブの下に修復

アクシ ョ ンが表示され、 [ メ ッセージのプロパティ ] ウ ィンド ウの [注釈 ] タブの下に、 自動で生成されたメ

ト リ ッ ク  レポートが表示されます。

WebLogic SPI のコンポーネン ト

WebLogi SPI には、 次に示す 4 つの主要コンポーネン トがあ り ます。

• ポ リシー

• ツール (レポート を含む )

• レポート

• グラフ

ツールとポ リシーを使用して、データを メ ッセージ、注釈、 メ ト リ ッ ク  レポートの形式で設定および受信で

きます。 これらのメ ッセージ ( メ ッセージ ブラウザに表示 )、 注釈 ( メ ッセージ プロパティで使用可能 )、 お

よびメ ト リ ッ ク  レポート  ( ツールまたはメ ッセージの詳細で使用可能 ) は、 特定の管理対象ノード上で実行

されているサーバーの現在の状態についての情報を提供します。

WebLogic SPI 設定ツールでは、 特定の管理対象ノード上のサーバー インスタンスを選択し、 そのインスタ

ンス と管理サーバーの接続を設定できます。 接続の設定完了後、 ノードにポ リシーを割り当てるこ とができ

ます。 管理対象ノードで HP Operations Agent ソフ ト ウェアが実行されている場合、 WebLogic SPI のレ

ポート  ツールを使用してメ ト リ ッ ク  レポート を生成できます。 さ らに、 WebLogic SPI のデータを示すグラ

フも生成できます ( メ ッセージ プロパティで作成可能 )。
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図1　 　WebLogic Application Server SPI - コンポーネン ト

ポリシー

WebLogic SPI は、 WebLogic Server を監視するポ リ シーで構成されます。 ポ リ シーには、 着信データを事

前定義済みのルールに照らして評価するための設定が含まれています。 このルールによ り、 有益な情報を含

むメ ッセージが生成されます。メ ッセージは、重要度レベルで色分けされて表示されます。これらのメ ッセー

ジを調べて、問題の分析と解決に役立てるこ とができます。 また、特定のイベン トやしきい値の違反に対し、

修復アクシ ョ ンが事前に定義されています。この修復アクシ ョ ンは、自動的に実行されるか、またはオペレー

タによ り開始されます。  監視機能によ り、 ツールのク リティカルなイベン トに関する警告を生成し、 アプ リ

ケーシ ョ ン サーバーの重要なパフォーマンス  メ ト リ ッ クをログ記録できます。 ログに記録されたメ ト リ ッ

クは、 グラフの作成に使用できます。 詳細については、 概要 (71ページ )  を参照してください。

ツール

WebLogic SPI ツールには、 設定、 ト ラブルシューティング、 およびレポート生成ユーティ リ テ ィがあ り ま

す。 [Tool Bank] ウ ィンド ウで、 WebLogic SPI ツールは以下のツール グループで構成されます。

• WebLogic Admin (WLSSPI:ADMIN)

• Metric Reports (WLSSPI:REPORTS)

• SPI Admin (WLSSPI:SPI_ADMIN)

• JMX Metric Builder: このツール グループは、SPIJMB ソフ ト ウェアをインス トールしている場合にの

み利用できます。

レポート

SPI パッケージには、SPI で提供されるデフォルトのレポート作成ポ リシーが含まれています。レポートは、

HP WebLogic SPI データを使用して HP Reporter によって生成されます。 レポートでは、 統合された履歴

データが管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式で Web ページと して生成されるので、 一定期間の WebLogic
Server のパフォーマンスを分析できます。WebLogic SPI と  HP Reporter を統合して統合されたレポート を

取得する方法の詳細は、 HP Reporter との統合 (95ページ )  を参照してください。
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グラフ

SPI パッケージには、SPI で提供されるデフォルトのグラフ作成ポリシーが含まれています。グラフは、SPI
によって作成されたデータソースで収集されたメ ト リ ッ クから描画されます。 これらのグラフは、 サーバー

の用途、 可用性、 およびパフォーマンスの傾向を分析するために使用されます。 WebLogic SPI と  HP
Performance Manager を統合して統合されたグラフを取得する方法の詳細は、第 6 章 「HP のレポート作成

およびグラフ作成 ソ リ ューシ ョ ンと  WebLogic SPI との統合」 を参照して ください。

WebLogic SPI の機能

WebLogic SPI のメ ッセージ生成、 レポート作成、 アクシ ョ ン実行の各機能は、 HPOM のポリ シーの概念を

基にしています。 詳細については、 『HP Operations Manager for UNIX コンセプ ト  ガイ ド』 を参照してく

ださい。 このポ リ シー内のルールによ り、 WebLogic Server 内のさまざまな条件が定義され、 HPOM 管理

サーバーに情報が送り返されます。 この情報を利用して、 潜在的または既存の問題に未然に対処し、 Web ト
ランザクシ ョ ン処理に深刻な悪影響が出ないよ うにするこ とができます。 WebLogic SPI は、 以下の機能を

備えています。

サーバーのパフォーマンスおよび可用性の情報の収集と解釈

WebLogic SPI を設定し、 ポ リシーを管理対象ノードに配布する と、 SPI はサーバー パフォーマンスと可用

性データの収集を開始します。 このデータは配布されたポ リシー内のルールと比較されます。 これらのポ リ

シーは、 キューのスループッ ト率、 キャ ッシュの使用の割合、 タイムアウ ト率、 平均ト ランザクシ ョ ン時間

など、 WebLogic Server 内で発生する条件を定義します。 ポ リシーでは、 デフォルトのしきい値と比較して

これらの条件が監視され、 しきい値を超える と メ ッセージが生成されます。

情報の表示

しきい値を超える と、 WebLogic SPI ポ リ シーはメ ッセージを生成します。 このメ ッセージは、 以下のよ う

に表示されます。

• メ ッセージ ブラウザのメ ッセージ

HP Operations Agent は、 特定の領域に関連するモニタ  ポ リシー ルールと、 WebLogic Server のパフォー

マンス と可用性について収集した値を比較します。 適切なメ ッセージを HPOM コンソールに転送します。

これらのメ ッセージは、 HPOM メ ッセージ ブラウザでは重要度レベルで色分けされて表示されます。 メ ッ

セージ ブラウザを表示するには、管理 UI から  [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択しま

す。

図2　 　 メ ッセージ ブラウザ
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• 指示文

WebLogic SPI ポ リ シーによって生成される メ ッセージには、 問題を解析して解決するのに役立つ指示文が

含まれています。 イベン トに割り当てられている修復アクシ ョ ンは、 ユーザーが実行するこ と も、 自動で開

始するこ と もできます。

指示文は、 [ メ ッセージのプロパティ ] ウ ィンド ウにあ り ます。 [ メ ッセージ テキス ト ] をダブルク リ ッ ク し

ます。 [ メ ッセージのプロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。 指示文を表示するには、 [指示 ] タブをク リ ッ

ク します。指示文は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server リ ファレンスガイ ド』 にも

記載されています。

図3　 　指示文

• ASCII テキスト  レポート

指示文のほか、 メ ッセージによっても、 自動アクシ ョ ン レポートが生成されます。 このレポートには、 特定

の WebLogic Server インスタンスの状態が表示されます。 レポート を使用できる場合、 [ メ ッセージのプロ

パティ ] ウ ィンド ウの [注釈] タブをク リ ッ クする と表示できます。
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図4　 　ASCII テキスト  レポート

HP Reporter を使用したレポートの生成

WebLogic SPI を HP Reporter と統合し、 管理用の Web ベースのレポート を生成できます。 WebLogic SPI
レポート  パッケージには、 これらのレポート生成のポ リシーが含まれています。

製品のインス トールと基本設定を完了する と、 HP Reporter によ り、 要約および統合されたデータのレポー

トが毎晩生成されます。 このレポート を参考にして、一定期間の WebLogic Server のパフォーマンスを評価

できます。

HP Reporter では、 WebLogic SPI データを使用してレポートが生成されます。

HP Performance Manager によるデータのグラフ作成

WebLogic SPI によ り収集されたメ ト リ ッ クはグラフ化できます。 値を表示して ト レンドの分析に使用でき

ます。

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合し、 グラフを生成して表示できます。 (WLSSPI Admin
ツール グループから  View Graphs ツールを使用してグラフを表示します )。 これらのグラフは、 WebLogic
SPI によ り収集されたメ ト リ ッ ク値を示します。 [Perform] をク リ ッ クする と、ほとんどの WebLogic SPI 警
告通知メ ッセージからのデータをグラフ化して表示できます。[Perform] は、[ メ ッセージのプロパティ ] ウ ィ
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ンド ウの [ アクシ ョ ン ] タブ内にあ り ます。 このアクシ ョ ンによ り  Web ブラウザが起動され、 そのメ ッセー

ジを生成したメ ト リ ッ ク とその他の関連メ ト リ ッ クの値を示すグラフを選択できます。 以下はグラフのサン

プルです。

図5　 　サンプル グラフ  

ポリシーおよびメ ト リ ッ クのカスタマイズ

WebLogic SPI ポ リ シーはカスタマイズせずに使用するこ と も、 使用する環境に応じて変更するこ と もでき

ます。 以下に、 実行可能な変更およびカスタマイズの一部を示します。

• デフォルト  ポ リシーの変更 : ポ リシー内で次のデフォルト設定を変更できます。

― 収集間隔

― しきい値

― メ ッセージ テキス ト

― 期間
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― 条件の重要度レベル

― 条件に割り当てられたアクシ ョ ン (自動またはオペレータによる )

• カスタム ポ リ シー グループの作成 : デフォルトのポ リシーを土台と して、 カスタム ポ リシー グループ

を作成できます。 詳細については、 第 5 章 「WebLogic SPI ポ リシーのカスタマイズ」 を参照してくだ

さい。

• カスタム メ ト リ ッ クの作成 : 独自のメ ト リ ッ クまたはユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM) を定義し、

WebLogic SPI の監視機能を拡張でき ます。 UDM の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in User
Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。
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第2章 WebLogic SPI のインストールおよび

アップグレード
この章では、 さまざまな環境での WebLogic SPI のインス トールについて説明します。 WebLogic SPI のイ

ンス トールについて、 必要なすべての前提条件、 指示、 および手順を記述します。 以下のフローチャートで

は、 WebLogic SPI をインス トールおよび設定する手順の概要を示します。

図6　 　HP-UX で SPI をインストールおよび設定する手順のフローチャート

表 1　 　 フローチャートの凡例の参照先

A 前提条件 (27ページ ) 

B HP-UX での DVD マウン ト  (28ページ )  

C WebLogic SPI のインス トール (29ページ ) 
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図7　 　 Linux または Solaris で SPI をインス トールおよび設定する手順のフローチャート

D インス トールの確認 (32ページ ) 

E 前提条件 (37ページ ) 

F ノードを WebLogic ノード  グループに追加する  (39ページ ) 

G 管理対象ノードへのカテゴ リの割り当て (40ページ ) 

H 管理対象ノードへのインス トルメンテーシ ョ ンの配布 (41ページ ) 

I 検出の実行 (41ページ ) 

J 検出プロセスを確認する  (43ページ ) 

K 検出プロセスのト ラブルシューティング (109ページ ) 

L 管理対象ノードへのポ リシーの割り当て (44ページ ) 

M WebLogic SPI ポ リシーを配布する  (45ページ ) 

N 設定の実行 (45ページ ) 
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詳細については、 以下のハイパーリ ンクをク リ ッ ク して ください。

以下のフローチャートでは、 WebLogic SPI をアップグレードする手順の概要を示します。

図8　 　HP-UX、 Linux、 および Solaris で SPI をインストールおよび設定する手順のフローチャート

表 2　 　 フローチャートの凡例参照

A 前提条件 (27ページ ) 

B HPOM for Linux または Solaris 管理サーバーでの SPI のインス トール (29ページ ) 

C インス トールの確認 (32ページ ) 

D 前提条件 (37ページ ) 

E ノードを WebLogic ノード  グループに追加する  (39ページ ) 

F 管理対象ノードへのカテゴ リの割り当て (40ページ ) 

G 管理対象ノードへのインス トルメンテーシ ョ ンの配布 (41ページ ) 

H 検出の実行 (41ページ ) 

I 検出プロセスを確認する  (43ページ ) 

J 検出プロセスのト ラブルシューティング (109ページ ) 

K 管理対象ノードへのポ リシーの割り当て (44ページ ) 

L WebLogic SPI ポ リシーを配布する  (45ページ ) 

M 設定の実行 (45ページ ) 
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詳細については、 以下のハイパーリ ンクをク リ ッ ク して ください。

パッケージのインストール

WebLogic SPI バージ ョ ン 7.04 パッチ リ リースです。 パッチのダウンロードは、

http://support.openview.hp.com/selfsolve/patches から行う こ とができます。 パッチのインス トール

方法は、 パッチのテキス トに記載されています。

WebLogic SPI インス トール パッケージには、 以下が含まれています。

• SPI パッケージ

• グラフ パッケージ

• レポート  パッケージ

これらのパッケージは、 WebLogic SPI を以下のいずれかからインス トールした場合のみ利用できます。

• UNIX 用 SPI DVD (SPI DVD 2009)

• Linux 用 SPI DVD

• Solaris 用 SPI DVD

以下に、 WebLogic SPI for HPOM のインス トール パッケージを一覧表示します。

• Linux

• HP-UX

• Solaris

Linux

SPI パッケージ

コア パッケージは HP_Operations_Smart_Plug-ins_Linux_setup.bin で、 すべての SP 機能が含ま

れています。このパッケージは、HPOM によって管理されているサーバーにインス トールする必要があ り ま

す。 この SPI は、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーを監視するためのポ リシーと インス トルメンテーシ ョ ン (バイ

ナリ またはスク リプ ト ) で構成されています。

メ イン パッケージの場所 : <SPIDVD>\HP_Operations_Smart_Plug-ins_Linux_setup.bin 

表 3　 　 フローチャートの凡例参照

A 制限事項 (32ページ ) 

B HPOM 8.xx から  HPOM 9.0x または 9.10 への管理サーバーのアップグレード  (33ペー

ジ ) 

C HPOM 8.xx から  HPOM 9.0x または 9.10 への WebLogic SPI 6.00 の移行 (33ページ ) 

D HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit を使った WebLogic SPI のアップグ

レード  (33ページ ) 

E HPOM コンソールを使ったスタンドアロン HPOM 9.0x または 9.10 サーバーでの 
WebLogic SPI のアップグレード  (34ページ ) 
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グラフ作成パッケージ

このパッケージには、SPI で提供されるデフォルトのグラフ作成ポリシーが含まれています。グラフは、SPI
によって作成されたデータソースで収集されたメ ト リ ッ クから描画されます。 グラフ作成パッケージの名前

と場所を以下に示します。

• HP-UX の場合 :  /HPUX/HP_PM/WEBLOGIC_SPI/HPOvSpiWlsG.depot

• Windows の場合 : \WINDOWS\HP_PM\WEBLOGIC_SPI\HPOvSpiWlsG.msi

• Solaris の場合 :  /SOLARIS/HP_PM/WEBLOGIC_SPI/HPOvSpiWlsG.sparc

• Linux の場合 : Linux 用のメ イン パッケージには、 WLS SPI のコアおよびグラフ テンプレート  パッ

ケージが含まれています。

レポート作成パッケージ

このパッケージには、 SPI で提供されるデフォルトのレポート作成ポ リシーが含まれています。 これらのテ

ンプレートは、静的であ り、変更するには、 Crystal Reports 10.0 以降をインス トールする必要があ り ます。

HP Reporter は、 SPI によって管理されている ノードからのデータを HPOM サーバー経由で収集し、 ロー

カルのデータベースに保存して、 デフォルトの SPI レポート  ポ リ シーに基づいて .html レポート を作成し

ます。 レポート作成パッケージの名前と場所は、

\WINDOWS\HP_REPORTER\WEBLOGIC_SPI\WLSSPI-Reporter.msi です。

HP-UX

SPI パッケージ

コア パッケージは HP_Operations_Smart_Plug-ins_HPUX.depot で、 すべての SP 機能が含まれてい

ます。 このパッケージは、HPOM によって管理されているサーバーにインス トールする必要があ り ます。 こ

の SPI は、アプリ ケーシ ョ ン サーバーを監視するためのポ リシーと インス トルメンテーシ ョ ン (バイナリ ま

たはスク リプ ト ) で構成されています。

メ イン パッケージの場所 :

 <SPI DVD>\HP_Operations_Smart_Plug-ins_HPUX.depot 

グラフ作成パッケージ

このパッケージには、SPI で提供されるデフォルトのグラフ作成ポリシーが含まれています。グラフは、SPI
によって作成されたデータソースで収集されたメ ト リ ッ クから描画されます。 グラフ作成パッケージの名前

と場所を以下に示します。

• Windows の場合 : \WINDOWS\OV_PM\WEBLOGIC_SPI\WLSSPI-OVPM.msi

• HP-UX の場合 : HP-UX 用のメ イン パッケージには、WLS SPI のコアおよびグラフ テンプレート  パッ

ケージが含まれています。

レポート作成パッケージ

このパッケージには、 SPI で提供されるデフォルトのレポート作成ポ リシーが含まれています。 これらのテ

ンプレートは、静的であ り、変更するには、 Crystal Reports 10.0 以降をインス トールする必要があ り ます。

HP Reporter は、 SPI によって管理されている ノードからのデータを HPOM サーバー経由で収集し、 ロー

カルのデータベースに保存して、 デフォルトの SPI レポート  ポ リ シーに基づいて .html レポート を作成し

ます。 レポート作成パッケージの名前と場所は、

\WINDOWS\OV_REPORTER\WEBLOGIC_SPI\WLSSPI-Reporter.msi です。
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Solaris

SPI パッケージ

コア パッケージは HP_Operations_Smart_Plug-ins_Solaris_setup.bin で、すべての SP 機能が含

まれています。このパッケージは、HPOM によって管理されているサーバーにインス トールする必要があ り

ます。 この SPI は、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーを監視するためのポ リシーと インス トルメンテーシ ョ ン (バ
イナリ またはスク リプ ト ) で構成されています。

メ イン パッケージの場所 :

 <SPI DVD>\HP_Operations_Smart_Plug-ins_Solaris_setup.bin 

グラフ作成パッケージ

このパッケージには、SPI で提供されるデフォルトのグラフ作成ポリシーが含まれています。グラフは、SPI
によって作成されたデータソースで収集されたメ ト リ ッ クから描画されます。 グラフ作成パッケージの名前

と場所を以下に示します。

• Windows の場合 : \WINDOWS\HP_PM\WEBLOGIC_SPI\HPOvSpiWlsG.msi

• HP-UX の場合 :  /HPUX/HP_PM/WEBLOGIC_SPI/HPOvSpiWlsG.depot

• Linux の場合 : /LINUX/HP_PM/WEBLOGIC_SPI/HPOvSpiWlsG.rpm

• Solaris の場合 : Solaris 用のメ イン パッケージには、 WLS SPI のコアおよびグラフ テンプレート  パッ

ケージが含まれています。

レポート作成パッケージ

このパッケージには、 SPI で提供されるデフォルトのレポート作成ポ リシーが含まれています。 これらのテ

ンプレートは、静的であ り、変更するには、 Crystal Reports 10.0 以降をインス トールする必要があ り ます。

HP Reporter は、 SPI によって管理されている ノードからのデータを HPOM サーバー経由で収集し、 ロー

カルのデータベースに保存して、 デフォルトの SPI レポート  ポ リ シーに基づいて .html レポート を作成し

ます。 レポート作成パッケージの名前と場所は、

\WINDOWS\HP_REPORTER\WEBLOGIC_SPI\WLSSPI-Reporter.msi です。

インス トール環境

HPOM サーバーへの SPI コンポーネン トの標準インストール

HPOM 9.0x または 9.10 サーバーに HP Performance Manager のフル バージ ョ ンをインス トールできま

す。HP Operations Smart Plug-Ins DVD によってグラフ作成パッケージではなく  SPI パッケージのみをイ

ンス トールするこ とを選択できます。 ただし、 同じマシンに HP Performance Manager のフル バージ ョ ン

がインス トールされている場合は、 対応するパッケージのインス トールまたはアンインス トールを HPOM
9.0x または 9.10 サーバーで行う こ とができます。

HPOM クラスタ環境での標準インストール

HPOM ク ラスタ環境では、 ク ラスタ内の各システム上に HPOM 9.0x または 9.10 サーバーをインス トール

しておく必要があ り ます。 ク ラスタ環境の各ノード上に SPI をインス トールできます。
26 第 2 章



スタンドアロンの HP Performance Manager

スタン ドアロンの HP Reporter または HP Performance Manager がインス トールされているシステムで

は、HP Operations Smart Plug-Ins DVD の SPI の対応するパッケージだけが有効になり、使用するこ とが

できます。 たとえば、 HP Performance Manager だけがインス トールされているシステムには、 WebLogic
SPI のグラフ パッケージをインス トールできます。

前提条件

SPI をインス トールする前に、 ハード ウェアおよびソフ ト ウェア要件を満たします。 WebLogic SPI をイン

ス トールする前に、 HPOM サーバーと検出パッケージをインス トールします。 WebLogic SPI のインス トー

ルを始める前に HPOM セッシ ョ ンを停止する必要はあ り ません。

ハードウェア要件

管理サーバーのハードウェア要件の詳細は、 『HP Operations Manager for UNIX コンセプ ト  ガイ ド』 を参

照し て く だ さい。 管理対象 ノード のハード ウ ェア要件の詳細は、 http://support.openview.hp.com/
selfsolve/document/KM323488 を参照してください。

ソフ トウェア要件

WebLogic SPI のインス トール前に、 以下のソフ ト ウェア要件が満たされているこ とを確認します。

管理サーバー上:

HP-UX の場合

• HP Operations Manager for UNIX 9.0x または 9.10

• HP Performance Manager 8.20 (グラフを生成する場合)

• HP Reporter 3.80 (Web ベースのレポート を生成する場合に必要 )

• HP Operations SPI Data Collector (DSI2DDF) 2.40

• HP SPI Self-Healing Services (SPI-SHS-OVO) 3.00

• JMX Component (JMXSPI) 7.00

• HP Operations SPI Upgrade Toolkit 2.00

DSI2DDF、 SPI-SHS-OVO、 および JMXSPI は、 HP-UX 管理サーバーに初めて SPI をインス トール

する と きに自動的にインス トールされます。

Linux の場合

• HP Operations Manager for Linux 9.0x または 9.10

• HP Performance Manager 8.21 (グラフを生成する場合)

• HP Reporter 3.80 (Web ベースのレポート を生成する場合に必要 )

• HP Operations SPI Data Collector (DSI2DDF) 2.41

• HP SPI Self-Healing Services (SPI-SHS-OVO) 3.01

• JMX Component (JMXSPI) 7.01

• HP Operations SPI Upgrade Toolkit 2.01
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Solaris の場合

• HP Operations Manager for Solaris 9.0x または 9.10

• HP Performance Manager 8.21 (グラフを生成する場合)

• HP Reporter 3.80 (Web ベースのレポート を生成する場合に必要 )

• HP Operations SPI Data Collector (DSI2DDF) 2.41

• HP SPI Self-Healing Services (SPI-SHS-OVO) 3.02

• JMX Component (JMXSPI) 7.02

• HP Operations SPI Upgrade Toolkit 2.02

DSI2DDF、 SPI-SHS-OVO、 および JMXSPI コンポーネン トの選択は、 Solaris 管理サーバーに初めて

SPI をインス トールする と きに行います。

管理対象ノード上 (HP-UX、 Solaris、 Linux の場合):

• HP Performance Agent 5.00 (データのログ記録に HP Performance Agent を使用する場合 )

• HP Operations Agent (バージ ョ ン 8.60) のインス トールおよび設定が必要

HP Operations Manager、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー、 HP Performance Agent、 HP Performance
Manager、 HP Reporter、 および HP Operations Agent のサポート対象バージ ョ ンについては、 以下のサ

ポート  マ ト リ ッ クス  (SUMA) を参照してください。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM323488

WebLogic SPI のインストール

HP-UX での SPI のインストール

WebLogi SPI をインス トールする前に、 HP Operations Manager (HPOM) 管理サーバーおよびをインス

トールする必要があ り ます。WebLogic SPI のインス トールを始める前に HPOM セッシ ョ ンを停止する必要

はあ り ません。 検出パッケージと  WebLogic SPI は 「HP Operations Smart Plug-ins」 DVD に収録されて

います。

HP-UX での DVD マウン ト

HP-UX で DVD をマウン トするには、 以下の手順を実行します。

1 root ユーザーと してログオンします。

2 以下を入力して、 ユーザー root の umask を設定します。

umask 027

3 DVD をマウン トするディ レク ト リ を作成します。

mkdir /<mount_point>

例 : mkdir /dvdrom

4 ディ スク  ド ラ イブに DVD を挿入し、 以下を入力してユーザー root でマウン ト します。

mount /dev/<dvdrom_drive_name> /<mount_point>

たとえば、 ローカル DVD の場合、 以下のよ うに入力します。

mount /dev/dsk/c0t2d0 /dvdrom
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SAM を実行して、 [Disks and File Systems] ウ ィンド ウで DVD を特定パスにマウン トするこ と もでき

ます。

WebLogic SPI のインストール

HP-UX 11.31 管理サーバーの場合、 以下のコマンドを入力します。

swinstall -s /dvdrom/HPUX/HP_Operations_Smart_Plug-ins_HPUX.depot WLSSPI

または

swinstall -s /dvdrom/HPUX/HP_Operations_Smart_Plug-ins_HPUX.depot

を実行して、 SPI または依存コンポーネン ト を選択してインス トールします。

HPOM for Linux または Solaris 管理サーバーでの SPI のインストール

Linux または Solaris 管理サーバーで SPI をインス トールするには、 以下のいずれかの手順を実行します。

• グラフ ィカル ユーザー インターフェイスを使った SPI のインス トール

• コマンド行インターフェイスを使った SPI のインス トール

グラフ ィ カル ユーザー インターフェイスを使った SPI のインストール

X Window ク ライアン ト  ソフ ト ウェアを使って Weblogic SPI をインス トールするには、 以下の手順を実行

します。

1 root ユーザーと してログオンします。

2 HP Operations Smart Plug-ins DVD を Linux または Solaris 管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入し

ます。 必要に応じて DVD をマウン ト します。

3 X Window ク ライアン ト  ソフ ト ウェアを起動した後、以下のコマンドを入力して DISPLAY 変数をエク

スポート します。

export DISPLAY=<ip address>:0.0

4 インス トールを開始するには、 管理サーバーに応じて以下のいずれかのコマンドを入力します。

./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Linux_setup.bin

または

./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Solaris_setup.bin

初のウ ィンド ウが表示されます。

5 ド ロ ップダウン リ ス トから言語を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 [Introduction(Install)] ウ ィンド ウ

が表示されます。

6 [Next] をク リ ッ ク します。 [License Agreement] ウ ィンド ウが表示されます。

7 [I accept the terms of the License Agreement] ボタンを選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Select
Features] ウ ィンド ウが表示されます。

以降の手順では、swinstall のコマンド行での使用法について説明します。HP-UX システムではグラフ ィ

カル ユーザー インタフェース  (GUI) も使用できます。

UDM を作成する場合は、 SPIJMB ソフ ト ウェアをインス トールします。 このソフ ト ウェアの詳細は、 『HP
Operations Smart Plug-in for User Defined Metrics User Guide』 を参照して ください。
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8 [HP Operations SPI for WebLogic Application Server] チェッ クボッ クスを選択し、 [Next] をク リ ッ ク し

ます。 [Install Check] ウ ィンド ウが表示されます。

9 [Next] をク リ ッ ク します。 [Pre-Install Summary] ウ ィンド ウが表示されます。

10 [Install] をク リ ッ ク します。

インス トール中、 [Force reinstallation of already installed component packages] チェッ クボッ クスが

表示されます。 以下のいずれかのオプシ ョ ンを使用できます。

― [Force reinstallation of already installed component packages] チェッ クボッ クスを選択し、 該当

する場合に選択したコンポーネン トが再インス トールされるよ うにします。

― [Force reinstallation of already installed component packages] チェッ クボッ クスの選択を解除

し、該当する場合に選択した HP ソフ ト ウェア コンポーネン トが再インス トールされないよ うにし

ます。 このチェッ クボッ クスの選択を解除しても、現在インス トールされているソフ ト ウェア コン

ポーネン トは変更されません。

インス トールが失敗した場合、 インス トールを中止できます。 [Quit] をク リ ッ クする と、 インス トール

が中止されます。 この操作によって、 それまでにインス トール済みのコンポーネン トがアンインス トー

ルされるこ とはあ り ません。

[Installing] ウ ィンド ウが表示されます。 SPI がインス トールされる と、 [Install Complete] ウ ィンド ウ

が表示されます。

11 [Done] をク リ ッ ク してインス トールを完了します。

コマンド行インターフェイスを使った SPI のインストール

コマンド行インターフェイスを使って WebLogic SPI をインス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 root ユーザーと してログオンします。

2 HP Operations Smart Plug-ins DVD を Linux または Solaris 管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入し

ます。 必要に応じて DVD をマウン ト します。

3 インス トールを開始するには、 管理サーバーに応じて以下のいずれかのコマンドを入力します。

デフォルトでは、 HP Operations Smart Plug-in 共通コンポーネン トが選択されています。
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./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Linux_setup.bin -i console

または

./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Solaris_setup.bin -i console

4 「Choose Locale...」 と表示されたら、 選択する言語に対応する数字を押します。

5 [Enter] キーを押します。 案内画面が表示されます。

6 [Enter] キーを押します。

7 ラ イセンス情報で 「I accept the terms of the License Agreement」 と表示されたら、 [Y] を押して条項

に同意し、 インス トールを続行します。

8 機能の選択で 「Please select Features」 と表示された後、 インス トールする機能に対応する数字を押し

ます。

9 [Enter] キーを押します。 一連のメ ッセージが表示されます。 メ ッセージに表示される指示に従います。

インス トールが完了する と、 インス トールが正常に実行されたこ とを示すメ ッセージが表示されます。

HPOM クラスタ環境

初に、 ク ラスタ内の各システムに  HPOM 管理サーバーをインス トールする必要があ り ます。 管理サー

バー ク ラスタ  インス トールが完了後、 WebLogic SPI のインス トールをセッ ト アップする準備ができまし

た。

HPOM 管理サーバーのインス トール後は、 以下の手順に従います。

初回インス トール ( ノード  A) と ク ラスタ内の残りすべてのインス トールの場合 : 標準インス トール手順に

従って、 製品を選択するか、 インス トールする  SPI コンポーネン トの名前を選択します。 ノード  A 上への

インス トールが完了後、次のノードに進みます。 ク ラスタ内の各ノード上で SPI のインス トールが完了する

まで、 別のノードに進みながら同一手順を繰り返します。

クラスタ対応管理サーバーでの SPI インス トール

HP-UX での SPI のインス トール (28ページ )  のすべてのタスクを完了してから、次の管理サーバーに進み、

ク ラスタ内の全管理サーバーへのインス トールを完了します。

Linux または Solaris 管理サーバーに SPI をインス ト ールした後、 別の SPI をインス ト ールする場合、

[Modify] オプシ ョ ンで先にインス トールした SPI を再度選択してから目的の SPI を選択する必要があ り ま

す。 このよ うにしないと、 先にインス トールした SPI が削除され、 選択した SPI が Linux または Solaris
管理サーバーにインス トールされます。

インス トール対象の WebLogic SPI をインス トールするための十分なディ スクの空き容量 (500 MB) が各管

理サーバーにあるこ とを確認して ください。 インス トール中にインス トールをキャンセルする と、一部のコ

ンポーネン トだけがインス トールされ、それらのインス トール済みのコンポーネン ト を手動で削除するこ と

が必要になる場合があ り ます。

HPOM コンソールは、 ク ラスタ内のすべてのノードでインス トールが完了するまで、 正常に

機能しません。
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インス トールの確認

HP-UX の場合 : コマンド  swlist を入力して、管理サーバーでの WebLogic SPI のインス トールを確認しま

す。

Linux の場合 : コマンド  rpm -qa を入力して、管理サーバーでの WebLogic SPI のインス トールを確認しま

す。

Solaris の場合 : コマンド  pkginfo -l HPOvSpiWls を入力して、管理サーバーでの WebLogic SPI のイン

ス トールを確認します。

Linux、 HP-UX、 Solaris の場合 : WLSSPI_Install.log ファ イルで、 インス トールが正常に実行されたか

ど うかを確認します。 このファイルのパスは /var/opt/OV/log/SPIInstallLogs です。

WebLogic SPI のアップグレード  

WebLogic SPI は、HPOM for UNIX バージ ョ ン 8.xx から、HPOM for HP-UX、Linux、または Solaris バー

ジ ョ ン 9.0x または 9.10 へのアップグレードが可能です。

制限事項

WebLogic SPI 7.04 を HPOM 9.0x または 9.10 にインス トールする場合、 以下の点に注意してください。

• WebLogic SPI をアップグレードする前に、 HPOM 8.xx から  HPOM 9.0x または 9.10 への移行プロセ

スを完了する必要があ り ます。

• HPOM 9.0x または9.10 にアップグレード した後、 すべての管理対象ノードを SPI for WebLogic SPI
7.04 に移動する必要があ り ます。

• SPI DVD 2008 と  SPI DVD 2009 または SPI DVD 2010 の SPI を併用してノードを監視するこ とはで

きません。

• WebLogic SPI の複数のバージ ョ ンを HPOM に配布している場合、WebLogic SPI 7.04 を使って新し く

追加した管理対象ノードを設定する必要があ り ます。 WebLogic SPI 6.00 によって監視される既存管理

対象ノードまたは旧管理対象ノードでは、 設定を行う こ とができません。

• HPOM の移行プロセスを開始する前に、 WebLogic SPI 6.00 で提供されているパッチをすべてインス

トールして ください。WebLogic SPI 7.04 をインス トールした後は、WebLogic SPI 6.00 のパッチやホッ

ト フ ィ ッ クスを HPOM サーバーにインス トールするこ とはできません。

• WebLogic SPI 7.04 に関連付けられたユーザー インターフェイスを起動するには、 HPOM for UNIX
9.0x または 9.10 サーバーのオペレータ用ユーザー インターフェ イ スの起動元になるマシン上に X
Window ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをインス トールする必要があ り ます。

• WebLogic SPI 7.04 をアップグレードする前に、 /opt/OV/wasspi/wls ディ レク ト リの内容をバッ クアッ

プする必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンの WebLogic SPI を WebLogic SPI 7.0x にアップグレードするには、以下のタスクを実行

します。

• HPOM 8.xx から  HPOM 9.0x または 9.10 への管理サーバーのアップグレード  

• HPOM 8.xx から  HPOM 9.0x または 9.10 への WebLogic SPI 6.00 の移行

• HPOM 9.0x または 9.10 での WebLogic SPI 6.00 から  WebLogic SPI 7 への アップグレード
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HPOM 8.xx から  HPOM 9.0x または 9.10 への管理サーバーのアップグレード

以下のガイ ドに記載されている手順に従います。

• 『HP Operations Manager for UNIX 9.00 インス トール ガイ ド』 (HPOM 8.xx から  9.0x へのアップグ

レードまたは移行 )

• 『HP Operations Manager for UNIX 9.10 インス トール ガイ ド』 (HPOM 9.0x から  9.10へのアップグ

レードまたは移行 )

HPOM 8.xx から  HPOM 9.0x または 9.10 への WebLogic SPI 6.00 の移行

インス トルメンテーシ ョ ン ファ イルとその他の SPI 固有データは、 (WebLogic SPI 6.00 がインス トールさ

れた ) HPOM for UNIX 8.xx サーバーの移行またはアップグレード時に HPOM for UNIX 9.0x または 9.10
に移行されます。 ただし、 一部の SPI 固有データは手動で移行する必要があ り ます。

システム間の HPOM の移行

新しいシステムに HPOM for UNIX 9.0x または 9.10 をインス トールします。 システム間で移行を実施する

には、 以下の手順を行います。

1 HPOM for UNIX 8.xx の HPOM for UNIX 9.0x または 9.10 への移行が完了後、 ターゲッ トの HPOM
for UNIX 9.0x サーバーに以下のディ レク ト リ を作成します。

/var/opt/OV/wasspi/wls/

/opt/OV/SPISvcDisc/conf/WLSSPI/

/opt/OV/wasspi/wls/

/var/opt/OV/share/conf/SPISvcDisc/WLSSPI/

2 ステップ 1 で作成した各フォルダ内のファイルを、 HPOM for UNIX 8.xx から  HPOM for UNIX 9.0x
または 9.10 サーバーのそれぞれのフォルダにコピーします。

3 以下のファイルを、HPOM for UNIX 8.xx から  HPOM for UNIX 9.0x または 9.10 サーバーのそれぞれ

のフォルダにコピーします。

/opt/OV/SPISvcDisc/conf/wasspi_wls_DiscConfig.sh

/opt/OV/newconfig/inventory/HPOvSpiWls.xml

HPOM 9.0x または 9.10 での WebLogic SPI 6.00 から  WebLogic SPI 7 への

アップグレード

HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit (SPI Upgrade Toolkit ) を使用するか、HPOM for UNIX コ
ンソールによって、 WebLogic SPI をアップグレードできます。

HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit を使った WebLogic SPI のアップグレード

HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit (SPI Upgrade Toolkit) バージ ョ ン 2.0x を使用する と、 ポ

リ シーに対するカスタマイズを維持したまま、 WebLogic SPI をアップグレードできます。 WebLogic SPI
アップグレード処理中に、 SPI Upgrade Toolkit によって、 ポ リシーのカスタマ バージ ョ ンに対して行われ

た変更を保存できます。 SPI Upgrade Toolkit では、 特定のポ リ シーに対し、 ベース、 カスタマ、 ファ ク ト

リの 3 つのバージ ョ ンを分析および比較し、 要件に応じてベース、 カスタマ、 ファ ク ト リの各バージ ョ ンの

ポ リ シーの設定を選択できます。 SPI Upgrade Toolkit を使用して WebLogic SPI をアップグレードするに

は、 『HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit UNIX User Guide』 に定義された指示に従います。
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HPOM コンソールを使ったスタンドアロン HPOM 9.0x または 9.10 サーバーでの

 WebLogic SPI のアップグレード

スタンドアロン HPOM 9.0x または 9.10 サーバー上で WebLogic SPI をアップグレードするには、以下のタ

スクを実行します。

1 WebLogic SPI のポリシーおよびツール グループの名前を SPI for WebLogic Server から  SPI for
WebLogic Server_OLD に変更します。 名前と ラベルの両方を変更します (例 : WLSSPI:TOOLS から

WLSSPI:TOOLS_OLD に変更します )。

2 ノードに割り当てられたポ リシーまたはポ リシー グループを割り当て解除します。

3 rmid と、 SPI によってそのノードで起動したすべての java プロセスを強制終了します。

4 ノード上の旧ポリシー、 インス トルメンテーシ ョ ン、 およびデータソースを手動で削除します。 既存の
データは削除されます。 この理由で、 既存のデータのバッ クアップを取得してください。

5 WebLogic SPI のインス トール (29ページ )  の手順を実行するこ とによって、 WebLogic SPI をインス

トールします。

6 第 3 章 「WebLogic SPI の設定」 の手順を実行するこ とによって、 SPI を設定します。

新しいレポート  パッケージのインストール (オプシ ョ ン )

旧バージ ョ ンの WebLogic SPI レポート  パッケージを HP Reporter を実行する  Windows システムから削

除し、 新しい WebLogic SPI レポート  パッケージをインス トールします。 新しいレポート  パッケージをイ

ンス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 HP Reporter を実行している  Windows システムで、 [設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] →[プログラムの追

加と削除 ] を選択します。

2 WebLogic SPI レポート  パッケージを選択し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

3 WebLogic SPI レポート  パッケージをインス トールするには、 HP Reporter との統合 (95ページ )  の手

順に従います。

新しいグラフ  パッケージのインストール (オプシ ョ ン )

• HP Performance Manager が Windows システムで実行されている場合は、 旧バージ ョ ンの WebLogic
SPI グラフ パッケージを削除し、 新しい WebLogic SPI グラフ パッケージをインス トールします。 グ

ラフ パッケージをインス トールするには、 以下の手順に従います。

a [設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] → [プログラムの追加と削除 ] を選択します。

b WebLogic SPI グラフ パッケージ (HP Operations SPI for WebLogic Server - Graphing
Component Integration) を選択し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

c WebLogic SPI グラフ パッケージをインス トールするには、 HP Performance Manager との統合

(98ページ )  の手順に従います。

• HP Performance Manager が (HPOM 管理サーバーではなく ) HP-UX システムで実行されている場合

は、 以下の手順を実行します。 

a swlist | grep WLSSPI-GRAPHS を実行し、 グラフ パッケージがインス トールされているこ と

を確認します。

既存の WebLogic SPI データソースは、 SPI をアップグレードする と きに手動で削除する必要があ り ます。

たとえば、 ddfutil /var/opt/OV/wasspi/wls/datalog/graph.log -rm all を実行します。 新し

いデータソースが作成され、 既存のデータは失われます。 CODA または HP Performance Agent のいずれ

を使用している場合でも、 データソースが削除されます。 以前のバージ ョ ンからアップグレード しても、 設
定エン ト リはすべて保存されます。

HPOM 管理サーバーに HP Performance Manager がインス トールされている場合、 SPI ソフ

ト ウェアのインス トール時にファイルが自動的に更新されます。
34 第 2 章



b グラフ パッケージがインス トールされている場合、 swremove WLSSPI-GRAPHS を実行します。

c WebLogic SPI グラフ パッケージをインス トールするには、 HP Performance Manager との統合

(98ページ )  の手順に従います。

• HP Performance Manager が (HPOM 管理サーバーではなく ) Solaris システムで実行されている場合

は、 以下の手順を実行します。 

a /usr/bin/pkginfo HPOvSpiWlsG を実行し、グラフ パッケージがインス トールされているこ と

を確認します。

b グラフ パッケージがインス トールされている場合、 /usr/sbin/pkgrm HPOvSpiWlsG を実行し

ます。

c WebLogic SPI グラフ パッケージをインス トールするには、 HP Performance Manager との統合

(98ページ )  の手順に従います。

HPOM 管理サーバーに HP Performance Manager がインス トールされている場合、 SPI ソフ

ト ウェアのインス トール時にファイルが自動的に更新されます。
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第3章 WebLogic SPI の設定
この章では、 WebLogic SPI の設定、 前提条件と なるすべての設定、 管理対象ノ ード および管理サーバーでの

WebLogic SPI の設定、 およびユーザー自身の環境に基づいたその他の設定を行う 方法について説明します。

前提条件

管理者と して HPOM にログオンします。管理インターフェイスが表示されます。WebLogic SPI を設定する

前に、 以下のタスクを実行します。

• オペレータ作業範囲の割り当て

• オペレータへのツールの割り当て

• アプリ ケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する

• WebLogic ログイン情報を収集する

オペレータ作業範囲の割り当て

オペレータ作業範囲を割り当てるには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM に (たとえば、 管理者 opc_adm と して ) ログオンします。

2 [All Users] → [opc_adm] を選択します。 [User “opc_adm”] ウ ィンド ウが表示されます。

3 ユーザーの作業範囲を変更するには、 以下の図に示すリ ス トから  [Edit Responsibilities...] を選択しま

す。

4 [WLSSPI] および [WebLogic] メ ッセージ グループのチェッ クボッ クスをすべて選択します。

5 [WLSSPI] ノードまたはメ ッセージ グループを他の適切なオペレータに割り当てます。

6 [Save]をク リ ッ ク します。 オペレータ作業範囲が割り当てられます。

オペレータへのツールの割り当て

オペレータにツールを割り当てるには、 以下の手順を実行します。

1 [Browse] → [Tool Bank] をク リ ッ ク します。 表示された [Tool Bank] ウ ィンド ウで、 [SPI for WebLogic
Server] ツール グループを選択します。

2 [Choose an Action] ド ロ ップダウン リ ス トから  [Assign to User/Profile...] を選択し、  をク リ ッ ク し

て実行します。 [Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [Selector] ウ ィンド ウで [All Users]をク リ ッ ク します。

4 ツールを割り当てるオペレータを選択します。
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5 [OK] をク リ ッ ク します。 WebLogic SPI ツールがオペレータに割り当てられます。

アプリケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する

WebLogic Admin Server コンソールで WebLogic Server のステータスを確認し、 アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーが実行されているこ とを確かめます。

図9　 　WebLogic Admin Server コンソール

WebLogic ログイン情報を収集する

各 WebLogic Administration Server の WebLogic ログインとパスワードを収集します。 既存のログインと

パスワード を使用しない場合は、 新しいログイン とパスワード を作成します。 ログイン とパスワードは、

WebLogic SPI 検出プロセスが基本設定情報を収集するため、 および WebLogic SPI データ  コレクタがメ ト

リ ッ クを収集するために使用します。 

WebLogic Server と  WebLogic Administration Server のログインとパスワードを双方同じにしておく と、

WebLogic SPI の設定が簡単になり ます。
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WebLogic Server バージ ョ ン 9.x 以上

WebLogic Server バージ ョ ン 9.x 以降では、 WebLogic Server のインス トール時に設定した管理ユーザーと

してログオンするこ と も、 WebLogic Administrators または Monitors グループに属するユーザーと してロ

グオンするこ と もできます。

Administrators または Monitors グループに所属するユーザーを設定するには、 WebLogic Administration
Server コンソールを使用する必要があ り ます。 ユーザーの作成とグループへの割り当ての詳細は、 以下の

「Manage Users and Groups」 を参照してください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E13222_01/wls/docs100/ConsoleHelp/taskhelp/security/
ManageUsersAndGroups.html.

管理サーバーからの WebLogic SPI の設定

管理サーバーから、 以下のタスクを実行します。

1 ノードを WebLogic ノード  グループに追加する

2 管理対象ノードへのカテゴ リの割り当て

3 管理対象ノードへのインス トルメンテーシ ョ ンの配布

4 検出の実行

5 追加のプロパティの設定

6 検出プロセスを確認する

7 管理対象ノードへのポ リシーの割り当て

8 WebLogic SPI ポ リシーを配布する

9 設定の実行

10 WebLogic SPI 設定の確認

ノードを WebLogic ノード  グループに追加する

WebLogic SPI は、事前に設定されたポ リシー グループを使用して、自動で WebLogic ノード  グループを作

成します。WebLogic Server を実行する ノードをすべてこのノード  グループに配置するには、以下の手順を

実行します。

1 [All Node Groups] ウ ィンド ウを開いて、 [WebLogic Node Group] を選択します。

2 [Choose an Action] リ ス トから  [Assign Nodes...] を選択し、  をク リ ッ ク して実行します。

Monitors グループに属するユーザーは、 HPOM コンソールから  Start WebLogic または Stop WebLogic 
ツールを使用して WebLogic Server を起動または停止するこ とはできません。 このユーザーは、 UDM を
作成するために指定の属性に値を割り当てる  JMX アクシ ョ ンを実装する場合に、 JMX 呼び出し 「set」 を

実行するこ とができません。 JMX アクシ ョ ンの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for User Defined 
Metrics for UNIX User Guide』 を参照してください。
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[Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [Selector] ウ ィンド ウで [All Nodes]をク リ ッ ク します。

4 WebLogic Server を実行している ノードを選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 選択したノードがノード  グループに追加されます。

管理対象ノードへのカテゴリの割り当て

管理対象ノードにカテゴ リ を割り当てるには、 以下の手順を実行します。

1 [Node Bank] ウ ィンド ウを開き、 管理対象ノードを選択します。

2 [Choose an Action] リ ス トから  [Assign Categories...] を選択し、  をク リ ッ ク して実行します。
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[Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [WebLogic]、[WLSSPI Discovery](オプシ ョ ン )、[JMX]、[SHS_Data_Collector]、および [SPIDataCollector]
インス トルメンテーシ ョ ン カテゴ リ を選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。 選択したカテゴ リが選択した管理対象ノードに割り当てられます。

管理対象ノードへのインストルメンテーシ ョ ンの配布

インス トルメンテーシ ョ ンを管理対象ノードに配布するには、 以下の手順を実行します。

1 [Node Bank] ウ ィンド ウを開き、 管理対象ノードを選択します。

2 [Choose an Action] リ ス トから  [Deploy Configuration...] を選択し、  をク リ ッ ク して実行します。

3 対応するチェッ ク  ボッ クスを選択するこ とによって、 [Distribute Instrumentation] を選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。 選択したノードにインス トルメンテーシ ョ ンが配布されます。

検出の実行

検出を実行するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する  1 つまたは複数のノードを選択します。WebLogic イ
ンターフェイスを起動するには、WebLogic SPI インータフェイスの起動 (68ページ )  を参照してくださ

い。

3 ノードを右ク リ ッ ク して、 [Start] → [SPI for WebLogic] → [SPI Admin] → [Discover or Configure
WLSSPI] を選択します。 [Tool Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [Launch Discover Tool] ボタンを選択して、[OK] をク リ ッ ク します。デフォルトで、[Launch Configure
Tool] ラジオ ボタンが選択されます。 [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。

5 [Next] をク リ ッ ク します。 Configuration Editor が表示されます。
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6 LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST、 および JAVA_HOME プロパティを既に

設定している場合は、 ステップ 7 に進んでください。

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST、 および JAVA_HOME プロパティを設定

していない場合は、 これらの必須プロパティを設定するために、 次のステップを実行します。

a  [Select a Property to Set] リ ス トで、 [LOGIN/PASSWORD] を選択します。

[Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウが表示されます。

WebLogic ログイン情報を収集する  (38ページ )  で収集したユーザー名とパスワードを入力します。

LOGIN および PASSWORD プロパティは、 この情報に従って設定されます。

このウ ィンド ウで設定した LOGIN および PASSWORD のプロパティは、デフォルトの WebLogic
Admin Server のログインとパスワード と して使用されます ( これらはグローバル プロパティのレ

ベルで設定されます )。つま り、 NODE レベルやサーバー固有の LOGIN および PASSWORD のプ

ロパティが設定されていない場合、 WebLogic SPI はこの WebLogic のログインとパスワードを使

用してすべての WebLogic Administration Server にアクセスする という こ とです。 設定構造の詳

細は、 構造 (123ページ )  を参照してください。

WebLogic Administration Server ログインおよびパスワードがすべての HPOM 管理対象ノードの

WebLogic Server で同じ場合、 [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウで LOGIN およ

び PASSWORD プロパティを設定して、 [OK] をク リ ッ ク します。

WebLogic Administration Server のログインとパスワードが WebLogic の各インスタンスで異なる

場合は、 LOGIN と  PASSWORD プロパテ ィ を ノード またはサーバー固有のレベルで設定し、

WebLogic SPI 設定をカスタマイズし  (設定構造の詳細は、構造 (123ページ )  を参照してください )、
[OK] をク リ ッ ク します。

b [Select a Property to Set...] ド ロ ップダウン リ ス トから  [HOME] または [BEA_HOME_LIST] を選

択して、 [Set Property] をク リ ッ ク します。 HOME または BEA_HOME_LIST の値を設定します。

c [Select a Property to Set...] ド ロ ップダウン リ ス トで [JAVA_HOME] を選択して、[Set Property] を
ク リ ッ ク します。 JAVA_HOME の値を設定します。

7 [Next] をク リ ッ ク して変更を保存し、 エディ タを終了します。

これらは必須プロパティであるため、 LOGIN、 PASSWORD、 HOME または

 BEA_HOME_LIST、 および JAVA_HOME プロパテ ィが設定されている こ と を確認します。

旧バージ ョ ンの SPI では、 LOGIN および PASSWORD のみが必須プロパティでした。
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8 [Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。操作が実行される ノードを確認します。[OK] をク リ ッ

ク します。

[Cancel] をク リ ッ ク して、 設定に変更を加えた場合には、 その変更は管理サーバー上の設定に残り ます。 選

択した管理対象ノード の設定に変更を加えるには、 それらの ノー ド を選択し、 Discover or Configure
WLSSPI ツール、 Discover ツールの順に起動し、 設定エディ タで [Next] をク リ ッ ク してから、 [OK] をク

リ ッ ク します。

追加のプロパティの設定

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST、 JAVA_HOME プロパテ ィは、 検出プロセス

に必要な基本のプロパティです。 その他にも、 使用環境に応じて情報を追加設定する必要があ り ます。

設定できる設定プロパティは 設定プロパティ  (133ページ )  に記載されています。

追加のプロパティの設定

追加のプロパティを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 設定エディ タで、 プロパティを設定します。 設定エディ タを使用したプロパティの設定の詳細は、 設定

の実行 (45ページ )  を参照してください。

2 [Next] をク リ ッ ク して、 変更を保存し、 エディ タを終了します。 [Confirm Operation] ウ ィンド ウが表

示されます。

3  操作が実行される ノードを確認し、 [OK] をク リ ッ ク します。

検出プロセスを確認する

環境内の管理対象ノードの数によっては、 確認が完了するまで数分かかり ます。 検出プロセスを確認するに

は、 以下の手順を実行します。

1 各管理対象ノードのメ ッセージ ブラウザに以下のメ ッセージが表示されるこ とを確認します。

WASSPI-302: WLSSPI Discovery is Successful

環境内の管理対象ノードの数によっては、 すべての管理対象ノードについてこれらのメ ッセージが表示

されるのに数分を要します。

2 [ファイル] → [設定の再ロード ] を選択します。サービス  ツ リーで、[Application] ノードを開き、WebLogic
サービスを探します。

以下の図に、 検出プロセスが正常に終了した後に表示されるサービス  マップのスナップ シ ョ ッ ト を示

します。サービス  マップを使用して、問題のあるツールを特定できます (問題が存在する場合 )。サービ

ス  マップ内の線は、 重要度のレベルによって色分けされています。 たとえば、 赤い線は、 アプ リ ケー

シ ョ ンに重大な問題が発生しているこ とを示します。

次のタスクに進む前に、 検出プロセスが完了するまで待ちます。 検出プロセスが完了するまで

に数分かかる場合があ り ます。

次のタスクに進む前に、 検出プロセスが完了するまで待ちます。 検出プロセスが完了するまでに数分かか

る場合があ り ます。
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図10　 　サービス マップ

3 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動して、 検出プロセスによ り設定されたプロパティを確認し

ます。 設定エディ タの詳細は、 設定の実行 (45ページ )  を参照してください。

管理対象ノードへのポリシーの割り当て

管理対象ノードにポ リシーを割り当てるには、 以下の手順を実行します。

1 [Node Bank] ウ ィンド ウを開き、 管理対象ノードを選択します。

2 [Choose an Action] リ ス トから  [Assign Policies / Policy Groups...] を選択し、  をク リ ッ ク して実行

します。 [Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [Policy Bank] をク リ ッ ク します。

4 SPI for WebLogic Server ポ リシー グループから管理対象ノードに割り当てるポ リ シーを選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 選択したポ リシーが選択したノードに割り当てられます。

サービス  マップが Operational UI に表示されない場合、 次のコマンドを入力して、 オペレータにサービス

を割り当てます。

opcservice -assign <operator> <service>

例 : opcservice -assign opc_adm <service>
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WebLogic SPI ポリシーを配布する

WebLogic SPI ポ リシーを配布するには、 以下の手順を実行します。

1 [Node Bank] ウ ィンド ウを開き、 管理対象ノードを選択します。

2 [Choose an Action] リ ス トから  [Deploy Configuration...] を選択し、  をク リ ッ ク して実行します。

3 対応するチェッ ク  ボッ クスを選択するこ とによって、 [Distribute Policies] を選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

ポ リシーが配布される と、 モニタは特定の収集間隔に従って実行できます。

設定の実行

設定を実行するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する  1 つまたは複数のノードを選択します。WebLogic イ
ンターフェイスを起動するには、WebLogic SPI インータフェイスの起動 (68ページ )  を参照してくださ

い。

3 ノードを右ク リ ッ ク して、 [Start] → [SPI for WebLogic] → [SPI Admin] → [Discover or Configure

WLSSPI] を選択します。

[Tool Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。 デフォルトでは、 [Launch Configure Tool] ボタンが選択されています。

[Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。

5 [Next] をク リ ッ ク します。 Configuration Editor が表示されます。

WebLogic SPI を HP Reporter に統合し、 情報を整理して表示する  WebLogic Server のレポート を生成す

る方法については、 第 6 章 「HP のレポート作成およびグラフ作成 ソ リ ューシ ョ ンと  WebLogic SPI との

統合」 を参照して ください。

LOGIN、PASSWORD、HOME または BEA_HOME_LIST、および JAVA_HOME プロパティ

が設定されているこ とを確認します。 必要なプロパティを設定しないと、 次のウ ィンド ウに進

むこ とはできません。 プロパティを設定する方法の詳細は、 ステップ 6 を参照してください。
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6 [Select a Property to Set...] リ ス トからプロイパティを選択するこ とで、グローバルまたはサーバー固有

のレベルで設定プロパティを設定します。 次に [Set Property] をク リ ッ ク し、 プロパティの値を設定し

ます。 設定エディ タの使用の詳細は、 付録 B 「設定」 を参照して ください。

7 [Save] をク リ ッ ク し、 設定に加えた変更を保存します。 変更を保存する と、 変更を自動的に元に戻すこ

とはできません。

8 [Finish] をク リ ッ ク してエディ タを終了し、 管理対象ノードで WebLogic SPI の設定を開始します。

設定構造の詳細は、 構造 (123ページ )  を参照してください。

WebLogic SPI 設定の確認

Verify ツールを起動して、SPI の機能に必要なファイル ( インス トルメンテーシ ョ ン、設定、ライブラ リ  ファ

イルなど ) が正し く配布されているこ とを確認します。Verify ツールの詳細は、Verify (61ページ )  を参照し

て ください。

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 Verify ツールを起動する ノードを選択します。

3 ノードを右ク リ ッ ク して、[Start] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [Verify] を選択します。

[Verify Output] ウ ィンド ウが表示されます。

追加設定

WLS サーバーの設定とアプ リ ケーシ ョ ンのニーズに基づき、 追加の設定プロパテ ィの設定や追加のコン

ポーネン トのインス トールおよび設定を行って、 WebLogic SPI 設定を完了するこ とができます。

条件付きプロパティ

以下の条件付きプロパティを 1 つ以上設定するこ とが必要な場合があ り ます ( これらのプロパティは、 検出

プロセスによる自動検出の対象外です )。 これらのプロパティの詳細は、 設定プロパティ  (133ページ )  を参

照して ください。

条件付きプロパティの設定

条件付きプロパティを設定するには、 設定の実行 (45ページ )  を参照してください。

アプリ ケーシ ョ ン サーバーを追加した場合、あるいは HOME または PORT プロパティを追加または編集し

た場合、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーまたはプロパティの追加や編集を行った 管理対象ノードで Discover or
Configure WLSSPI ツール (検出の実行 (41ページ ) ) を実行します。検出を実行する と、サービス  マップが

更新されます。

[Cancel] をク リ ッ クする と、行った変更は選択した管理対象ノードには保存されず、管理サーバー上の設定

に残り ます。
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UNIX 管理対象ノードでの非 root HTTPS エージェン トの設定

1 HTTPS エージェン ト を非 root ユーザーに切り替えます。 詳細については、 『HP Operations HTTPS
Agent Concepts and Configuration Guide for the HP-UX and Sun Solaris Management Server
Operating Systems』 を参照して ください。

2 管理対象ノードで OV_SUDO 変数を設定し、 root または HP Operations Agent ユーザーと してログ

オンします。 以下の手順を実行します。

a 以下のコマンドで、 すべての HP Operations Agentを停止します。

opcagt -kill

b 以下のコマンドで、 OV_SUDO 変数を設定します。

ovconfchg -ns ctrl.sudo -set OV_SUDO <sudo_program>

こ こで、<sudo_program> は、絶対パス名を含む sudo のインス トール先 (/usr/local/bin/sudo
など ) です。

c 以下のコマンドで、 HP Operations Agentを開始します。

opcagt -start

d 以下のコマンドで、 OV_SUDO が設定されているこ とを確認します。

ovdeploy -cmd set | grep SUDO

以下のメ ッセージが表示されます。

OV_SUDO=<sudo_program>

3 管理対象ノードを設定します。非 root HTTPS エージェン ト環境で SPI を正常に実行するには、以下の

手順を実行する必要があ り ます。

a HPOM 管理サーバーから、 管理対象ノードにアクシ ョ ン、 コマンド、 およびモニタを配布します。

b HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

c Init Non-Root ツールを起動する ノードを選択します。

d ノードを右ク リ ッ ク して、[Start] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [Init Non-Root] を
選択します。 [Init Non-Root Output] ウ ィンド ウが表示されます。

4 sudo と と もにインス トールされる  visudo エディ タを使用して、/etc/sudoers ファイルを編集します。

a 管理対象ノードで、 root と してログオンします。

b /<SPI_Config_DIR>/wasspi_wls_sudoers ファ イルを開きます。

<SPI_Config_DIR> は、管理対象ノードでの SPI 設定ファイルの場所です。詳細については、管理

対象ノードのファイルの場所 (121ページ )  を参照してください。

c 別のウ ィンド ウで、 visudo コマンドを実行します (たとえば、 /usr/local/sbin/visudo と入

力します )。

d wasspi_wls_sudoers ファ イルの以下の行をコピーし、 sudoers ファ イルに追加します。

OS に対応した Sudo ソフ ト ウェア パッケージを UNIX 管理対象ノードにインス トールする必要があ り ま

す。 Sudo は、 http://www.sudo.ws で入手可能な無償ソフ ト ウェアです。 各 OS に対応したソフ ト ウェア 
パッケージは、 ダウンロード  ページ (http://www.sudo.ws/sudo/download.html) の末尾から入手でき

ます。 Sudo のインス トールの詳細は、 リ リース  ノート を参照してください。
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Cmnd_Alias WLSSPI_ADMN = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S wasspi_admin *

Cmnd_Alias WLSSPI_COLL = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S wasspi_ca *

Cmnd_Alias WLSSPI_DISC = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl wasspi_wls_discovery.pl

Cmnd_Alias WLSSPI_LFEN = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S wasspi_wls_le *

Cmnd_Alias WLSSPI_SHSC = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S shs_collector.pl *

Cmnd_Alias WLSSPI_ADMNP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \

/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_admin *

Cmnd_Alias WLSSPI_COLLP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \

/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_ca *

Cmnd_Alias WLSSPI_DISCP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl \

/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_wls_discovery.pl

Cmnd_Alias WLSSPI_LFENP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \

/var/opt/OV/bin/instrumentation/wasspi_wls_le *

Cmnd_Alias WLSSPI_SHSCP = /opt/OV/nonOV/perl/a/bin/perl -S \

/var/opt/OV/bin/instrumentation/shs_collector.pl *

<OV_Agent_username> <nodename> = NOPASSWD: WLSSPI_ADMN, WLSSPI_COLL, \

WLSSPI_DISC, WLSSPI_LFEN, WLSSPI_SHSC, WLSSPI_ADMNP, WLSSPI_COLLP, \

WLSSPI_DISCP, WLSSPI_LFENP, WLSSPI_SHSCP

<OV_Agent_username> は HP Operations Agent のユーザー アカウン ト であ り、 <nodename>

は管理対象ノードの名前です。

e wq と入力して、 ファ イルを保存し、 visudo エディ タを終了します。 

高可用性環境の設定

高可用性とは、 ビジネスに不可欠であるため、 ダウンタイムが防止されている環境を表す一般用語です。 高

可用性を実現するためには、 多くの場合、 ク ラスタ  システムが使用されます。

ク ラスタ環境ではフェイルオーバーによって中断のない WLS 可用性が実現されており、 これに対応するよ

うに WebLogic SPI を設定するこ とができます。 WebLogic SPI による監視は、 ク ラスタ環境に同期させる

と、 故障したノードからアクティブなノードに切り替えて行う こ とができます。

前提条件

高可用性環境で WebLogic SPI を使用するための前提条件は、 以下のとおりです。

• 管理サーバー : HP-UX または Linux

• ノード : HP-UX MCSG ク ラスタ、 Veritas ク ラスタ  (WebLogic Server バージ ョ ン 10.x のみ )

• HPOM 8.xx HTTPS エージェン ト  バージ ョ ン (詳細については、 エージェン ト  ク ラスタのサポート  マ
ト リ ッ クスを参照 )

エージェン ト  ユーザーを切り替えるたびにステップ 3 と  4 を実行します。
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高可用性環境での WebLogic SPI の設定

以下のタスクが実行します。

• WebLogic SPI 監視機能の設定ファイルの作成

• ク ラスタ化されたアプリ ケーシ ョ ンの設定ファイルの作成

• WebLogic SPI の設定

WebLogic SPI 監視機能の設定ファイルの作成

WebLogic SPI は、 ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ン設定ファイルと連携する監視設定ファイル

 <appl_name>.apm.xml を使用します。

<appl_name>.apm.xml ファ イルには、 管理対象ノードの WebLogic SPI ポ リ シーがすべて リ ス ト されま

す。 そのため、 非アクティブなノード とアクティブ ノードに応じて、 これらのポ リ シーを無効または有効に

するこ とができます。

WLS 環境用のクラスタ  アプリ ケーシ ョ ン設定ファイルを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 以下の構文を使用して、 <appl_name>.apm.xml ファ イルを作成します。

<?xml version="1.0"?>

<APMApplicationConfiguration>

<Application>

<Name> ...<Name>
<Template> ...</Template>
<StartCommand>wasspi_perl -S wasspi_clusterSvrApp -opt startMonitor 
$instancename</StartCommand>
<StopCommand>wasspi_perl -S wasspi_clusterSvrApp -opt stopMonitor 
$instancename</StopCommand>

</Application>

</APMApplicationConfiguration>

2 <Name></Name> タグの間に namespace_name を入力します。

3 ファ イルを作成した後、 $OvDataDir/bin/instrumentation/conf ディ レク ト リに保存します。

サンプル wlsspi.apm.xml ファイル

<?xml version="1.0"?>

<APMApplicationConfiguration>

   <Application>

      <Name>wlsspi</Name>

      <Template>WLSSPI Java Discovery Error Log</Template>

      <Template>WLSSPI Java Collector Error Log</Template>

      <Template>WLSSPI Error Log</Template>

      <Template>WLSSPI-Logfile-Monitor</Template>

      <Template>WebLogic Log Template</Template>

      <Template>WLSSPI-05min</Template>

      <Template>WLSSPI-15min</Template>

      <Template>WLSSPI-1h</Template>

      <Template>WLSSPI-ConfigCheck</Template>

      <Template>WLSSPI-Performance</Template>

<appl_name> は namespace_name です。 詳細については、 『HP Operations for UNIX HTTPS Agent
Concepts and Configuration Guide』 を参照してください。
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       <StartCommand>wasspi_perl -S wasspi_clusterSvrApp -opt startMonitor 

$instanceName</StartCommand>

       <StopCommand>wasspi_perl -S wasspi_clusterSvrApp -opt stopMonitor 

$instanceName</StopCommand>

    </Application>

</APMApplicationConfiguration>

クラスタ化されたアプリケーシ ョ ンの設定ファイルの作成

ク ラ ス タ  アプ リ ケーシ ョ ン設定フ ァ イル apminfo.xml と  WebLogic SPI の <appl_name>.apm.xml
ファ イルを連携させて使用するこ とによ り、 WebLogic SPI の監視対象インスタンスをク ラスタの リ ソース

グループに関連付けるこ とができます。 これによ り、同一ク ラスタ内のノード間でリ ソース  グループを移動

させる と、 故障したノードでの監視が停止し、 新しいノードで監視が開始されるよ うになり ます。

ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ン設定ファイル apminfo.xml を作成するには、 以下の手順を実行します。

1 テキス ト  エディ タを使用して、 ファ イルを作成します。 構文は以下のとおりです。

<?xml version="1.0"?>

<APMClusterConfiguration>

<Application>

<Name>namespace_name</Name>
<Instance>
  <Name><Instance Name></Name>
  <Package><Package Name></Package>
</Instance>

<Application>

</APMClusterConfiguration>

2 <Name></Name> タグの間に namespace_name を入力します。

3 apminfo.xml ファ イルを $OvDataDir/conf/conf ディ レク ト リに保存します。

サンプルの apminfo.xml ファイル

 <?xml version="1.0"?>

 <APMClusterConfiguration>

    <Application>

       <Name>wlsspi</Name>

       <Instance>

         <Name>MedRecServer</Name>

         <Package>ClusterService</Package>

       </Instance>

    </Application>

</APMClusterConfiguration>

<appl_name>.apm.xml は、 アプ リ ケーシ ョ ンのネームスペースに依存します。 インスタンス  レベルに

は依存しません。 したがって、 パッケージ切り替え時に実行する起動および停止アクシ ョ ンには、 第 1 パ
ラ メータに対応するインスタンス名を指定する必要があ り ます。 環境変数 $instanceName は、 起動または

停止タスクの実行時に ClAw によ り設定されます。
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WebLogic SPI の設定

WebLogic SPI を設定するには、 以下の手順を実行します。

1 プログラム  ファイルをターゲッ ト  ク ラスタ  ノ ード に配布します。インスト ルメ ンテーショ ン  ファイルの

配布の詳細は、 管理対象ノードへのインス トルメンテーシ ョ ンの配布 (41ページ )  を参照してく ださい。

2 アクティブなク ラスタ  ノードをターゲッ ト と して、 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動しま

す。 Discovery ツールの起動方法の詳細は、 検出の実行 (41ページ )  を参照してください。

3 アクティブなク ラスタ  ノードをターゲッ ト と して、 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動しま

す。 設定ツールの起動方法の詳細は、 設定の実行 (45ページ )  を参照してください。

4 すべての必要なポ リシーをアクティブなノードに配布します。ポ リシーの配布の詳細は、WebLogic SPI
ポ リシーを配布する  (45ページ )  を参照してください。

5 ステップ 2、 3、 および 4 をパッシブ ノード上で繰り返し実行します。 パッシブ ノードでこれらのス

テップを実行するには、パッシブ ノードにフェイルオーバーする必要があ り ます (WebLogic AS を使用

可能にするため )。

WebLogic Portal Server の検出

WebLogic SPI によ り、 WebLogic Portal Server の検出と監視を行います。

アプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンス とポータル サーバー インスタンスでログイン資格情報が同じであ

る場合、 WebLogic SPI はアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンス と と もに WebLogic Portal Server を検

出します。

アプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンス とポータル サーバー インスタンスでログイン資格情報が異なる場

合、 2 つの異なる資格情報を使って検出を 2 回実行します。

検出を実行するには、 以下の手順を実行します。

1 アプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスの資格情報を設定して、 検出を実行します。

2 得られた SiteConfig ファ イルのバッ クアップを作成します。 SiteConfig ファ イルは各ノードの 
</var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig> ディ レク ト リにあ り ます。

3 ポータル サーバー インスタンスの資格情報を設定して、 検出を実行します。

4 バッ クアップした SiteConfig と新し く生成した SiteConfig の内容をマージします。

WebLogic Portal Server を検出した後、JMX Metric Builder を使って、Portal MBean のメ ト リ ッ クの参照

と作成を行う こ とができます。 詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in for User Defined Metrics
for HP-UX, Linux, and Solaris』 を参照して ください。

検出と設定のシナリオ

このセクシ ョ ンでは、 いくつかの一般的なシナリオの例を示します。

使用例 1: 管理ポートがオン (WebLogic Server は HTTPS モードで動作 )

WebLogic Server の管理ポートが有効である場合には、 2 通りの検出シナリオが考えられます。
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シナリオ 1: WebLogic Administration Server は t3s (HTTPS) で動作しているが、 それに対応する

WebLogic Server は t3 (HTTP) で動作している。

検出

検出を起動するには、 以下の手順を実行します。

1 Discover or Configure WebLogic SPI を起動します。 検出の実行 (41ページ )  を参照してください。

2 設定エディ タで、 ADMIN_PORTS プロパティを設定します。 ADMIN_PORTS は アプリ ケーシ ョ ン

サーバーがリ ッスンする  SSL ポートです。

3 PROTOCOL プロパティに t3s を設定します (t3s は PROTOCOL のデフォルト値)。PROTOCOL では、

アプリケーシ ョ ン サーバーのポートで SSL または 非 SSL のいずれを使用しているかを指定します。

4 必要に応じて、 PASSPHRASE および KEYSTORE プロパティを設定します。 [Next] をク リ ッ ク し、選

択したノードで検出を実行します。

KEYSTORE は、 SSL 信頼キース ト ア ファ イルへの完全修飾パスです。

PASSPHRASE は、WebLogic Administration Server の SSL 環境の KEYSTORE に設定したパスワー

ドです。

これらのプロパティ設定の詳細は、 設定プロパティ  (133ページ )  を参照してください。

設定

検出が正常に完了した後、 以下の手順を実行します。

1 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動します ( このツールを起動する方法については、設定の実

行 (45ページ )  を参照してください )。

2 設定エディ タで、 PROTOCOL プロパティの値に、 WebLogic Server で使用する  t3 を設定します。

3 アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER を作成します。

4 SERVER_LOGIN および SERVER_PASSWORD プロパティの値に、 Monitor ユーザーの資格情報と

同等の値を設定します。

5 WebLogic Server の各インスタンスについて、 ステップ 1 ～ 4 を繰り返します。

シナリオ 2: WebLogic Administration Server およびそれに対応している WebLogic Server がともに t3s (HTTPS) 
で動作している

検出および設定を実行するには、 以下の手順を実行します。

1 Discover or Configure WebLogic SPI を実行し、 プロパティをシナリオ 1 と同じよ うに設定します。

WebLogic Administration Server が仮想 IP で動作している場合 (非クラスタ環境 ) には、ADMIN_PORTS
プロパテ ィ の設定時に仮想 IP ア ド レ ス を指定する必要があ り ます。 ADMIN_PORTS の値に <ip
address>:port を設定します。 ク ラスタ環境での設定の詳細は、 高可用性環境の設定 (48ページ )  を参照し

てください。

プロパティ  KEYSTORE、 PASSPHRASE、 および PROTOCOL は、 任意のレベル (グローバル、 グルー

プ、 ノード、 またはサーバー ) で設定できます。 SSL を使用する場合には PROTOCOL が必要です。

KEYSTORE および PASSPHRASE の設定は、 SSL 環境でキース ト アおよびパスフレーズを使用する場合

にのみ必要です。

WebLogic Server 用に PROTOCOL プロパティの値を t3 に変更しない場合、 PROTOCOL に
は WebLogic Administration Server 用のデフォルト値 (t3s) が設定されます。 これらの設定プ

ロパティの優先順位の詳細は、 設定プロパティ  (133ページ )  を参照してください。
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2 検出が正常に完了した後、 以下の手順を実行します。

a Discover or Configure WLSSPI ツールを起動します ( このツールを起動する方法については、設定

の実行 (45ページ )  を参照してください )。

b PROTOCOL プロパティに、 デフォルト値 t3s を設定します。

c アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER を作成します。

d SERVER_LOGIN および SERVER_PASSWORD プロパティの値に、 Monitor ユーザーの資格情

報と同等の値を設定します。

e WebLogic Server の各インスタンスについて、 ステップ a ～ d を繰り返します。

使用例 2: 管理ポートがオンでない (WebLogic アプリケーシ ョ ン サーバーは

仮想 IP で動作 )

WebLogic Server が仮想 IP で動作し、 管理ポート をオンにしていない場合には、 以下の手順で検出を実行

します。

1 Discover or Configure WebLogic SPI を起動します。 検出の実行 (41ページ )  を参照してください。

2 設定エディ タで、 NODE_NAMES および ADDRESS プロパティを設定します。

3 [Next] をク リ ッ ク します。 [Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク し、 選択した管理対象ノードで検出を実行します。

WebLogic Server ド メ インでの検出と収集

WebLogic Server の管理ド メ インは、論理的に関連する  WebLogic Server インスタンスのグループです。 ド

メ インには、 Administration Server とい う特別な WebLogic Server インスタンスがあ り ます。 こ こから、

ド メ イ ン内のすべてのサーバー イ ン ス タ ン スの設定と 管理を集中的に行 う こ と ができ ます。 この

Administration Server で、 ド メ インの設定と管理が可能です。

ド メ インを設定する と きには、Managed Server という  WebLogic Server インスタンスもあ り ます。Web ア
プリ ケーシ ョ ン、 EJB、 Web サービス、 その他のリ ソースを Managed Server に配布できます。 ド メ インに

よ り、 専用のサービス関連システム、 基本的なク ラスタ化およびキャ ッシュ処理のサポート  ( フェイルオー

バーのサポート、 ワークロード分散など ) といった諸機能を実現できます。

通常、 ド メ インは、Administration Server と、スタンドアロンの Managed Server または Managed Server
ク ラスタで構成されます。 以下の図に、 ド メ インの内容を示します。

ク ラスタ環境での設定の詳細は、 高可用性環境の設定 (48ページ )  を参照してください。
WebLogic SPI の設定 53



図11　 　WebLogic ド メインの内容

ド メ インの設定の詳細は、 WebLogic のマニュアルを参照してください

 (http://download.oracle.com)。

WebLogic ド メインでの検出シナリオ

WebLogic ド メ インのシナリオでは、 WebLogic SPI の検出プロセスで以下の機能が実行されます。

• Administration Server 、 Managed Server、 ク ラスタ  を検出し、検出した情報を HPOM 管理サーバー

上の SiteConfig ファ イルに書き込みます。

WebLogic ド メインでの収集シナリオ

WebLogic ド メ インのシナリオでは、 WebLogic SPI の収集プロセスで以下の機能が実行されます。

• SPI Collector が、SiteConfig ファ イルに設定されているすべてのサーバーの WebLogic SPI メ ト リ ッ ク

を収集します。

CODA との統合

WebLogi SPI によ り、 HP Performance Agent を検出できます。 HP Performance Agent を使用する場合、

WebLogic SPI インス トールで自動的に HP Performance Agent を使用します。

OVO 7.x 以降に添付されている  HP Operations のサブエージェン ト  CODA を使用する場合は、 管理対象

ノードを設定する必要があ り ます。 この設定は、 HP Performance Agent をサポート していません。

WebLogic SPI インス トルメンテーシ ョ ン ファ イルおよびポ リ シーは、 Administration Server にのみ配布

されます。
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CODA を使用するには、 空のファイルnocoda.opt を設定し、 管理対象ノードに保存します。

1 管理対象ノード上の以下のディ レク ト リに nocoda.opt ファ イルを作成します。

ディ レク ト リ  dsi2ddf が存在しない場合は、 作成します。

2 空のファイルを保存します。

オペレーティング システム ファイルの場所

HP-UX、 Linux、 Solaris /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/

Windows \usr\ov\conf\dsi2ddf\
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第4章 ツールの使用
WebLogic SPI には、 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーを使用したシステムの監視および管理に役立つ

中央管理ツールが用意されています。 また、 特定の管理対象ノード上の選択済みサーバー インスタンスに対

する管理サーバーの接続を設定できます。 WebLogic SPI ツールには、 設定、 ト ラブルシューティング、 お

よびレポート生成ユーティ リ ティがあ り ます。

概要

[Tool Bank] ウ ィ ンド ウで、 WebLogic SPI ツールは以下の WebLogic SPI ツール グループで構成されてい

ます。

• WebLogic Admin (WLSSPI:ADMIN)

• Metric Reports (WLSSPI:REPORTS)

• SPI Admin (WLSSPI:SPI_ADMIN)

• JMX Metric Builder: このツール グループは、SPIJMB ソフ ト ウェアをインス トールしている場合にの

み利用できます。

図12　 　 ツール グループ "SPI for WebLogic Server"の要素

SPI Admin ツールグループ

SPI Admin ツール グループには、 WebLogic SPI の設定、制御、およびト ラブルシューティングを実行でき

るツールが含まれています。 これらのツールには、 root ユーザー権限が必要になるため、 このグループを

HPOM 管理者に割り当てるこ とをお勧めします。

SPI Admin ツールにアクセスするには、[Tool Bank] ウ ィンド ウで [WLSSPI:TOOLS] → [WLSSPI:SPI_ADMIN]
をク リ ッ ク します。
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図13　 　  SPI Admin ツール

SPI Admin ツール グループには、 以下のツールがあ り ます。

• Discover or Configure WLSSPI

• Init Non-Root

• Self-Healing Info

• Start Monitoring

• Stop Monitoring

• Start Tracing

• Stop Tracing

• Verify

• View Error File

• View WLSSPI Graphs

Discover or Configure WLSSPI

Discover or Configure WLSSPI ツールでは、 検出と設定のいずれかを実行できます。

Discover or Configure WLSSPI ツールによ り、 設定エディ タが起動されます。 このツールを使用するこ と

で、 HPOM コンソールから管理対象ノード上で WebLogic Server のインスタンスを特定した り  ([Launch
Discover Tool] オプシ ョ ンを選択 )、設定エディ タで設定プロパティを表示、編集、設定するこ とで WebLogic
SPI 設定を管理したりするこ とができます ([Launch Configure Tool] オプシ ョ ンを選択)。
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機能

Configure ツールは、 以下の機能を実行します。

• HPOM 管理サーバーと管理対象ノード上の設定を更新します。

• 選択された管理対象ノード上の WebLogic SPI が要求するディ レク ト リ とファ イルを作成します。

• レポート作成とグラフ作成のためのデータ  ソースを設定します。

• 監視のために、WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーのログファイルと  WebLogic SPI エラー ログファ

イルを設定します。

Discover ツールは、 HPOM 管理サーバーと選択された管理対象ノード上の設定を更新します。

すべての管理対象ノード上で実行されているすべての WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーの設定情報は、

管理サーバー上で維持されます。 さ らに、 すべての管理対象ノードは、 そのノード上で実行されている

WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーについての情報を維持します。

設定エディ タを使用して変更する場合、 変更は HPOM 管理サーバーに保存されます。 ただし、 ノードを選

択して Discover or Configure WLSSPI ツールを起動した場合、 選択したノードに影響を与える変更はその

ノード自体に保存されます。

管理対象ノードでの変更をすべて保存するには、Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する前にノー

ドを選択する必要があ り ます。 ノードを選択しない場合、 変更はデフォルトで管理サーバー上に保存されま

す。

Init Non-Root

Init Non-Root ツールでは、 UNIX 管理対象ノードで非 root HTTPS エージェン ト を簡単に設定できます。

UNIX 管理対象ノードで非 root HTTPS エージェン ト を設定する方法の詳細は、UNIX 管理対象ノードでの

非 root HTTPS エージェン トの設定 (47ページ )  を参照してください。

機能

Init Non-Root は、 選択された管理対象ノードで以下の機能を実行します。

1 wasspi_perl -S wasspi_initnonroot.pl -prod wls force コマンドを実行して、SPI パスを正し く設定しま

す。

2 wasspi_perl_su ファ イルを生成します。

Self-Healing Info

Self-Healing Info ツールは、 HP のサポート担当者に送信するデータを収集できます。

設定

再現可能な問題に関するデータを収集する場合、 Self-Healing Info ツールを実行する前に、以下の手順を実

行して ください。

1 Start Tracing ツール詳細については、 Start Tracing (60ページ )  を参照してください。

2 問題を再現します。

機能

Self-Healing Info ツールは、 次の機能を実行します。
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• データは以下のファイルに保存されます。

— UNIX 管理対象ノード上にある場合 :  /tmp/wasspi_wls_support.tar

— Windows 管理対象ノード上にある場合 :  %TEMP% ディレク ト リの wasspi_wls_support.zip

• Verify ツールを使って、 データを実行し、 保存します。

Start Monitoring

このツールを使用して、 WebLogic SPI によるアプリ ケーシ ョ ン サーバーからのメ ト リ ッ クの収集を開始で

きます。

WebLogic SPI はメ ト リ ッ クを収集し、 パフォーマンスまたは可用性データを取得します。 また、 メ ト リ ッ

クはレポート  (自動または手動による生成 ) とグラフを作成するためにも使用されます。これらのレポート と

グラフは、 サーバーの用途、 可用性、 およびパフォーマンスの傾向を分析するために使用されます。

監視機能が開始されているか、 停止されているかを判定するには、 Verify ツールを起動します。 デフォルト

では、 監視機能は有効になっています。

機能

Start Monitoring ツールは、管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのメ ト リ ッ

ク収集を開始されます。

Stop Monitoring

このツールでは、WebLogic SPI によるアプリ ケーシ ョ ン サーバーからのメ ト リ ッ クの収集を停止できます。

通常は、既知の理由でノードが実行していない場合、管理対象ノードではモニターを停止します。たとえば、
ノードが保守のために停止します。 監視を停止するこ とで、 不要な警告通知が生成されないよ うにします。

機能

Stop Monitoring ツールは、管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのメ ト リ ッ

ク収集を停止します。

Start Tracing

このツールを使用して、管理対象ノードのすべての SPI アクティビティについての情報をログに記録できま

す。このツールは、HP のサポート担当者に指示された場合のみ起動するよ うにして ください。これらのファ

イルには、 HP のサポート担当者が利用するデータが含まれています。

機能

Start Tracing は、 SPI によって実行される各アクティビティの情報をファイルに保存します。

Stop Tracing

このツールでは、管理対象ノードで SPI によって実行される各アクティビティの情報のログ記録を停止でき

ます。

機能

Stop Tracing は、 SPI によって実行される各アクティビティの情報のファイルへのログ記録を停止します。

このファ イルは、 Windows 管理対象ノードの設定によっては非表示の場合があ り ます。 ファ

イルが表示されない場合は、 Windows エクスプローラを開き、 [ツール ] メニューから  [ フォル

ダ オプシ ョ ン ] を選択します。 [表示 ] タブをク リ ッ ク します。 [ファ イルとフォルダの表示 ] の
下で、 [すべてのファイルとフォルダを表示する ] を選択します。
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Verify

このツールを起動する と、 SPI の機能に必要なファ イル ( インス トルメンテーシ ョ ン、 設定、 ラ イブラ リ な

ど ) が配布されているこ とを確認できます。

機能

Verify ツールは、WebLogic SPI の機能に必要なファイル ( インス トルメンテーシ ョ ン、設定、 ライブラ リ な

ど ) が管理対象ノードおよび管理サーバーに配布されているかど うかを確認します。

View Error File

View Error File ツールでは、 WebLogic SPI エラー ログファ イルの内容を表示できます。

機能

View Error File ツールは、 WebLogic SPI エラー ロ グフ ァ イル <OV_AGT_DIR>/log/wlsspi/
wasspi_perl.log の内容を表示します。 こ こで、 <OV_AGT_DIR> は、 通常、 以下のよ うにな り ます。

• /var/opt/OV (UNIX の管理対象ノードの場合 )

• \Program Files\HP\HP BTO Software\ (Windows の管理ノードの場合 )

View WLSSPI Graphs

View Graphs ツールを起動し、 Web ブラウザで HP Performance Manager のグラフを表示できます。

設定

View Graphs ツールを実行する前に、 以下を実行します。

1 HP Performance Manager をインス トールします。

2 HP Operations Manager for UNIX で Mozilla または Netscape ブラウザを設定します。

機能

View Graphs ツールは、 Web ブラ ウザを起動し、 WebLogic SPI メ ト リ ッ ク  データから生成された HP
Performance Manager のグラフを表示します。

WebLogic Admin ツール グループ

WebLogic Admin (WLSSPI:ADMIN) ツール グループのツールを使用して、 WebLogic アプ リ ケーシ ョ ン

サーバーの機能を管理できます。

WebLogic Admin ツール グループ内のツールにアクセスするには、 [Tool Bank] ウ ィンド ウで

 [WLSSPI:TOOLS] → [WLSSPI:ADMIN] をク リ ッ ク します。
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図14　 　  WebLogic Admin ツールグループ

WebLogic Admin ツール グループには以下のツールがあ り ます。

• Check WebLogic

• Start WLS Console

• Start WebLogic

• Stop WebLogic

• View Deployed Apps

• View WebLogic Log

• View WebLogic Servers

• View Application Activation Status

• View Application Timeout

Check WebLogic

このツールを使用して、選択した管理対象ノード上で動作している各 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバー

のステータスを確認できます。
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機能

Check WebLogic ツールは、 選択されたノード上の各 WLS サーバーについて以下の情報を表示します。

WebLogic SPI が WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーに関する メ ト リ ッ クを収集するよ う設定されていな

い場合、 以下のメ ッセージが表示されます。

Collection is temporarily OFF for <server_name>

Start WLS Console

Start WLS Console によ り、 HPOM コンソールから  WLS Administration Server コンソールを起動できま

す。 選択された管理対象ノード上にある  1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスに対し、 コン

ソールを起動するこ とができます。

設定

• このツールを正常に実行できるよ うにするには、 ADMIN_HOST および ADMIN_PORT 設定プロパ

ティを設定する必要があ り ます。

• HP Operations Manager for UNIX で Mozilla または Netscape ブラウザを設定します。

機能

Start WLS Console は、 選択されたノード上の 1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスに対す

る  WebLogic Administration Server コンソールを Web ブラウザで起動します。

Start WebLogic

Start WebLogic ツールを使用して、HPOM コンソールから  WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーを起動で

きます。 選択された管理対象ノード上の 1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスを開始するこ

とができます。 その際、 各 WebLogic Administration Server にログインする必要はあ り ません。

設定

START_CMD、STOP_CMD、および USER 設定プロパティは、 このツールを起動する前に設定する必要が

あ り ます。 このプロパティ を設定するには、 Configure ツールを実行し、 左ペインに表示されている  WLS
アプリ ケーシ ョ ンを選択します。 各 WLS アプリ ケーシ ョ ン サーバーに対し、 前述の設定プロパティを設定

します。

機能

Start WebLogic ツールは、 選択された管理対象ノード上の 1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタ

ンスを起動します。

情報 説明

Server Name WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーで定義されているサーバー名

State WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーのステータス

Listen Address 着信接続を リ ッスンするために使用される名前と  IP アドレス

Health State WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーの現在の状態を数値で表したもの

Health State String WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバー自身によるヘルス  モニタ リ ングの結果
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Stop WebLogic

Stop WebLogic ツールを使用して、 HPOM コンソールから  WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーを停止で

きます。 選択された管理対象ノード上の 1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスを停止するこ

とができます。 その際、 各 WebLogic Administration Server にログインする必要はあ り ません。

設定

START_CMD、STOP_CMD、および USER 設定プロパティは、 このツールを起動する前に設定する必要が

あ り ます。 このプロパティ を設定するには、 Configure ツールを実行し、 左ペインに表示されている  WLS
アプリ ケーシ ョ ンを選択します。 各 WLS アプリ ケーシ ョ ン サーバーに対し、 前述の設定プロパティを設定

します。

機能

Stop WebLogic ツールは、 選択された管理対象ノード上の 1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタ

ンスを停止します。

View Deployed Apps

View Deployed Apps ツールを使用して、 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスで実行中のア

プリ ケーシ ョ ンを表示できます。 その際、 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーが稼働しているシステムに

ログインする必要はあ り ません。

機能

View Deployed Apps は、選択された管理対象ノードの各 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタン

スに関して、 以下の情報を表示します ( 「WLS のバージ ョ ン」 列には、 各情報に該当する  WebLogic アプリ

ケーシ ョ ン サーバーのバージ ョ ンを示します )。

View WebLogic Log

View WebLogic Log ツールを使用して、WebLogic アプリ ケーショ ン  サーバーのログファイルを表示できます。

その際、 WebLogic アプリ ケーショ ン  サーバーが稼働しているシステムにログインする必要はあり ません。

機能

View WebLogic Log ツールは、 以下の情報を表示します。

• パラ メータを入力しないで View WebLogic Log を起動した場合、 選択した管理対象ノードについての

利用可能なログファイルの番号リ ス トが表示されます。

• 無効なパラ メータ  (数値以外の値または利用可能なログファイルのリ ス トに対応していない数 ) を入力

して View WebLogic Log を起動した場合、 選択した管理対象ノードについての利用可能なログファ イ

ルの番号リ ス トが表示されます。

情報 WLS のバージョ ン 説明

Application 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ン インスタンス

Name 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ンの名前

Version 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ン バージ ョ ン (アプリ ケーシ ョ ンがバージ ョ ン管

理されていない場合は、 「null」 と表示されます )。

Module Type 9.x、 10.x CAR、 EAR、 EJB、 RAR、 WAR などの J2EE モジュール タイプ
64 第 4 章



• 有効なパラ メータを入力して View WebLogic Log を起動した場合、 選択した管理対象ノードに対応す

るログファイルの内容が表示されます。

パラ メータ  フ ィールドには、 1 つの数値しか入力できません。 選択したすべての管理対象ノードについて、

この番号で示されているログファ イルを表示できます。 このツールを起動するたびに、 管理対象ノードごと

に表示するログファ イルを 1 つ選択します。

View WebLogic Servers

View WebLogic Severs ツールを使用して、 WebLogic ド メ イン設定、 ク ラスタ情報、 および物理コンピュー

タを表示できます。 その際、 WebLogic Server を実行中のシステムにログインする必要はあ り ません。

機能

View WebLogic Servers は、選択された管理対象ノードの各 WLS サーバー インスタンスに関して、以下の

情報を表示します ( 「WLS のバージ ョ ン」 列には、各情報に該当する  WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバー

のバージ ョ ンを示します )。

情報 WLS のバージョ ン 説明

Domain 9.x、 10.x WebLogic ド メ イン インスタンス

Admin Server 9.x、 10.x WebLogic 管理サーバー インスタンスの名前

Version 9.x、 10.x 設定のリ リース  ID

Server 9.x、 10.x WebLogic Server インスタンス

Name 9.x、 10.x サーバー インスタンスの名前。 Administration Console に表示

され、 サーバーの識別に使用される名前です

Listen Port 9.x、 10.x WebLogic Server イ ンス タンスが通常の ( 非 SSL) 着信接続を

リ ッスンするために使用するデフォルトの TCP ポート

Listen Address 9.x、 10.x WebLogic Server インスタンスが着信接続を リ ッ スンするため

に使用する  IP アドレスまたは DNS 名

Cluster 9.x、 10.x ク ラスタ  インスタンス

Name 9.x、 10.x ユーザー指定のクラスタ  インスタンス名

Type 9.x、 10.x ク ラ スタ内のサーバーがク ラ スタ間レプ リ ケーシ ョ ンの 適化

のために使用するデータ送信方法。 man (metro area network)、
wan、 none などです

Address 9.x、 10.x ク ラ イアン ト がク ラ ス タに接続する と きに使用するア ド レス。

EJB ハンドルとエンテ ィテ ィ  EJB フェイルオーバー アド レス

の生成に使用されます

Multicast Address 9.x、 10.x ク ラスタのメンバが相互通信するために使用するアドレス

Machine 9.x、 10.x コンピュータ  インスタンス

Name 9.x、 10.x ユーザー指定のコンピュータ  インスタンス名
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View Application Activation Status

View Application Activation Status ツールを使用して、 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタン

スに配布された実行中のアプリ ケーシ ョ ンの稼動状況を表示できます。 その際、WebLogic アプリ ケーシ ョ ン

サーバーが稼働しているシステムにログインする必要はあ り ません。

設定

View Application Activation Status ツールを起動する前に、 設定プロパティ  URL_PATH に以下の値を設

定します。 
/jndi/weblogic.management.mbeanservers.domainruntime設定プロパティの詳細は、設定プロパ

ティ  (133ページ )  を参照してください。

機能

View Application Activation Status ツールは、 選択されたノード上の各 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サー

バー インスタンスについて、以下の情報を表示します。「説明」列に記載されている情報は、WebLogic Server
のバージ ョ ンによ り異な り ます。

View Application Timeout

View Application Timeout ツールを使用して、 WLS インスタンスに配布された実行中のアプリ ケーシ ョ ン

がタイムアウ トで終了するまでの残り時間を参照できます。 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーが稼働し

ているシステムにログインせずに、 残り時間を表示できます。

設定

View Application Timeout ツールを起動する前に、設定プロパティ  URL_PATH に以下の値を設定します。 
/jndi/weblogic.management.mbeanservers.domainruntime設定プロパティの詳細は、設定プロパ

ティ  (133ページ )  を参照してください。

表 4　 　Application Activation Status の情報

情報 WLS のバージョ ン 説明

AppRuntimeStateRuntime 9.x、 10.x AppRuntimeStateRuntime の MBean

Application ID 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ン ID (SPI によ り生成 ) に使用

されるシ リ アル ナンバー

Application-ID 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ンの名前

Is Active? 9.x、 10.x このフ ィールドに 「true」 と表示されている

場合、 アプリ ケーシ ョ ンはアクティブです。

このフ ィールドに 「false」 と表示されてい

る場合、 アプリ ケーシ ョ ンはアクティブでは

あ り ません。
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機能

View Application Timeout ツールを使用して、選択された管理対象ノード上の各 WebLogic アプリ ケーシ ョ

ン サーバー インス タンスについて、 以下の情報を取得でき ます。 「説明」 列に記載されている情報は、

WebLogic Server のバージ ョ ンによ り異な り ます。

Metric Reports

Metric Reports グループには、WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーの状態に関する情報を示すレポートが

含まれています。 メ ト リ ッ ク  レポートにアクセスするには、 [Tool Bank] ウ ィンド ウで [WLSSPI:TOOLS] →
[WLSSPI:REPORTS] をク リ ッ ク します。

図15　 　  Metric Reports

表 5　 　Application Timeout の情報

情報 WLS のバージョ ン 説明

AppRuntimeStateRuntime 9.x、 10.x AppRuntimeStateRuntime の MBean

Application ID 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ン ID (SPI によ り生成) に使用

されるシ リ アル ナンバー

Application-ID 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ンの名前

Time Left to Retire 9.x、 10.x アプリ ケーシ ョ ンが終了するまでの時間 (単一

のバージ ョ ンのアプリ ケーシ ョ ンのみがサー

バー上に存在し、 アプリ ケーシ ョ ンのタイムア

ウ トが設定されていない場合、 この情報の値は

「-1」 にな り ます )。
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レポート を生成するには、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。 管理対象ノード

を右ク リ ッ ク して、 [Start] → [SPI for WebLogic] → [WLSSPI Reports] → [< メ ト リ ッ ク  レポートの名前>] を

選択します。 各レポートでは、 レポート対象のメ ト リ ッ クを使用して、 管理対象ノード上に設定されたすべ

ての WLS インスタンスのステータスが示されます。

警告通知から生成された登録ツールのレポート

警告通知条件からレポート を生成できます。 このレポートはコンテキス トに基づき自動的に生成され、 管理

対象ノード上の 1 つのサーバーにのみ関連しています。 これらのレポートは、 特定メ ッセージの [ メ ッセー

ジのプロパティ ] ウ ィンド ウの [注釈 ] タブの下に表示されます。

SUIAONE 列を表示するよ う メ ッセージ ブラウザを設定している場合、 レポートが生成されたと きに S 列
( メ ッセージの隣 ) の下にフラグが表示されます。

JMX Metric Builder ツール

JMX Metric Builder ツール グループには以下のツールがあ り ます。

• Deploy UDM: UDM ファ イルを配布します。

• Gather MBean Data: JMX Metric Builder で使用される  MBean 情報を収集します。

• JMX Metric Builder: UDM の作成と  MBean の参照に使用する  JMX Metric Builder ツールを起動

します。

• UDM Graph Enable/Disable: UDM のグラフのデータ収集を開始または停止します。HP Operations
Subagentの開始または停止も行います。

JMX Metric Builder ツール グループの詳細と  SPIJMB ソフ ト ウェアのインス トール手順の詳細は、 『HP
Operations Smart Plug-in User Defined Metrics User Guide』 を参照してください。

ツールの起動

このセクシ ョ ンでは、 WebLogic SPI のツールを起動する方法について説明します。 Discover or Configure
WLSSPI ツールの起動では、 Discover or Configure WLSSPI ツールの起動方法について説明します。 すべ

てのツールの起動では、 その他のすべてのツールの起動方法について説明します。

WebLogic SPI インータフェイスの起動

WebLogic SPI に関するインターフェイスを起動するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM for UNIX 9.0x または 9.10 サーバーのオペレータ用インターフェイスを起動するマシンに、 X
Window ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをインス トールします。

2 X Window ク ライアン ト  ソフ ト ウェアを開始します。

Discover or Configure WLSSPI ツールの起動

Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する方法の詳細は、検出の実行 (41ページ )  および設定の実行

(45ページ )  を参照してください。
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すべてのツールの起動

ツールを起動するには、 以下の手順を実行します。

1 管理インターフェイスから  [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 ツールを起動する  1 つまたは複数のノードを選択します。

3 ノードを右ク リ ッ ク して、 [Start] → [<ツール グループ>] → [<ツール名>] を選択します。

[<ツール名> Output] ウ ィンド ウが開きます。
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第5章 WebLogic SPI ポリシーのカスタマイズ
この章では、 WebLogic SPI のポ リシーの詳細とその設定方法について説明します。

概要

SPI for WLS には、 以下のポリシー グループがあ り ます。

• WLSSPI

• WLSSPI Discovery

図16　 　  SPI for WebLogic Server ポリシー グループ

WLSSPI ポ リシー グループには、 以下のポリシー サブグループと個々のポ リシーが含まれます。
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図17　 　  WLSSPI ポリシー グループ

• WLSSPI-Logfiles: WebLogic Server ログファ イルと  WebLogic SPI ログファ イルの両方で検出され

たログファイルおよびエラー テキス トに基づいてメ ッセージを生成するポ リシーが含まれています。こ

れらのログファ イルから取り込まれた情報には、 WebLogic Server または WLS SPI の操作中に発生し

たエラーや WebLogic Server 設定の変更が含まれます。

図18　 　  WLSSPI-Logfiles ポリシー サブグループ

• WLSSPI-Metrics : WebLogic Server のパフォーマンス  レベルおよび可用性を監視する メ ト リ ッ ク  ポ
リシーが含まれています。

各メ ト リ ッ ク  ポ リシーは、監視対象のメ ト リ ッ クに対するしきい値条件を決定します。 しきい値を超え

た場合に HPOM メ ッセージ ブラウザに送信される メ ッセージ テキス トは、実行するアクシ ョ ンと表示

される指示で構成されています。

• WLSSPI-Monitor : メ ト リ ッ ク  ポ リシーの収集間隔を指定するコレク タ  ポ リ シーが含まれています。

各コレクタ  ポ リシーの名前には、収集間隔が含まれています。 たとえば、 ポ リシー WLSSPI-1h の収集

間隔は 1 時間です (1h は 1 時間を表しています )。 各コレクタ  ポ リシーには、 5 分、 15 分、 1 時間のい

ずれかの収集間隔が指定されています。

コレクタ  ポ リシーを開く と、 指定された間隔で収集される メ ト リ ッ クが リ ス ト されています ( メ ト リ ッ

クはコレクタ /アナライザ用コマンド  wasspi_ca の -m オプシ ョ ンの後に番号でリ ス ト されます )。
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各コレクタ  ポ リシーは、 どのよ うなメ ト リ ッ クをいつ収集するかを制御します。具体的には、 コレクタ

ポ リシーは以下を実行します。

― 各収集間隔でコレクタ /アナライザを実行する

― どのメ ト リ ッ クを収集するかを指定する

図19　 　WLSSPI-Monitors ポリシー サブグループ

• WLSSPI-Messages : これは単一ポ リシーです。 このテンプレートは、 HPOM メ ッセージ ブラウザの

WebLogic SPI メ ッセージを遮断します。

WLSSPI Discovery ポ リシー グループには、以下のポ リシー サブグループと個々のポリ シーが含まれます。

図20　 　WLSSPI Discovery ポリシー グループ

• WLSSPI-Messages : これは単一ポ リシーです。 このテンプレートは、 HPOM メ ッセージ ブラウザの

WebLogic SPI メ ッセージを遮断します。

• WLSSPI-Service Discovery : これは単一ポ リシーです。 このテンプレートは、 HPOM 管理サーバー

と管理対象ノード上の設定を更新します。

UDM の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in User Defined Metrics User Guide』 を参照してください。
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ポリシーの基本的なカスタマイズ

使用している環境の要件に基づいて、 デフォルトの WebLogic SPI ポ リシーをカスタマイズする必要があ り

ます。 このセクシ ョ ンでは、 ( メ ト リ ッ ク  ポ リシーの変更による ) しきい値の変更、および警告通知の生成の

変更などの基本的なカスタマイズについて説明します。

メ ト リ ッ ク  ポリシーの変更

WebLogic Server のすべての監視対象のインスタンスについてメ ト リ ッ ク属性を変更するには、 以下の手順

を実行します。

1 [Policy Bank] ウ ィンド ウを開きます。

2 [SPI for WebLogic Server] → [WLSSPI] → [WLSSPI-Metrics]  ポ リシーグループをク リ ッ ク します。

3 メ ト リ ッ クを 1 つ選択し、 リ ス トから  [Edit...] をク リ ッ ク します。 リ ス トは  をク リ ッ クする と表

示されます。

4 [Edit Measurement_Threshold Policy “ メ ト リ ッ ク名”] ウ ィンド ウが開きます。

5 [Thresholds] タブをク リ ッ ク し、 変更する条件をク リ ッ ク します。

 

6 別のタブ ([Threshold]、 [Start Actions]、 [Continue Actions]、および [End Actions]) をク リ ッ ク して、属

性を変更します。 変更可能な属性のリ ス トについては、 表6 を参照して ください。

7 [Save] をク リ ッ ク して変更を保存します。

ポ リシーをカスタマイズする前に、 デフォルト  ポ リシーのコピーを作成します。
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8 WebLogic SPI ポ リシーを配布する  (45ページ ) の説明に従って、 変更されたポ リシーを配布します。

以下の図では、 メ ト リ ッ ク  WLSSPI-0026 に、 しきい値 10 が設定されています。 メ ト リ ッ ク  WLSSPI-0026
は、 ク ライアン トが利用可能な EJB (Enterprise Java Bean) を待つ 1 分あたりの回数の合計を監視します。

このメ ト リ ッ クの重要度レベルは 「注意域」 です。

このメ ト リ ッ クに設定されているしきい値は 10 です。 ク ライアン トが EJB を待つ回数が 1 分あたりに 10
回を越える と、 警告通知 (警告メ ッセージ ) が生成されます。

表 6　 　 メ ト リ ック属性

属性 説明

しきい値 この値を超えた場合、 問題が発生しよ う と しているか、 またはすでに発生して

いるこ とが示されます。

継続期間 メ ト リ ッ クに対する入力データ値が設定済みのしきい値を超過した状態で、 こ

の値よ り も長い時間が経過する と警告通知が生成されます。

重要度 環境における重要性に基づき、 メ ッセージに割り当てるレベル。 [Start Actions] 
タブ、 [ メ ッセージ ] の順にク リ ッ ク します。 [重要度 ] ド ロ ップダウン リ ス トか

ら重要度を選択します。

メ ッセージ テキス ト 管理オブジェク トの状態、 管理オブジェク トに関連するイベン ト、 または管理

オブジェク トの問題についての構造化された判読可能な情報。

注 : メ ッセージ内で山カッコ  <> かっこで囲まれ、 $ で始まるパラ メータは、 変

更しないでください。

アクシ ョ ン メ ッセージに対する応答です。 この応答は、 メ ッセージ ソース  ポ リシーまたは

条件によ り割り当てられ、 自動的にまたはオペレータが起動するこ とで生じま

す。 レポートの表示、 Performance Manager のグラフの表示、 またはカスタム 
プログラムの追加を行う場合は、 アクシ ョ ンを設定する必要があ り ます。

自動起動アクシ ョ ン 着信イベン ト またはメ ッセージによ り実行されるアクシ ョ ン。 オペレータの介入

は不要です。 WebLogic SPI に付属の自動起動アクシ ョ ンによ り、 スナップ

シ ョ ッ ト  レポートが生成されます。 このレポートには、 しきい値を超過してア

クシ ョ ンが実行された時点のデータ値が示されます。 [ メ ッセージのプロパティ ] 
ウ ィンド ウの [注釈 ] タブの下にあるレポート を表示できます。

オペレータ起動

アクシ ョ ン

特定のメ ッセージに対する修復措置または予防措置アクシ ョ ン。 自動起動アク

シ ョ ンとは異なり、 これらのアクシ ョ ンはオペレータによ り起動されます。

WebLogic SPI に添付されたオペレータ起動アクシ ョ ンを使用する と、 しきい値

を超えたために他の関連メ ト リ ッ ク値と と もにメ ッセージを生成したメ ト リ ッ

クのグラフを表示できます (グラフを表示するには、 [ メ ッセージのプロパティ ] 
ウ ィンド ウ内の [アクシ ョ ン起動 ] をク リ ッ ク します )。
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図21　 　  WLSSPI-0026 のしきい値

警告通知生成の変更

警告通知が生成される回数を設定するには、 [ しきい値のモニタの変更 ] ウ ィンド ウの属性を変更します。

メ ッセージ生成を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 [Policy Bank] ウ ィンド ウを開きます。

2 [SPI for WebLogic Server] → [WLSSPI] → WLSSPI-Metrics ポ リシーグループをク リ ッ ク します。

3 メ ト リ ッ クを 1 つ選択し、 リ ス トから  [Edit...] をク リ ッ ク します。 リ ス トは  をク リ ッ クする と表

示されます。

4 [Edit Measurement_Threshold Policy “ メ ト リ ッ ク名”] ウ ィンド ウが開きます。

5 [Thresholds] タブをク リ ッ ク し、 メ ッセージ生成の設定を変更する条件をク リ ッ ク します。
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6 メ ッセージ生成設定を変更するには、 [Reset] ド ロ ップダウン リ ス トから必要なオプシ ョ ンを選択しま

す。

• [Use Same as threshold level]: 監視しきい値を超える と、 警告通知が 1 回生成されます。 メ ト

リ ッ ク値がしきい値違反ではなくなる と、 アラームは自動的にリセッ ト されます。 その後しきい値

を超える とアラームが再び生成されます。

• [Specify a special reset value...]: しきい値を超える と、 警告通知が 1 回生成されます。 同時に

リセッ ト しきい値が有効になり ます。 リセッ ト しきい値を超えたと きだけ、 元のしきい値が再び有

効になり ます。 その後、 再びしきい値を超える と、 別の警告通知が生成され、 プロセスは初めから

やり直しにな り ます。

7 [Save] をク リ ッ ク して変更を保存します。

8 WebLogic SPI ポ リシーを配布する  (45ページ ) の説明に従って、 変更されたポ リシーを配布します。

ポリシーの高度なカスタマイズ

ポ リシーの変更には、デフォルトのポ リシー グループをコピーしていくつかの設定をカスタマイズするこ と

や、ポ リシーのコマンド行でメ ト リ ッ ク  グループを削除するこ とが含まれます。個々で説明する変更はすべ

て、 WebLogic SPI メ ト リ ッ クについての高度な知識を必要と します。

カスタマイズするメ ト リ ッ クの選択

カスタマイズする メ ト リ ッ ク と、 グループ内で使用するポ リシーを決定します。

1 [Policy Bank] ウ ィンド ウを開き、 [SPI for WebLogic Server] をク リ ッ ク します。

2 使用するポ リシー グループを選択し、 ド ロ ップダウン リ ス トから  [Copy...] をク リ ッ ク します。 ド ロ ッ

プダウン リ ス トは、  をク リ ッ クする と表示されます。

3 [Copy Policy Group] ウ ィンド ウでグループの名前を変更し、 親グループを選択して [Save] をク リ ッ ク

します。
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4 名前が変更されたポ リシー グループ内で、 各オリジナル ポ リシーをコピーして、 その名前を変更しま

す (ステップ 2 および 3 に従います)。

5 名前が変更されたポ リシー グループ内でオリ ジナル ポ リシーを削除するには、 [Choose an Action] ド

ロ ップダウン リ ス トから  [Delete...] を選択して  をク リ ッ ク して実行します。

6 グループ内の名前を変更したポ リシーを必要に応じてカスタマイズします。

新しいポ リシー グループを作成する と、 元のデフォルト  ポ リシーからカスタム ポ リシーを分離できます。

パラメータ付きの WebLogic SPI コレクタ /アナライザ コマンドの使用

wasspi_perl_su -S wasspi_ca -prod wls コマンドは、 すべてのコレクタ  テンプレートで使用され

ます。 コレクタ  ポ リシーは、収集間隔に基づいた名前が付けられています。デフォルト  コマンド行パラ メー

タは、 [ コマンド ] テキス ト  ボッ クス内の [Scheduled Task] タブの下にある  [Edit Scheduled_Task Policy
 “ポ リシー名”] ウ ィンド ウで表示できます。

WebLogic Server コマンド  パラメータの使用方法

WebLogic SPI のデータ収集は、 wasspi_ca コマンドで開始します。 このコマンドには、 以下の表に示すそ

の他のパラ メータを追加するこ とができます。

パラメータ 機能 構文

-e

(exclude)

特定のサーバーを除外できます。 このオ

プシ ョ ンは、 -i オプシ ョ ンと同時には使

用できません。

-e <server_name>

例 :  -e server2,server4

-i

(include)

監視する特定のサーバーを一覧表示でき

ます。 このオプシ ョ ンは、 -e オプシ ョ ン

と同時には使用できません。

-i <server_name>

例 :  -i server1,server3

-m

(metric)

データを収集する対象となる メ ト リ ッ ク

の番号または番号の範囲を指定します。

-m

<metric_number|metric_number_range>

例 :  -m 1,3-5,9-11,15

-matchver

(match 
version)

監視する特定の WebLogic Server のバー

ジ ョ ンを指定します。 このオプシ ョ ンは、

-minver オプシ ョ ンまたは -maxver オプ

シ ョ ンと同時には使用できません。 一致

するバージ ョ ンが見つからなかった場合、

このコマンドは実行されません。

-matchver <version_number>

例 :  -matchver 10

-maxver

(maximum 
version)

監視する 高の WebLogic Server のバー

ジ ョ ンを指定します。 -minver と と もに

使用する と、 バージ ョ ンの範囲を指定で

きます。 バージ ョ ンが何も見つからな

かった場合、 このコマンドは実行されま

せん。

-maxver <version_number>

例 :  -maxver 10
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構文例

• 設定されているすべてのサーバーから特定のデータを収集する場合 :

wasspi_ca -prod wls -m 10-14,25,26

• 特定のサーバーのみからデータを収集する場合 :

wasspi_ca -prod wls -m 245,246,26 -i server1,server2

• 特定のサーバーからデータを収集しない場合 :

wasspi_ca -prod wls -m 220-225 -e server1,server2

-minver

(minimum 
version)

監視する 低の WebLogic Server のバー

ジ ョ ンを指定します。 -maxver と と もに

使用する と、 バージ ョ ンの範囲を指定で

きます。 バージ ョ ンが何も見つからな

かった場合、 このコマンドは実行されま

せん。

-minver <version_number>

例 :  -minver 9

-r

(report)

指定したメ ト リ ッ クの ASCII レポート を

生成します。

-r

-t

(tag)

既存のコレクタ  ポ リ シーにプレフ ィ ッ ク

スを付け、 メ ト リ ッ ク番号を指定するこ

とによ り、 新しいポ リシー グループを作

成します。

-t <prefix>-

例 :  wasspi_ca -prod wls -t DEV-

-prod (本運用 ) ノード上でコマンドを実行する  
SPI を特定します。

構文 : -prod <Name of the SPI>-

例 : wasspi_perl -S wasspi_ca
 -prod wls -m 220-223 -t DEV-

-x 以下のプロパティ /値を指定できます。 -x <property>=<property_value>

alarm: off にする と、 メ ト リ ッ ク  モニタ  
ポ リシーに設定されているすべての警告

通知条件を無効にします。

-x alarm=off

prefix: デフォルトは JMXUDM_ です。

 メ ト リ ッ ク  ID のプレフ ィ ッ クスを指定し

ます。

-x prefix=SALES_

print: on にする と、 設定した警告通知や

ログ作成に加え、 メ ト リ ッ ク名、 インス

タンス名、 およびメ ト リ ッ ク値を 
STDOUT に出力します。

-x print=on

graph: off にする と、 グラフ作成機能が

停止します。

-x graph=off

report: off にする と、 レポート作成機能

が停止します。

-x report=off

パラメータ 機能 構文
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JMX コマンド  パラメータの使用方法

このセクシ ョ ンでは、JMX アクシ ョ ンを実行するために使用するコマンド  パラ メータについて説明します。

JMX アクシ ョ ンとは、MBean インスタンスまたは MBean タイプに対して実行する  1 つまたは複数の JMX
呼び出し  (invoke、 get、 set) です。 1 つの JMX 呼び出しは、 コマンド行から実行できます。 複数の JMX 呼
び出しを指定する場合、XML ファ イルに記述するか、ユーザー定義メ ト リ ッ ク  ファ イルに Metric 子要素と

して記述します。

表 7　 　 JMX コマンド  パラメータ

パラ メータ 機能 構文

-a

(action)

必須

JMX アクシ ョ ンを実行するこ

とを指定します。

-a

-i

(include)

JMX アクシ ョ ンを実行する

サーバーを指定します。 このパ

ラ メータを指定しない場合、

JMX アクシ ョ ンは設定されて

いるすべてのサーバーで実行さ

れます。

-i <server_name>

例 :  -i server1,server3

-m

(metric)

実行するアクシ ョ ンを含むメ ト

リ ッ ク  ID を指定します。 メ ト

リ ッ ク  ID は UDM ファ イルに

定義されていなくてはなり ませ

ん。 このオプシ ョ ンは、

-mbean オプシ ョ ンまたは -xml 
オプシ ョ ンと同時には使用でき

ません。

-m <metric_id>

例 :  -m TestUDM_1000
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-mbean 特定の MBean 上で JMX 呼び

出しを実行します。 このオプ

シ ョ ンは、-m オプシ ョ ンまたは 
-xml オプシ ョ ンと同時には使

用できません。

-mbean <objectname> <action>

例 :  -mbean *:*, Type=JMSServerConfig 
-get MessagesMaximum\

上記の構文内の <action> (JMX 呼び出し ) は、 以下のいずれかを使用します。

-get 指定した属性の値を返します。

構文 : -mbean <objectname> -get <attribute>

例 :  -get MessagesMaximum

-invoke [-type] 指定したパラ メータで MBean オペレーシ ョ ンを

実行します。 オペレーシ ョ ンによっては、 パラ

メータが不要な場合もあ り ます ( この場合、 -type 
は指定しません )。 パラ メータを受け取る操作の場

合は、 type パラ メータを指定する必要があ り ます。

-type は、 オペレーシ ョ ンのオーバーロードをサ

ポート します。

構文 : -mbean <objectname> -invoke 
<operation>

[-type <parameter_type> 
<parameter_value>]...

<parameter_type> には、 以下のいずれかの型を指

定します。

short、 int、 long、 double、 float、 boolean、
java.lang.Short、 java.lang.Integer、
java.lang.Long、 java.lang.Double、
java.lang.Float、 java.lang.Boolean、 および 
java.lang.String

例 :  -invoke stagingEnabled -type 
java.lang.String examplesServer

-set 指定した属性に指定した値を割り当てます。

構文 : -mbean <objectname> -set <attribute> 
<value>

例 :  -set MessagesMaximum 250000

-o (object) MBean インスタンスを

指定します。

構文 : -o <mbean_instance>

例 :  -o examplesJMSServer

-xml 実行する  JMX アクシ ョ ンを含

む XML ファ イルを指定します。

このオプシ ョ ンは、 -m オプシ ョ

ンまたは -mbean オプシ ョ ンと

同時には使用できません。

構文 : -xml <filename>

例 : -xml myJMXActions.xml

表 7　 　 JMX コマンド  パラメータ

パラ メータ 機能 構文
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例

• 警告を通知する  WebLogic 実行キューの 大スレッ ド数を 50 に設定する

 (<$OPTION (instancename)> には警告を通知するインスタンスを指定 )

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a

-mbean “PetStore:*,Type=ExecuteQueueConfig” 

-set ThreadsMaximum 50 -o <$OPTION(instancename)>

• 複数の MBean インスタンスで MessagesMaximum 属性を 25000 に設定する :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a

-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -set MessagesMaximum 250000 -i examplesServer

• 特定の MBean インスタンスで MessagesMaximum 属性を 25000 に設定する :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a

-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -set MessagesMaximum 250000 -i examplesServer -o 

examplesJMSServer

• 複数の MBean インスタンスに対して操作を呼び出す :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-mbean *:*,Type=ApplicationConfig -invoke staged 

-i examplesServer

• MessagesMaximum 属性を取得する  (set コマンドの実行後、 属性が設定されたこ とを確認するために

使用 ):

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -get MessagesMaximum 

-i examplesServer

• wls_UDMMetrics-sample.xml ファ イル内でサンプル UDM TestUDM_1000 を使用する :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a -m TestUDM_1000 -i examplesServer

すべての監視対象メ ト リ ッ クの収集間隔の変更

監視されているすべてのメ ト リ ッ クの収集間隔を変更するには、 該当するコレクタ  ポ リシーの [ポーリ ング

周期 ] を変更します。 たとえば、 WLSSPI-05min コレク タ  ポ リ シーに対するデフォルト  メ ト リ ッ クの収集

を 5 分から  10 分に変更するには、 以下の手順を実行します。

1 [Policy Bank] ウ ィンド ウを開きます。

2 [SPI for WebLogic Server] → [WLSSPI] → [WLSSPI-Monitor] をク リ ッ ク します。

3 コレクタ  ポ リシー WLSSPI-05min を選択し、 ド ロ ップダウン リ ス トから  [Edit...] をク リ ッ ク します。

ド ロ ップダウン リ ス トは  をク リ ッ クする と表示されます。
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4 [Edit Scheduled_Task Policy “WLSSPI-05min”] ウ ィンド ウが表示されます。

5 名前を WLSSPI-10min に変更して、 説明も変更します。

6 [Scheduled Task] タブをク リ ッ ク します。

7 [Minute] ボッ クスで、 ポーリ ング周期を 5 分から  10 分に変更します。 たとえば、 「0、 10、 20...」 のよ

うにな り ます。

8 [Message Failed] タブをク リ ッ ク して、 メ ッセージ テキス ト を変更します。

9 [Save] をク リ ッ ク します。

10 新しいポ リシーを分配します (WebLogic SPI ポ リ シーを配布する  (45ページ ) の説明に従います )。

選択したメ ト リ ッ クの収集間隔の変更

選択したメ ト リ ッ クの収集間隔を変更するには、該当するコレクタ  ポ リシーをコピーし、新しい間隔を反映

した名前に変更します。 次に、 変更する メ ト リ ッ ク以外のすべてのメ ト リ ッ クを削除し、 新しい間隔を設定

します。 その後、 変更したポ リシーを元のテンプレートから削除します。

たとえば、 メ ト リ ッ ク  70-81 の収集間隔を 10 分に変更するには、 以下の手順を実行します。

1 [Policy Bank] ウ ィンド ウを開きます。

2 [SPI for WebLogic Server] → [WLSSPI] → [WLSSPI-Monitor] をク リ ッ ク します。

3 ド ロ ップダウン リ ス トからポ リシー WLSSPI-05min を選択し、 [Copy...] をク リ ッ ク します。

ド ロ ップダウン リ ス トは  をク リ ッ クする と表示されます。[Copy Policy WLSSPI-05min] ウ ィン

ド ウが表示されます。

4 名前を WLSSPI-10min に変更して、 説明も変更します。

5 [Scheduled Task] タブをク リ ッ ク します。

6 [Minute] ボッ クスで、 ポーリ ング周期を 5 分から  10 分に変更します。 たとえば、 「0、 10、 20...」 のよ

うにな り ます。

7 コマンド  テキス ト  ボッ クスで、 70-81 を除く、 -m の後のすべてのメ ト リ ッ クを削除します。
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8 [Save] をク リ ッ ク します。

9 WLSSPI-Monitor ポ リシー グループで、 WLSSPI-5min ポ リシーを選択します。

10 ド ロ ップダウン リ ス トから [Edit...] を選択します。ド ロ ップダウン リ ス トは  をク リ ッ クする と表

示されます。 [Edit Scheduled_Task Policy “WLSSPI-05min”] ウ ィンド ウが表示されます。

11 [Scheduled Task] タブをク リ ッ ク します。

12 コマンド  テキス ト  ボッ クスから 「70-81」 を削除します。

13 [Save] をク リ ッ ク します。

14 WebLogic SPI ポ リシーを配布する  (45ページ )  の説明に従って、 変更したポ リシーを再配布します。

個々のアプリケーシ ョ ン /EJB/サーブレッ ト /JDBC のしきい値のカスタマイズ

環境によっては、特定のアプリ ケーシ ョ ンが他のアプリ ケーシ ョ ンよ り も重要な場合があ り ます。アプ リ ケー

シ ョ ン内で、 特定の EJB/サーブレッ ト /JDBC データソースがその他よ り も重要となる場合もあ り ます。 重

要性に応じて、 アプリ ケーシ ョ ンごとに、 または EJB/サーブレッ ト /JDBC データソースごとにしきい値を

設定できます。

しきい値をカスタマイズするには、 以下の手順を実行します。

1 カスタマイズする メ ト リ ッ クをダブルク リ ッ ク して開きます (たとえば WLSSPI-0012)。[ メ ッセージ条

件と除外条件 ] ウ ィンド ウが開きます。

2 必要な条件を選択し、 [Copy...] ボタンをク リ ッ ク して、 その条件のコピーを作成します。

3 [Object Pattern] フ ィールドに、以下の詳細情報を入力します (必要なフ ィールドにのみ入力します。例

を参照 )。

<ServerName>:<ServerPort>:<NodeName>:<ApplicationName>:<EJBName/ServletName/JDBC
DataSource>:<Instance Name>

4 [Threshold] 列で、 しきい値を変更します。

5 対象のノードにポ リシーを配布します。

しきい値をカスタマイズする前に、サーバーで動作しているアプリ ケーシ ョ ン /EJB/サーブレッ ト /JDBC の
データソースを表示させたい場合があ り ます。このためには、以下の WebLogic SPI ツールを使用できます。

• View WebLogic Servers: すべての実行中のアプリ ケーシ ョ ン サーバーと対応するポートの詳細を表示

します。

• View Deployed Apps: 特定のサーバーに配布されているすべてのアプリ ケーシ ョ ンのリ ス ト を表示しま

す。

例

以下の例では、 [Object Pattern] フ ィールドに詳細情報を入力する方法を示しています。

例 1: MedrecEAR アプリ ケーシ ョ ンのしきい値を設定する必要があ り、 このアプリ ケーシ ョ ン名がすべての

ノードで一意である場合、 以下のよ うに入力します。

 <*>:<*>:<*>:MedrecEAR:<*>:<*>

例 2: ノード  1 と ノード  2 で使用できる  MedrecEAR アプリ ケーシ ョ ンのしきい値を設定する場合、 ノード

1 のみでしきい値を設定するには、 以下のよ うに入力します。

<*>:<*>:node1:MedrecEAR:<*>:<*>
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例 3: MedrecEAR アプ リ ケーシ ョ ン内の FileServlet サーブレ ッ ト のし きい値を設定する必要があ り、

FileServlet がすべてのノードで一意である場合、 以下のよ うに入力します。

 <*>:<*>:<*>:MedrecEAR:FileServlet:<*>

タグ付きのカスタム ポリシーの作成

高度なカスタマイズのためのも う  1 つのオプシ ョ ンは、 タグ オプシ ョ ン ( コマンド行上の -t) です。 これに

よ り、 名前にタグを付けてカスタマイズしたポ リシーをコレクタまたはアナライザで認識できます。 このオ

プシ ョ ンを使用する と、 WebLogic Server の特定の設定に関する条件を定義したポ リ シーを複数セッ ト持て

る という柔軟性が加わり ます。

複数のノードをいくつかのグループで管理する と きにこのオプシ ョ ンを使用する と、 特定のタグを付けたポ

リシーを、 元の設定とは区別して作成できます。 この場合、 ポ リシーのコピーを作成して名前をタグ付きの

名前に変更し、 タグ付きの名前を選択するよ う コレク タ  ポ リシーを修正した後、 さまざまなグループに割り

当てます。

たとえば、 ポ リシーのグループを作成し、 名前に CLIENT01 が含まれるよ う各ポ リ シー名を変更できます。

メ ト リ ッ ク  モニタ  ポ リシーの名前は、 たとえば CLIENT01-WLSSPI_0012 と します ( メ ト リ ッ ク番号はそ

のまま使用する必要があ り ます )。コレク タ  ポ リシーの名前は、たとえば FIRST_CLIENT-05min と します。

次に、 SECOND_CLIENT 用に別のグループを設定し、 名前に CLIENT02 が含まれるよ うそれらすべての

ポ リシーを変更します。

新しいポリシー グループを作成するには

新しいポ リシー グループを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 元のポリシー グループをコピーします。 [Policy Bank] ウ ィンド ウで、 グループを選択して、 ド ロ ップ

ダウン リ ス トから  [Copy...] をク リ ッ ク します。 ド ロ ップダウン リ ス トは  をク リ ッ クする と表示

されます。 [Copy Policy Group] ウ ィンド ウが表示されます。

2 新しいグループに名前を付け、 新しいモニタ  ポ リシーと コレクタ  ポ リシーを識別できるよ うにします。

たとえば、 ポ リシー名に CLIENT01 を含んでいる場合は、 新しいポ リシー グループ名にもそれを含め

ます。

3 [Policy Bank] ウ ィンド ウで、 ポ リシー グループをク リ ッ ク して、 すべてのポ リ シーを表示し、 使用す

る予定の各ポリシーを選択して、ド ロ ップダウン リ ス トから  [Copy...] をク リ ッ ク し  (ステップ 1 と  2 の
記載どおり )、 命名方式に従って名前を変更します。

• グループ内の新しいメ ト リ ッ ク  モニタ  ポ リシーの名前は、 新しい名前の後に元のメ ト リ ッ ク番号

を付けたものにします。 たとえば WLSSPI_0001 のコピーには、 CLIENT01-WLSSPI_0001 と命

名します。

• 新しいコレクタ  モニタ  ポ リシーに指定する名前にも、 識別用の名前を含めます。 また、 コマンド

行に -t プロパティを挿入して、新しいグループ用にスケジュール設定された収集も変更できます。

例 :

wasspi_ca -prod wls -m 16 -t CLIENT01-

4 新しいグループから元のポ リシーをすべて削除します。
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ポリシー変数

WebLogic SPI ポ リ シーでは、 以下の変数が使用されます。 ポ リ シーを独自に作成する場合、 これらの変数

を使用できます。

デフォルトの WebLogic SPI ポリシーの復元

WebLogic SPI のポリシーが HPOM にインス トールされる と、 swinstall が実行された時点で、 以下の表

に示すコマンドがインス トールされたポ リシーを自動的にアップロード します。 以前のインス トールでカス

タマイズしたポ リシーの設定は、 すべて上書きされます。

元々インス トールされていたデフォルトの WLS ポ リシー グループを復元するには、先に現在のポリ シーを

すべて削除した後、 次の表に示すコマンドのいずれかを HPOM のバージ ョ ンに応じて実行します。

swinstall によ り実行されるスク リプ ト  

-silent オプシ ョ ンの代わりに、 -verbose オプシ ョ ンを使用するこ と もできます。

名前 説明

instancename マルチインスタンス  メ ト リ ッ クでメ ト リ ッ クのレポート を生成するインスタンス。

例 :  medRecServer_MedRecServer_wl_management_
internal2_com.bea.wli.bpm.runtime.JwfServlet_20

map_port port (86ページ )  を参照してください。

map_servername スペースがアンダースコア ( 「_」 ) に置き換えられたアプリ ケーシ ョ ン サーバー名。

スペースを使用できないサービス  マップ キーで使用します。

例 :  my_server

node アプリ ケーシ ョ ン サーバーを実行する ノード。

例 :  node1.hp.com

port アプリ ケーシ ョ ン サーバーがリ ッスンするポート。 PORT 設定プロパティに相当し

ます。

例 :  9001

servername アプリ ケーシ ョ ン サーバー名。 NAME 設定プロパティに相当します。

例 :  my server

HPOM 
バージョ ン スクリプ ト

>8.x 以降 /opt/OV/bin/OpC/opccfgupld -silent -replace

-subentity /var/opt/OV/share/tmp/OpC_appl/wasspi/wls/wls_set
86 第 5 章



テキスト  ベース レポートの表示

一部のポリシーでは、しきい値の違反やエラー条件に付属してアクシ ョ ンが定義されているため、 [ メ ッセー

ジのプロパティ ] ウ ィンド ウの [注釈 ] タブの下にレポートが自動的に表示されます。 これらのレポートは、

警告通知が行われた時点付近でサーバーから収集したデータ値のスナップシ ョ ッ トです。

その他のポリ シーには、オペレータ  アクショ ンが対応付けられているため、これにより グラフを生成できます。

• メ ッセージの詳細を表示するには、 HPOM メ ッセージ ブラウザでメ ッセージ テキス ト をダブルク リ ッ

ク します。

• レポート を表示するには、 以下の手順を実行します。

a HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

b メ ト リ ッ ク  レポート を生成する ノードを選択します。

c このノードを右ク リ ッ ク します。

d [Start] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [Metric Reports] → < メ ト リ ッ クレポートの名

前> を選択します。

これらのレポートには、 ノード上のすべてのサーバー データが表示されます。

• グラフを表示するには、 以下の手順を実行します。

a HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

b グラフを生成する ノードを選択します。

c このノードを右ク リ ッ ク します。

d [Start] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [View Graphs]を選択します。Web ブラウザが

起動され、 HP Performance Manager (別途購入要) で使用できるグラフ作成機能が表示されます。

自動アクシ ョ ン レポート

多くのメ ト リ ッ クは、 自動アクシ ョ ン レポート を生成します。 これらのレポートは、 HPOM で警告通知が

発行される と直ちに生成されます。自動アクシ ョ ン レポートは、警告通知が行われた直後のシステムの状態

を示します。

HPOM から自動アクシ ョ ン レポート を実行する と、 追加データについてのクエ リがサーバーに送信されま

す。 SUIAONE 列を表示するよ う メ ッセージ ブラウザを設定した場合、 [ メ ッセージのプロパティ ] ウ ィン

ド ウの [注釈 ] タブの下にレポートが表示される と きに、 「A」 列の下に 「S」 とい う文字があ り ます (以下の

図を参照 )。

図22　 　  メ ッセージ ブラウザ

このセクシ ョ ンで説明するレポート と  HP Reporter で生成されるレポート とを混同しないよ う注意して く

ださい。 後者は、 管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式での Web ページと して生成される、 よ り統合的な履歴

データを示すものです。
WebLogic SPI ポリシーのカスタマイズ 87



自動アクシ ョ ン レポートの表示

[ メ ッセージのプロパティ ] ウ ィンド ウの [注釈 ] タブで自動アクシ ョ ン レポート を表示するには、 以下の手

順を実行します。

• [ メ ッセージ テキス ト ] をダブルク リ ッ クします。[ メ ッセージのプロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

• [注釈 ] タブをク リ ッ ク します。 自動アクシ ョ ン レポートが表示されます。

自動アクシ ョ ン レポートは、 1 つのサーバーに関するデータ値を示します。 ウ ィンド ウ内の列の説明に、 さ

らに詳しい情報があ り ます。

登録ツール レポート

登録ツールのレポート を使用する と、 自動アクシ ョ ン レポートに類似したレポート を手動で生成できます。

登録ツールのレポートは、管理対象ノード上で設定された WebLogic Server のすべてのインスタンスについ

て生成されます。 この点が、WebLogic Server の単一のインスタンスについて生成される自動アクシ ョ ン レ
ポート とは対照的です。登録ツールから生成されたレポートは、管理対象ノード上の WebLogic Server の現

在の状態を反映しています。

図23　 　登録ツール レポート

レポートの手動生成

レポート を手動で表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 メ ト リ ッ ク  レポート を生成する ノードを選択します。
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3 このノードを右ク リ ッ ク します。

4 [Start] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [Metric Reports] → < メ ト リ ッ クレポートの名前>

を選択します。 レポートが生成されます。

サポート されていないプラッ ト フォーム上の WebLogic を
監視する方法

WebLogic SPI では、サポート対象プラ ッ ト フォームで動作している ノードにインス トールされた WebLogic
Server の監視がサポート されています。 ただし、 サポート されていないプラ ッ ト フォームで動作している

ノードにインス トールされた WebLogic Server ( 「 リ モート  ノード」 ) を監視するよ うに WebLogic SPI を
設定するこ とは可能です。

このセクシ ョ ンでは、 ユーザーの環境において リモート  ノード  (WebLogic SPI でサポート されていないプ

ラ ッ ト フォームで動作している ノード ) の監視を設定できるかど うかを判断できるよ うにします。 また、 以

下の基準を満たす環境のユーザーに対しては、 リモート監視を開始するための例を示します。

リモート  ノードの監視の要件

サポート されている以外のプラ ッ ト フォームで動作するシステムに WebLogic Server をインス トールして

いる場合でも、以下の条件に該当すれば、WebLogic SPI を使用してそのリモート  システムを監視できます。

後の条件はオプシ ョ ンです。

• そのリモート  システムは、 購入したライセンスの対象範囲である  (Tier 1 の価格設定を使用 )

• 対象の WebLogic SPI はサポート されているプラ ッ ト フォーム上の少なく と も  1 つの管理対象ノード上

で動作している。

• (オプシ ョ ン。 ログファ イルの監視用 ) そのリモート  システムは、 HP Operations Agent ソフ ト ウェア

がサポート しているプラ ッ ト フォーム上で動作している。

概要

このセクシ ョ ンではリモート監視の概要を説明し、 その実装方法を示します。 また、 WebLogic SPI と  HP
Operations Agent ソフ ト ウェアの両方を使用して、サポート されていないプラ ッ ト フォーム上の WebLogic
Server のメ ト リ ッ ク と ログファ イルにアクセスするよ う  WebLogic SPI を設定する方法も説明します。

リモート監視

標準設定では、 WebLogic SPI のプログラムおよびポ リ シーは、 ローカルの管理対象ノード上に配布されま

す。 標準でない設定では、 ローカル システムはプロキシと して使用され、 このプロキシを通じて、 リモート

メ ト リ ッ ク情報にアクセスできるよ うにな り ます。

リモート  システムにおけるデータの収集および解釈は、 データ収集が設定されたプロキシと して機能する、

ローカルの管理対象ノードに依存します。 以下の図に、 リモート  システムにおけるデータ収集を示します。
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図24　 　  リモート  システムにおけるデータ収集

設定エン ト リの要件 : 設定に、 ローカル ノード用と リモート  ノード用の両方のエン ト リが含まれます。 ロー

カル システムのセクシ ョ ンに複数のリモート  システム エン ト リ を入れるこ とができます。91ページ の例を

参照して ください。 リモート  エン ト リが (システム IP アドレス と と もに ) 表示されています。

ポリシー配布の要件 : ポ リ シーはローカル ノード上に配布されている必要があ り ます。 別個のポ リ シー グ
ループを必要とする場合は、 既存のポ リ シーをコピーして名前を変更し、 コマンド行で -i または -e オプ

シ ョ ンを使用して WebLogic Server 名を指定します。 これらのコマンド行パラ メータの使用方法の詳細は、

WebLogic Server コマンド  パラ メータの使用方法 (78ページ )  を参照して ください。

HP Operations Agent の配布の要件 (オプシ ョ ンのログファ イル監視 ): リモートの WebLogic ログファ イ

ルにアクセスするには、HP Operations Agent ソフ ト ウェアがリモート  システムにインス トールされている

こ とを確認して ください。 標準の HPOM プロセスを使用すれば、 適正なログファイル名を指定するよ うに

WebLogic SPI に付属の標準ログファイル ポ リシーを変更してから、 リモート  システムにこれらを配布する

こ とができます。

リモート  システムの監視の設定

サポート しているプラ ッ ト フォーム以外で動作している ノード上の WebLogic Server を リモート で監視す

るには、 以下のタスクを実行します。

ローカル ノードの検出

Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、 ローカル ノードを検出します。

ログファ イルのバージ ョ ン指定を使用した リモート  ノードの監視はサポート されていません。
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リモートの WebLogic Server を設定する

Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、 リモート  WebLogic Server と通信する各ローカル管理

対象ノードを設定します。 この設定では、 リモート  WebLogic Server 用のエン ト リ を追加します。

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 リモート  WebLogic Server を監視する拠点となる  WebLogic Server 管理対象ノードを選択します。

3 ノードを右ク リ ッ ク して、[Start] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [Discover or Configure

WLSSPI]を選択します。

4 [Launch Configure Tool] ボタンを選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。

5 表示された設定エディ タで、 リモートの各 WebLogic Server システムのエン ト リ を追加します

(LOGIN、 PASSWORD、 ADMIN_HOME、 ADMIN_PORT、 ADDRESS、 HOME、 VERSION、

JAVA_HOME)。

LOGIN、 PASSWORD、 ADMIN_HOME、 ADMIN_PORT、 ADDRESS、 および VERSION の値はリ

モート  システムの値である必要があ り ます。 HOME および JAVA_HOME の値はローカル システムの

値である必要があ り ます。 プロパティ  ADDRESS=<DNS server nsame or IP address> を設定します。 こ
こで、 サーバー名および IP ア ド レスは、 リ モー ト  サーバーのサーバー名および IP ア ド レスです。

HOME および JAVA_HOME プロパティがグローバル レベルで設定されているこ とを確認します。

以下の図に、 ローカルと リモー ト の WebLogic Server を設定する方法を示します。 ただし、 リ モー ト

サーバーの場合、 ADDRESS=<IP_address> プロパティが追加されるこ とに注意してください。

ADDRESS=15.75.27.109

 または

ADDRESS=hardey.hp.com

1 つのローカルと  1 つのリモートの WebLogic Server を設定している場合、 設定は、 リモート  ノード

の検出完了後、 ローカルおよびリモート  ノードについて、 次のよ うにな り ます。

図25　 　 ローカル ノードの設定
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図26　 　 リモート  ノードの設定

リモート  システムは、 ローカル システムと同様に設定されますが、 プロパティ

 ADDRESS=app.spi.hp.com が含まれます。

6 SPI による リモート  ノードの監視を確認するため、 以下のコレクタ  コマンドを実行します。

wasspi_perl wasspi_ca -m 5 -x print=on -prod wls

リモートおよびローカル ノードからそれぞれ出力と情報を表示できます。

例 : Metric: WLSSPI_0005, Server: "MedRecServer", Instance: "MedRecServer", Value:
54.0, Host: <remote-node>, Port: 7011

HP Performance Agent を統合する (オプシ ョ ン )

HP Performance Agent の収集は、 リモート  システムではな く、 管理対象ノードで行われます。 PerfView
を使用していて、 リモート  システムのデータのグラフを作成したい場合は、 ローカル管理対象ノードで HP
Performance Agent の統合が有効であるこ とを確認する必要があ り ます。

WebLogic ノード  グループへのローカル ノードの割り当て

ローカル管理対象ノードを WebLogic ノード  グループに割り当てます。 リモート  システムと同じバージ ョ

ンの WebLogic Server のノードに設定を配布しよ う と しているこ とを確認してください。

ログファイルのリモート監視の設定 (オプシ ョ ン )

リモート  システムのログファイルの監視は、 以下の両方の条件に当てはまる場合にサポート されます。

1 そのリモート  システム上で HP Operations Agent が動作している。

2 システムは、 ログファ イルをローテーシ ョ ンしても、 ファ イル名は変更しない。

ログファ イル監視を設定するには、 HPOM コンソールで WLS SPI のログファ イル ポ リ シーをコピーしま

す。次に、コピーしたログファ イル ポ リシーを設定し、リモート  システムに割り当てた後、これを配布します。
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リモート  ログファイルのログファイル ポリシーの設定

ログファ イル ポ リシーを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 SPI for WebLogic Server グループの WLSSPI-Logfiles の下にある  WebLogic ログファ イル ポ リ シー

のコピーを選択します。 例 : [SPI for WebLogic Server] → [WLSSPI-Logfiles] → [WLSSPI Error Log]

2 ド ロ ップダウン リ ス トから [Edit...] を選択します。 ド ロ ップダウン リ ス トは  をク リ ッ クする と

表示されます。

[Edit LogFile_EntryPolicy “WLSSPI Error Log”] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [Source] タブをク リ ッ ク します。

4 [Logfile] テキス ト  ボッ クスに、 リモート  システム上のログファイルの場所を入力します。

/<path>/<filename>

5 リモートの HPOM 管理対象ノードにログファ イル ポ リシーを割り当てて配布します。

ロ グフ ァ イル ポ リ シー と  HP Operations Agent の両方が リ モー ト  システム上に存在し ているため、

WebLogic Server のログファイルを監視できます。

リモート監視の制限

リモート監視には、 以下の制限があ り ます。

• WebLogic SPI と  HP Operations Agent は、 ログがローテーシ ョ ンするたびにログファイル名が変更さ

れる場合には、 ログファ イルへのアクセスをサポート していません。

• リモート  システム上に HP Operations Agent が存在しない場合、 リモート  システム上の WebLogic の
ログファイルの監視はできません。

• HPOM の登録ツールでは、 WebLogic SPI ツールを リモート  ノードで実行するこ とはできません。
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ライセンス数に対する WebLogic SPI ノードの確認

HPOM レポート  ユーティ リ ティ を使用して、 管理対象ノードにインス トールしたポ リ シーの数を確認でき

ます。 管理対象ノードあたりのポ リシー数を調べる と、 管理対象ノード全体にインス トールしたポ リ シーの

一貫性を確認できます。 さ らに、 このレポート を実行するこ とによ り、 購入したライセンス数がレポートの

結果と矛盾していないこ と も確認できます。

レポート を実行するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 チェッ ク したいノードまたはノード  グループを選択します。

2 [アクシ ョ ン ] メニューから、 [ユーティ リテ ィ ] → [レポート ...] を選択します。

3 [レポート ] ウ ィンド ウで リ ス ト されたレポートの中から、 [WLSSPI License Check] を選択します。

4 出力先を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 レポートが生成されます。
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第6章 HP のレポート作成およびグラフ作成

ソリューシ ョ ンと  WebLogic SPI との統合
この章では、 WebLogic Application Server SPI を、 パフォーマンスおよび可用性の表示、 また傾向の分析

を容易にするさまざまな HP レポート作成およびグラフ作成製品 (別途購入が必要 ) と統合する方法につい

て説明します。

WebLogic SPI は、 HP の以下のレポート作成およびグラフ作成製品と統合できます。

• HP Reporter: HP Reporter は管理用の Web ページ レポート を生成し、履歴および傾向の情報を示し

ます。 HPOM に組み込まれている  HP Reporter のバージ ョ ンとは異なり ます。

WebLogic SPI は、HP Reporter と と もに動作してさまざまなレポート を生成し、WebLogic アプリ ケー

シ ョ ン サーバーについての情報を整理して表示します。

WebLogic SPI を HP Reporter に統合する方法の詳細は、 HP Reporter との統合 (95ページ )  を参照し

て ください。 WebLogic SPI を HP Reporter に統合する と、 HP Reporter は毎晩、 設定済み管理対象

ノードでの WebLogic アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのパフォーマンス と可用性を示すレポート を生成し

ます。

• HP Performance Agent: HP Performance Agent は、 システムの現在および過去のリ ソース  データ

に関して、 収集、 要約、 タイムスタンプの追加、 および警告状態の検出を行います。 パフォーマンス、

リ ソース、 エンドツーエンドの ト ランザクシ ョ ン応答時間の測定値を提供する と と もに、 ネッ ト ワーク

およびデータベース測定情報もサポート します。 HP Performance Agent の詳細は、 『HP Performance
Agent for UNIX User Manual』 を参照してください。

HP Performance Agent を使用する場合、 WebLogic SPI で自動的に HP Performance Agent が使用さ

れます。HPOM に組み込まれている  HP Operations のサブエージェン ト  CODA (HPOM に含まれ、HP
Performance Agent をサポート しない ) を使用する場合は、管理対象ノードを設定する必要があ り ます。

詳細については、 WebLogic Server ド メ インでの検出と収集 (53ページ )  を参照してください。

• HP Performance Insight: HP Performance Insight は、 データの収集、 処理、 およびレポート を行

う ネッ ト ワーク管理システムです。 データはレポー ト の生成に使用されます。 詳細については、 『HP
Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 WebLogic SPI レポー ト の詳細、 および

WebLogic SPI と  HP Performance Insight を統合する方法の詳細は、『Application Server Report Pack
User Guide』 を参照してください。

• HP Performance Manager: HP Performance Manager は、WebLogic SPI メ ト リ ッ クのグラフ作成機

能を提供します。 HPOM に組み込まれている  HP Performance Manager のバージ ョ ンとは異なり ます。

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合する方法については、HP Performance Manager と
の統合 (98ページ ) を参照して ください。 HP Performance Manager に WebLogic SPI を統合する と、

翌日からグラフを使用できます。

HP Reporter との統合

WebLogic SPI を HP Reporter に統合する前に、 WebLogic SPI を設定する必要があ り ます

 (第 3 章 「WebLogic SPI の設定」 を参照 )。
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WebLogic SPI レポート  パッケージをアップグレードする場合、 新しいバージ ョ ンをインス トールする前に

旧バージ ョ ンを削除する必要があ り ます。 WebLogic SPI レポート  パッケージの削除方法の詳細は、 新しい

レポート  パッケージのインス トール (オプシ ョ ン ) (34ページ )  を参照してください。

HP Reporter が動作している  Windows システムに WebLogic SPI レポート  パッケージをインス トールする

必要があ り ます。 レポート  パッケージをインス トールするには、 以下の手順に従います。

1 Windows のク ライアン ト  システムで、DVD-ROM ド ラ イブに Smart Plug-ins DVD-ROM (レポート作

成パッケージを含むもの ) を挿入し、 Windows エクスプローラ上で、以下のファイルをダブルク リ ッ ク

します。

\WINDOWS\HP_REPORTER\WEBLOGIC_SPI\WLSSPI-Reporter.msi

2 表示される指示に従います。

3 HP Reporter のステータス  ペイン (以下の図を参照 ) で、 HP Reporter の設定への変更を確認します。

Windows 2000 の管理ノードの場合、 インス トール中に、 システム上で旧バージ ョ ンのインス

トーラが検出されたこ とを示すエラー メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

このメ ッセージは無視してかまいません。 そのまま続行してください。
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ステータス  ペイン (HP Reporter ウ ィンド ウの一番下 ) には、 実行中のプログラムとエラーに関する情

報が表示されます。ステータス  ペインで、HP Reporter が WebLogic SPI レポート と と もに更新された

こ とを確認できます。

対象となる ノードに WebLogic SPI レポート を割り当てる方法は、 HP Reporter の [ヘルプ ] メニュー

で説明されています。ヘルプを表示するには、Reporter のメ イン ウ ィンド ウの左側のパネルの [レポー

ト ] または [検出されたシステム ] を選択し、 右ク リ ッ ク します。 表示されたサブメニューから  [ レポー

ト  ヘルプ ] または [検出されたシステム ヘルプ ] を選択します。 「[検出されたシステム グループ ] にレ

ポート定義を割り当てるには」 の ト ピッ クを参照して ください。

4 必要に応じて、 レポート を割り当てるこ とによ りグループと単一システム レポート を追加します。 (詳
細については、HP Reporter の [ヘルプ ] メニューまたは HP Reporter のコンセプ ト  ガイ ドを参照して

ください )。

グループと単一システムの WebLogic SPI レポートでは、 完全な名前と拡張子を使ってシステ

ムを指定する必要があ り ます。 たとえば、 abc.xyz.com は受け付けられますが、 abc は受け

付けられません。
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WebLogic SPI を HP Reporter または HP Performance Insight に統合する と きに生成されるレポートの一

覧の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for WebLogic Server リ ファレンス  ガイ ド』 を参照してくださ

い。

HP Performance Manager との統合

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合するには、 以下の手順を実行します。

1 WebLogic SPI をインス トールし、 設定します。 GRAPH_URL プロパティを設定したこ とを確認しま

す。 GRAPH_URL プロパティの詳細は、 プロパティの定義 (134ページ )  を参照して ください。

2 WebLogic SPI グラフ パッケージをアップグレードする場合、 新しいバージ ョ ンをインス トールする前

に旧バージ ョ ンを削除する必要があ り ます。WebLogic SPI グラフ パッケージを削除する方法の詳細は、

新しいグラフ パッケージのインス トール (オプシ ョ ン ) (34ページ )  を参照してください。

3 グラフ パッケージをインス トールします。

Windows システムで HP Performance Manager を実行している場合、 以下の手順を実行します。

a DVD-ROM ド ラ イブに (パッケージが収録されている ) Smart Plug-ins DVD-ROM を挿入し、

Windows エクスプローラ上で、 以下のファイルをダブルク リ ッ ク します。

\WINDOWS\HP_PM\WEBLOGIC_SPI\HPOvSpiWlsG.msi

b 表示される指示に従います。

HPOM 管理サーバー以外の HP-UX システムで HP Performance Manager を実行している場合、 以下

の手順を実行します (HP Performance Manager を HPOM 管理サーバーにインス トールした場合は、

SPI ソフ ト ウェアのインス トール時に自動的に必要なファイルがインス トールされています )。

• (パッケージが収録されている ) Smart Plug-ins DVD-ROM をマウン ト し、 以下のコマンドを入力

します。

swinstall -s <mount_point>/HPUX/

HP_Operations_Smart_Plug-ins_HPUX.depot WLSSPI-GRAPHS

HPOM 管理サーバー以外の Solaris システムで HP Performance Manager を実行している場合、 以下

の手順を実行します (HP Performance Manager を HPOM 管理サーバーにインス トールした場合は、

SPI ソフ ト ウェアのインス トール時に自動的に必要なファイルがインス トールされています )。

• (パッケージが収録されている ) Smart Plug-ins DVD-ROM をマウン ト し、 以下のコマンドを入力

します。

/usr/sbin/pkgadd -d <mount_point>/SOLARIS/

HP_Operations_Smart_Plug-ins_Solaris_setup.bin HPOvSpiWlsG

4 WebLogic Server メ ト リ ッ クのグラフを作成するには、 データ  ソース名 WLSSPI_METRICS を使用しま

す。

グラフを表示する方法の詳細は、 『HP Performance Manager Administrator Guide』 を参照して ください。

統合した翌日から、 グラフを表示できます。

レポートが大容量の場合はブラウザがク ラ ッシュし、 ユーザーは (HTML で ) レポート を表示できません。

回避策と しては、 レポート を PDF で表示します。

グラフ パッケージをアンインス トールするには、 WebLogic SPI のアップグレード  (32ページ )  の手順に従

います。
98 第 6 章



警告通知条件を示すグラフの表示

WebLogic SPI は、 グラフ作成という目的のために、 タイプ別にメ ト リ ッ クを整理しています。 表に示すメ

ト リ ッ クについてメ ッセージが生成された場合、 この後のセクシ ョ ンで、 そのメ ト リ ッ ク値とその他のメ ト

リ ッ ク値のグラフを表示できます。

警告通知条件 (オペレータ起動アクシ ョ ンが WebLogic SPI モニタ  ポ リ シーを用いて定義されています ) に
関連するグラフを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM メ ッ セージ ブラウザでメ ッセージ テキスト をダブルク リ ッ ク します。 [メ ッ セージのプロパティ ]
ウ ィンド ウが表示されます。

2 [ アクシ ョ ン起動 ] をク リ ッ ク します。 対象のメ ト リ ッ クについての WebLogic SPI グラフが表示されま

す。

このメ ト リ ッ クの値は、 同じグループに含まれる他のメ ト リ ッ クの値と と もにチャート化されます。

過去/現在の状態を示すグラフの表示

View Graphs ツールを使用して、利用可能な 4 つのグラフを手動で生成するには、以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 グラフを表示する管理対象ノードを選択します。

3 ノードを右ク リ ッ ク して、 [Start] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [View Graphs] を選択

します。 [View Graphs Output] ウ ィンド ウが開きます。
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グラフを生成するオペレータ  アクシ ョ ンを用いた Web ページ表示の起動

HP Performance Manager のグラフは、 [ メ ッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウの [ アクシ ョ ン ] タブ内で [ アク

シ ョ ン起動 ] をク リ ッ クするこ とによ り、 ほとんどの WebLogic SPI 警告通知メ ッセージから生成できます。

オペレータ  アクシ ョ ンによ り  Web ブラウザが起動し、 そのメ ッセージを生成したメ ト リ ッ ク、 およびその

他の関連する メ ト リ ッ クのグラフが表示されます。

日付の範囲の指定

Web ページの表示内で、 1 日、 1 週間、 1 ヶ月、 または 1 年という日付の範囲を指定できます。

統合の例

以下の例では、 各 SERVERNAME の METRICID の各 OBJECTNAME をレポートするこ とによ り、 デー

タ  ソースに格納されているマルチインスタンス  データをグラフ化する方法を示します。 結果と して、 すべ

てのインスタンスの全データが 1 つのグラフでレポート されます。各 SERVERNAME のデータを別のグラ

フで表示するこ と もできます。

この例では、 HP Performance Manager の Java インタフェース  オプシ ョ ンも使用します。

各 SERVERNAME の METRICID の各 OBJECTNAME をレポートするこ とによ り、データ  ソースに格納

されているマルチインスタンス  データをグラフ化するには、 以下の手順を実行します。

1 HP Performance Manager の [Java インタフェース ] オプシ ョ ンを起動します。[Performance Manager
Java Interface] ウ ィンド ウが表示されます。
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2 [Performance Manager Java Interface] ウ ィンド ウで以下の手順を実行します。

a ウ ィンド ウ上部の [表示] タブをク リ ッ ク します。

b [表示 ] ペインで、 [ ソース ] タブをク リ ッ ク します。

c [データ  ソース ] ボッ クスの横にある ボタンをク リ ッ ク し、 データ  ソースを選択します。

d [デフォルトの選択 ] ボッ クスの横にある ボタンをク リ ッ ク し、 データ  ソースが属する ノード

を選択します。

3 ウ ィンド ウ右側の [全般] タブをク リ ッ ク します。

4 [全般 ] ペインで、 以下の手順を実行します。

a [種類 ] フ ィールドのド ロ ップダウン リ ス トから  [折れ線グラフ ] を選択します。これで折れ線グラフ

が作成されます。

b [表示期間 ] を入力します。

c [ポイン ト間隔 ] フ ィールドのド ロ ップダウン リ ス ト を使用して間隔を入力します。

d グラフのキーをアルファベッ ト順に並べ替えたい場合は、 [ メ ト リ ッ クの表示順序 ] の [ ラベル (名前

順 )] を選択します。

5 ウ ィンド ウ右側の [ メ ト リ ッ ク ] タブをク リ ッ ク し、 [追加 ] をク リ ッ ク します。 [ メ ト リ ッ クの選択 ] ウ ィ

ンド ウが表示されます。

6 [ メ ト リ ッ クの選択 ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [+] をク リ ッ ク し、 [WLSSPI_RPT_METRICS] データ  ソース  オプシ ョ ン ツ リーを展開します。

b [VALUE] チェッ クボッ クスを選択にします。

c [OK] をク リ ッ ク します。

7 [ メ ト リ ッ ク ] タブが選択されたウ ィンド ウに VALUE が表示されます。 VALUE が表示されている行を

選択し、 [プロパティ ] をク リ ッ ク します。 [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

8 [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [ ラベル ] ボッ クスに、 以下を入力します。

― @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME (すべての SERVERNAME を表示するグラフを作成してい

る場合)

― @@OBJECTNAME (1 つの SERVERNAME を表示するグラフを作成している場合 )

b [マーカー ] ド ロ ップダウン リ ス トで、 [なし ] 以外のマーカーを選択します。

c [データがない場合 ] ド ロ ップダウン リ ス トで、 次のよ うに選択します。

― [前の値]: データがデータ  ソースから失われている場合、 前の値を使用する

― [ゼロ ]: データがデータ  ソースから失われている場合、 ゼロの値を使用する

d [フ ィルタ ] ボッ クスの横の をク リ ッ ク します。 [ メ ト リ ッ ク  フ ィルタ ] ウ ィンド ウが表示され

ます。

9 [ メ ト リ ッ ク  フ ィルタ ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a 初のフ ィールドのド ロ ップダウン リ ス トから  [METRICID] を選択します。

b 2 番目のフ ィールドのド ロ ップダウン リ ス トから  [=] を選択します (未選択の場合)。

c 3 番目のフ ィールドのボッ クスにメ ト リ ッ ク番号 (例 : 11)を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

10 [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [フ ィルタ ] ボッ クスに以下を追加します。

― &&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@@ (1 つのグラフですべての SERVERNAME と  
OBJECTNAME の組み合わせを表示する場合 )
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― &&SERVERNAME= “<server_name>”&&OBJECTNAME=@ (1 つのグラフで、 マルチインスタンス

メ ト リ ッ クに関連付けられた 1 つの SERVERNAME とすべての OBJECTNAME を表示する

場合 )

[ フ ィルタ ] ボッ クスを編集できない場合は、 グラフ テンプレート  ファ イルでこの項目を編集でき

ます。 詳細については、 手順13を参照してください。

b [OK] をク リ ッ ク します。

11 ウ ィンド ウ上部の [名前を付けて保存 ] をク リ ッ ク します。 [名前をつけて保存] ウ ィンド ウが表示されま

す。

12 [名前を付けて保存 ] ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a [ファ ミ リ ] ボッ クスにファ ミ リ  (例 : WLSSPI_Graphs) を入力します。 ファ ミ リ名は、 グラフを編

成するためのグループと して使用されます。

b グラフを一意に識別する名前 (例 : metric_11) を [名前 ] ボッ クスに入力します。

c [カテゴ リ ] ボッ クスへのテキス トの入力は任意です。

d [OK] をク リ ッ ク します。 グラフ テンプレート  ファ イル VPI_GraphsUser<family>.txt 
(例: VPI_GraphsUserWLSSPI_Graphs.txt) に情報が保存されます。
102 第 6 章



13 グラフ テンプレート  ファ イルを編集します。 このファイルは、 作業中の HP Performance Manager イ
ンスタンスのシステムの HPOM データ  ディ レク ト リにあ り ます。グラフ ファ イルは以下のよ うなもの

になり ます。

グラフ テンプレート  ファ イルには、 1 つのグラフの複数のデータ  セッ ト を入れるこ とができます。

a 各グラフの 初のセクシ ョ ンの末尾に SUMFROMRAW: を追加します (前述の例では SUMFROMRAW:
を SYSTEMNAME: moo1 の後に追加します )。これによ り、HP Performance Manager はデータ  ソー

スからデータを要約できるよ うにな り、 インターフェイスでは追加できなくな り ます。

b [ メ ト リ ッ クのプロパティ ] ウ ィンド ウの [フ ィルタ ] ボッ クスを編集できなかった場合は、FILTER
フ ィールドを編集します。

c ファ イルを保存します。 グラフ ファ イルは以下のよ うなものになり ます。

#*********************************************

#* user Defined Graph Templates

#* Last Updated: 07/25/04 04:31_30 AM by [1.2.3.4] moo1

#**********************************************

FAMILY: WLSSPI_Graphs

GRAPH: Metric11

#* OpenView Performance Manager

GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSEVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS
METRIC: VALUE
FILTER: METRICID=11&&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
COLOR: Auto
MARKER: rectangle
MISSINGDATA: previous
END_GRAPH:

#*---------------------------------------------------
GRAPH: Metric11_2
GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSERVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS
METRIC: VALUE
FILTER: METRICID=11
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
COLOR:Auto
MARKER: rectangle
MISSINGDATA: previous
END_GRAPH:
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14 [Performance Manager Java Interface] ウ ィンド ウで [表示 ] タブをク リ ッ ク します。

#*********************************************

#* user Defined Graph Templates
#* Last Updated: 07/25/04 04:31_30 AM by [1.2.3.4] moo1
#**********************************************
FAMILY: WLSSPI_Graphs
GRAPH: Metric11

#* OpenView Performance Manager

GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSEVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS
METRIC: VALUE
FILTER: METRICID=11&&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
COLOR: Auto
MARKER: rectangle
MISSINGDATA: previous
END_GRAPH:

#*---------------------------------------------------
GRAPH: Metric11_2
GRAPHBACKGROUND: None
DATERANGE: 1 day
GRAPHMULTIPLEGRAPHS: Yes
POINTSERVERY: raw
DATASOURCE: mwa
SYSTEMNAME: moo1

SUMFROMRAW:

END_GRAPH:
MISSINGDATA: previous
MARKER: rectangle
COLOR:Auto
LABEL: @@SERVERNAME:@@OBJECTNAME
FILTER: METRICID=11&&SERVERNAME=@&&OBJECTNAME=@
METRIC: VALUE
CLASS: WLSSPI_RPT_METRICS:WLSSPI_RPT_METRICS

SUMFROMRAW:
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15 [表示 ] タブ ウ ィンド ウで、 以下の手順を実行します。

a データ  ソースが属するサーバーに移動します ([ソース ] ボッ クスの下のボッ クスに示されています)。

b [グラフ ] ボッ クスで、 グラフのファ ミ リに移動し、 作成したグラフを選択します。

c [表示期間 ] ダイアログ ボッ クス と  [ポイン ト間隔] ボッ クスに情報を入力します。

d [作成 ] をク リ ッ ク します。 以下のグラフが表示されます。
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図27　 　  グラフ

16 SPI からグラフを作成できるよ うにするには、 以下の手順を実行します。

a HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

b グラフ作成を有効にする ノードを選択します。

c ノードを右ク リ ッ ク し、[Start] → [JMX Metric Builder] → [WLSSPI] → [UDM Graph Enable] を選択

します。 SPI からグラフを作成できるよ うにな り ます。

[デザイン ] タブからグラフを編集した場合は、 SUMFROMRAW: エン ト リがグラフ テンプレート  ファ イルか

ら削除されます。 グラフ テンプレート  ファ イルを編集して、 このエン ト リ を再入力する必要があ り ます。
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第7章 ト ラブルシューティング
この章では、 Oracle WebLogic AS SPI の基本的な ト ラブルシューティング方法とエラー メ ッセージの概要

について説明します。

Self-Healing Info ツール

Self-Healing Info ツールは SPI に関する ト ラブルシューティング データを収集し、ファ イルに格納します。

このファ イルは、 サポート を受ける際の支援情報と して、 HP サポートに提出できます。 このツールの詳細

は、 Self-Healing Info (59ページ ) を参照して ください。

ログ記録

管理サーバー

以下のログファイルは、 管理サーバーにあ り ます (通常、 /<%OvInstallDir%>/ は /opt/OV です )。

管理対象ノード

ログ記録用の以下のファイルが UNIX または Windows 上で実行している管理対象ノードに見つかり ました

(通常は、<Agent_Dir>/ は、UNIX の場合、/var/opt/OV/ であ り、 Windows の場合、\Documents and

Settings\All Users\Application Data\HP\HP BTO Software\)。

Self-Healing Info ツールで作成されるファイルは、一部の Windows 管理対象ノードでは隠しファイルにな

る場合があ り ます。 ファ イルが表示されない場合は、 Windows エクスプローラを開き、 [Tools] メニューか

ら  [ フォルダ オプシ ョ ン ] を選択します。 [表示 ] タブをク リ ッ ク します。 [ ファ イルとフォルダの表示 ] の下

で、 [すべてのファイルとフォルダを表示する ] を選択します。

ファイル タイプ ログ

ファイル名 /<%OvInstallDir%>/log/wlsspi <managed_node>_disc_server.log

説明 WLSSPI の検出ポリシーによって各管理対象ノードの管理サーバーの設定に行

われた更新を記録します。 ログファ イルは、 検出ポリシーが管理対象ノード上

で実行されるたびに上書きされます。 このファイルへのログ記録は、 常に有効

になっています。
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ディレク ト リ <Agent_Dir>/wasspi/wls/log/wasspi_perl.log  (アーカイブ ファ イルの

ファイル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP のサポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファ イルからは、 Perl 
のログ記録に関する情報が得られます (設定、 検出、 および収集 )。 デフォルトで

は、 エラー メ ッセージのみを表示できます。 すべての種類のメ ッセージ (情報、 警

告、 およびエラー ) を表示するには、 Start Tracing ツールを実行します。 この ト

レース記録を停止にするには、 Stop Tracing ツールを実行します。 これらのツール

の使用方法の詳細は、 Start Tracing (60ページ )  を参照してください。

サイズ 10 MB の 3 つのアーカイブ ファ イルが保持されます。

ディレク ト リ <Agent_Dir>/wasspi/wls/log/Discovery.log  (アーカイブ ファ イルのファ

イル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP サポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファ イルからは、 Java 
Discovery のログ記録に関する情報が得られます。 デフォルトでは、 エラー メ ッ

セージのみを表示できます。 すべての種類のメ ッセージ (情報、 警告、 およびエ

ラー ) を表示するには、 Start Tracing ツールを実行します。 この ト レース記録を

停止にするには、 Stop Tracing ツールを実行します。 これらのツールの使用方法の

詳細は、 Start Tracing (60ページ )  を参照してください。 サイズ 10 MB の 3 つの

アーカイブ ファ イルが保持されます。

ディレク ト リ <Agent_Dir>/wasspi/wls/log/Collector.log  (アーカイブ ファ イルのファ

イル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP サポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファ イルからは、

CollectorServer に対する  Java Collector のログ記録に関する情報が得られます。

デフォルトでは、 エラー メ ッセージのみを表示できます。 すべての種類のメ ッ

セージ (情報、 警告、 およびエラー ) を表示するには、 Start Tracing ツールを実行

します。 この ト レース記録を停止にするには、 Stop Tracing ツールを実行します。

これらのツールの使用方法の詳細は、 Start Tracing (60ページ )  を参照してくださ

い。 サイズ 10 MB の 3 つのアーカイブ ファ イルが保持されます。

ディレク ト リ <Agent_Dir>/wasspi/wls/log/CollectorClient.log  (アーカイブ ファ イ

ルのファイル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP のサポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファ イルには、

CollectorClient の Java Collector ログに関する情報があ り ます。 デフォルトでは、

エラー メ ッセージのみを表示できます。 すべての種類のメ ッセージ (情報、 警告、

およびエラー ) を表示するには、 Start Tracing ツールを実行します。 この ト レー

ス記録を停止にするには、 Stop Tracing ツールを実行します。 これらのツールの使

用方法の詳細は、 Start Tracing (60ページ )  を参照してください。 サイズ 10 MB 
の 3 つのアーカイブ ファ イルが保持されます。
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検出プロセスのト ラブルシューティング

問題 : WLSSPI Discovery ポ リシーが WebLogic Application Server の JDBC を検出しません。

解決策 : JDBC URL にポート番号が含まれるよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのプロパティを編集しま

す。

例 : SERVER1_JDBC=examples-demo#jdbc:pointbase:server://122.0.0.1:9082/
demo#examples-dataSource-demoPool#122.0.0.1#demo

問題 : WLSSPI Discovery ポ リシーが WebLogic SPI 設定の検出と更新を自動的に行いません。

解決策 :

1 検出されない管理対象ノードのメ ッセージ ブラウザでエラーの有無を確認します。 エラー メ ッセージ

が表示されていれば、 その指示に従います。

2 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーが管理対象ノードにインス トールされているこ とを確認します。

アプリ ケーシ ョ ン サーバーがインス トールされていない場合、アプリ ケーシ ョ ン サーバーをインス トー

ルし、 第 3 章 「WebLogic SPI の設定」 に記載されている設定タスクを実行します。

3 WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーの動作状況を確認します。アプリ ケーシ ョ ン サーバーが動作して

いる必要があ り ます。 詳細については、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する  (38ページ

)  を参照して ください。

4 LOGIN および PASSWORD プロパティが設定されているこ と、および設定された WebLogic ユーザー

に正しい権限があるこ とを確認します。 詳細については、 第 3 章 「WebLogic SPI の設定」 を参照して

ください。

5 Java のホーム ディ レク ト リ を確認します (Java ホーム ディ レク ト リの確認 (111ページ )  を参照 )。

6 WebLogic Server 9.x 以降を実行中であ り、 ド メ イン設定ファイル (例 : config.xml) をデフォルト

ディ レク ト リに保存しなかった場合は、 以下の手順のいずれかを実行します (デフォルト  ディ レク ト リ

は <BEA_Home_Dir>/user_projects/domains/<WebLogic_Domain_X>/ です。 
こ こで、 <BEA_Home_Dir> は、 registry.xml ファ イルのあるディ レク ト リです )。

• Discover or Configure WLSSPI ツールを使用してサーバーを手作業で設定します。

• Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、 ADMIN_PORTS ( ド メ イン設定ファイルに一覧表

示されている  WebLogic Administration Server のポー ト 番号 ) を手動で設定し ます。 それらの

WebLogic Admin サーバーが動作している ノードに対して、グローバルの LOGIN と  PASSWORD を設

定する必要があ り ます。

7 同一システムに WebLogic Serverの複数バージ ョ ンを実行している場合、 HOME プロパティを設定し

ます。

8 UNIX 管理対象ノードで、BEA_HOME_LIST のディ レク ト リ  パス名にスペースが含まれていないこ と

を確認します。 現時点では、 検出プロセスはディ レク ト リ名の中のスペースをサポート していません。

9 Discover or Configure WLSSPI ツールが動作していないこ とを確認します。 一度に 1 つのプロセスだ

けが、 設定にアクセスできます。 Discover or Configure WLSSPI が動作している場合、 設定にアクセ

スする必要のある他のプロセス  (検出プロセスなど ) は、 この設定が利用可能になるまで停止します。

10 以下の手順で、 HPOM 管理サーバーが重複メ ッセージを抑制しているこ とを確認します。

a HPOM コンソールから、[アクシ ョ ン ] → [サーバ ] → [設定 ] を選択します。[管理サーバの設定] ウ ィ

ンド ウが表示されます。

b [重複メ ッセージの抑制およびカウン ト ] チェッ クボッ クスを探します。このチェッ ク  ボッ クスが選

択されている場合は、 選択解除します。
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11 次の手順で、 HPOM 管理サーバーを再起動します。

a [ ファイル ] → [終了] を選択し、 動作しているすべての HPOM GUI を停止します。

b HPOM 管理サーバー プロセスを停止します。

c /opt/OV/bin/ovstop opc ovoacomm と入力します。

d すべての HPOM 一時ファイルを削除します。すべての保留メ ッセージ (データベースに保存されて

いないメ ッセージ ) とすべての保留アクシ ョ ン (自動アクシ ョ ン、オペレータ起動アクシ ョ ン、予定

されているアクシ ョ ン、 およびコマンド  ブロードキャス ト ) は失われます。

e rm -f /var/opt/OV/share/tmp/OpC/mgmt_sv/* と入力します。

f HPOM 管理サーバー プロセスを再起動します。

g /opt/OV/bin/OpC/opcsv -start/opt/OV/bin/OpC/opcsv -status と入力します。

h HPOM GUI を再起動します。 opc と入力します。

• 問題 : WLSSPI-Discovery ポ リシーが、 誤った情報を設定に追加しています。

解決策 :

a LOGIN と  PASSORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、 WebLogic ログイン情報を収

集する  (38ページ )  を参照してください。

b Java のホーム ディ レク ト リ を確認します。詳細については、Java ホーム ディレク ト リの確認 (111
ページ )  を参照してください。

c 設定ファイルを更新します。

• 問題 : Windows の管理ノードの SiteConfig ファ イルで、 BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME の
値が以下のよ うに表示されます。

BEA_HOME_LIST=Cbea

JAVA_HOME= Cbeajrockit90_150_06

パスから 「\」 とい う文字が削除されています。

• 解決策 : BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME のパスで、「\」 を 「/」 または 「\\」 に置き換えます。 

例 : BEA_HOME_LIST=C:/bea または

BEA_HOME_LIST=C:\\bea

• 問題 : サービス検出がタイムアウ トにな り ました。

解決策 : Smart Plug-in のサービス検出は、 OVDEPLOY ユーティ リ テ ィに依存します。 このユーティ

リ ティの場合、 サービス検出タイムアウ ト設定が 10 分であ り、 ミ リ秒では 60000 になり ます。 そのた

め、 プロセスの完了に 10 分以上かかる と、 検出が失敗します。 Smart Plug-in サービス検出プロセス

の完了に長くかかる場合は、 管理サーバーで次のコマンドを実行するこ とによってタイムアウ ト を大き

く します。

ovconfchg -ns depl -set CMD_TIMEOUT <new_value>

例 :

ovconfchg -ns depl -set CMD_TIMEOUT 120000

次のコマンドを実行するこ とによって、 現在のタイムアウ ト設定を表示できます。
ovconfget
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• 問題 : アンインス トール後に共通コンポーネン トが残っています。

解決策 : Smart Plug-in のインス トールでは、 SPI のインス トールに加えて、 その他の SPI に共通する

プログアムもインス トールされます。 このよ うなプログラムを以下に示します。

DSI2DDF (データ収集目的 )
SPI-SHS-OVO (SPI 問題のト ラブルシュート用の Self-Healing サービス )

これらのプログラムはすべての SPI の共通コンポーネン ト であるため、 Smart Plug-in をアンインス

トールしても自動で削除されません。 ただし、すべての SPI をアンインス トールしていて、 これらのコ

ンポーネン ト を削除する場合は、 管理サーバーで次のコマンドを実行します。

swremove DSI2DDF

swremove SPI-SHS-OVO

Java ホーム ディ レク ト リの確認

WLSSPI-Discovery ポ リシーを正常に使用するには、Java のホーム ディ レク ト リ を (Windows と  UNIX の
両方の管理対象ノード上で ) 正し く設定する必要があ り ます。

WLSSPI-Discovery ポ リシーはこの情報を検索しますが、 この情報を検出できない、 またはその情報が正確

でない場合、 WLSSPI-Discovery ポ リシーは完全には機能しません。

WLSSPI-Discovery ポ リシーを実行する各管理対象ノード上で、以下のいずれかに該当するこ とを確認しま

す (WLSSPI-Discovery ポ リシーによる優先順に記載 )。

• 設定の中で、 JAVA_HOME が正し く定義されているこ と。 設定を編集または表示するには、 Discover
or Configure WLSSPI ツールを実行します (詳細については、 Discover or Configure WLSSPI (58ペー

ジ )  を参照 )。

a Configuration Editor で、 JAVA_HOME プロパティを設定します。 設定エディ タの使用方法の詳

細は、 Configuration Editor (125ページ )  を参照してください。

b [Save] をク リ ッ ク し、 設定に加えた変更を保存します。 一度保存した変更を、 自動的に元に戻すこ

とはできません。

c [Finish] または [Next] をク リ ッ ク し、 変更をすべて保存してエディ タを終了します。

[Next] をク リ ッ クする と、[Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。[OK] をク リ ッ ク します。

d JAVA_HOME プロパティが追加または編集された管理対象ノード上で、 Discover or Configure
WLSSPI を起動します ([Launch Discover Tool] オプシ ョ ンを選択します )。 ツールを実行する と、

サービス  マップが更新されます。

• Java が各 BEA のホーム ディ レク ト リ  (ファ イル beahomelist に記載されている各ディレク ト リ ) に
インス トールされているこ と。

• JAVA_HOME システム変数が正し く定義されているこ と。

Windows の管理ノードでは、 以下の手順を実行します。

SPI が残る場合は、 前述のコンポーネン トのいずれも削除しないでください。

[Cancel] をク リ ッ ク して、 設定に変更を加えた場合には、 それらの変更は管理サーバー上の設

定に残り ます。選択した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、それらのノードを選択し、

Discover or Configure WLSSPI ツール、Discover ツールの順に起動し、設定エディ タで [Next]

をク リ ッ ク してから、 [OK] をク リ ッ ク します。
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a [スタート ] メニューから、 [設定 ] → [ コン ト ロール パネル] を選択します。

b [システム ] をダブルク リ ッ ク し、 [詳細 ] タブを選択します。

c [環境変数 ] を選択し、 [システム環境変数 ] リ ス ト をスク ロールします。 JAVA_HOME の値を確認

します。 JAVA_HOME が存在しない場合、 この変数が定義されていません。

UNIX の管理対象ノードでは、 以下の手順を実行します。

a echo $JAVA_HOME と入力します。

b 出力を確認します。 出力が返されない場合、 JAVA_HOME が定義されていません。

設定のト ラブルシューテ ィング

• 問題 : WebLogic SPI 設定に記載されている  WebLogic Managed Server の情報に欠落があるか、情報が

不正確です。

解決策 : LOGIN と  PASSORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、 WebLogic ログイン情報

を収集する  (38ページ )  を参照してください。 これが、 リモート  ノード上で動作している  (HPOM 管理

対象ノード上で動作していない ) WebLogic 管理サーバーについての情報が誤っている場合の も一般

的な理由です。

• 問題: サーバーが実行されているのに、Server status is unknown (down) という メ ッセージがメ ッ

セージ ブラウザに表示されます。

解決策 : (必要に応じて ) PORT、 PROTOCOL、 および PASSPHRASE の各プロパティを正し く設定し

ているこ とを確認します。

— PROTOCOL が t3 (非 SSLの場合 ) または t3s (SSL の場合 ) に設定されているこ とを確認します。

— アプリ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用している場合、 PORT が有効な SSL ポート番号に設定さ

れているこ と、 および PROTOCOL が t3s に設定されているこ とを確認します。

— アプリ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用していない場合、 PORT が有効な非 SSL ポート番号に設

定されているこ と、 および PROTOCOL が t3s に設定されているこ とを確認します。

— キース ト アにパ ス ワー ド が定義 さ れてい る 場合は、 誤入力 さ れてい る可能性 も あ る ため、

PASSPHRASE を リセッ ト して ください。

収集のト ラブルシューテ ィング

• 問題 : メ ト リ ッ クに対する警告通知を受信できません。

解決策 : 以下の点を確認します。

― メ ト リ ッ クに相当するモニタ  ポ リシーがノード上に配布されるこ とを確認します。

― alarm=yes がメ ト リ ッ ク用の <Agent_Dir>/wasspi/wls/conf/
MetricDefinitions.xml ファ イルで指定されているこ とを確認します。

• 問題 : 管理対象ノードでコレクタ  コマンドを手動で実行する と、 メ ト リ ッ クの値が STDOUT に 
No instance,No data と表示されます。

解決策 : 管理コンソールで適切な MBean があるこ とを確認します。

• 問題 : データがログに記録されません。

解決策 : 以下の点を確認します。
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― SPIDataCollector インス トルメンテーシ ョ ン カテゴ リが管理対象ノードに配布されるこ とを

確認します。 これは、 データソース  WLSSPI_METRICS の作成に必要です。

― WLSSPI-Performance ポ リシーがノードに配布されるこ とを確認します。

― <servername>.dat ファ イルが <Agent_Dir>/wasspi/wls/datalog に作成されたかど う

かを確認します。

― データソース  WLSSPI_METRICS が作成されたかど うかを確認します。

― graph=yes が監視中のメ ト リ ッ ク用の <Agent_Dir>/wasspi/wls/conf/
MetricDefinitions.xml ファ イルで指定されているこ とを確認します。

MetricDefinitions.xml  内で graph=yes と指定される メ ト リ ッ クのみがログに記録さ

れます。 デフォルト値は、 no です。

• 問題 : 「Default Server」 サーバーに対して、設定変数 SERVER<n>_START_CMD が設定されていません。

解決策 : Start WebLogic ツールを正常に実行でき る よ う にするには、 START_CMD プロパテ ィ と

USER プロパティを設定する必要があ り ます。 Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、 こ

れらのプロパティを設定します。 このツールの詳細は、 Discover or Configure WLSSPI (58ページ )  を
参照して ください。

• 問題 : 「Default Server」 サーバーに対して、 設定変数 SERVER<n>_STOP_CMD が設定されていません。

解決策 : Stop WebLogic ツールを正常に実行できるよ うにするには、 STOP_CMD プロパティ と  USER
プロパティ を設定する必要があ り ます。 Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、 これらの

プロパティを設定します。 このツールの詳細は、 Discover or Configure WLSSPI (58ページ )  を参照し

て ください。

• 問題 : Verify ツールが起動時に不正な出力を生成します。

解決策 : Verify ツールを起動する前に、SPI DVD から 新の Self-Healing Service (SHS) コンポーネン

ト をインス トールしたこ とを確認します。SPI DVD を使用せずに WebLogic SPI をアップグレードする

場合、 SHS コンポーネン ト もアップグレードする必要があ り ます。 SHS コンポーネン トは、

http://support.openview.hp.com/self_healing_downloads.jsp からダウンロードできます。

• 問題 : Self-Healing Info ツールが起動時に不正な出力を生成します。

解決策 : SPI DVD から 新のバージ ョ ンの Self-Healing Service (SHS) コンポーネン ト  (バージ ョ ン

3.01) をインス トールしたこ とを確認します。 SPI DVD を使用せずに WebLogic SPI をアップグレード

する場合、 SHS コンポーネン ト もアップグレードする必要があ り ます。 SHS コンポーネン トは、

http://support.openview.hp.com/self_healing_downloads.jsp からダウンロードできます。

• 問題 : Check WebLogic ツールがサーバー インスタンスのステータスを誤って表示するか、 何も出力し

ません。

解決策 : サーバーが実行中にもかかわらず Check WebLogic ツールがサーバーのステータス

「NOT_RUNNING」 を返す (または何も出力しない ) 場合、 Start Monitoring ツールを使用して、 該当

するサーバーの監視を有効化します。

• 問題 : アプリ ケーシ ョ ンを起動する と、 アプリ ケーシ ョ ンがハングするか、 出力があ り ません。

解決策 : メモ リ不足の場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは動作しません。 ノード と管理サーバーのパフォーマン

スをチェッ ク して ください。 使用できる物理メモ リは 500 MB 以上必要です。

• 問題 : View WebLogic Log ツールが重複した (冗長な ) ログファ イル名を表示します。

解決策 : この問題は、 SiteConfig ファ イル内に重複したエン ト リがある場合に発生します。

Discover or Configure WLSSPI ツールを起動して、 重複エン ト リ を削除してください。
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• 問題 : RHEL 4.0 プラ ッ ト フォームでデータソースが作成されません。

解決策 : SPI DVD から 新バージ ョ ンの DSI2DDF コンポーネン ト  (02.40.000) をインス トールしたこ

と を確認します。 SPI DVD を使用せずに WebLogic SPI をアップグレード した場合、 DSI2DDF コン

ポーネン ト もアップグレードする必要があ り ます。 新の DSI2DDF コンポーネン ト を入手するには、

HP ソフ ト ウェア サポートにお問い合わせください。

• 問題 : Linux ノードで Discover or Configure WLSSPI ツールにエラーが発生し、Linux の管理対象ノー

ドで SPI が設定されません。 この問題は、一部の設定プロセスで uudecode がローカル ノードに存在す

る必要があるため発生します。

解決策 : 問題が発生した管理対象ノードに uudecode がインス ト ールされている こ と を確認します。

uudecode は SHARUTILS パッケージに含まれています。

• 問題 : USER または SERVER<n>_USER 設定プロパティが設定されていない場合、Windows ノードで

「Start WebLogic」 ツールおよび 「Stop WebLogic」 ツールにエラーが発生します。 ツールは 「su」 コマ

ンドを実行しよ う と しますが、 これは UNIX でのみ利用可能です。

解決策 : Windows ノー ド で SERVER<n>_START_CMD または SERVER<n>_STOP_CMD プロパ

ティを設定する と きは、 USER または SERVER<n>_USER プロパティを設定しないでください。

グラフに関する ト ラブルシューティング

• 問題 : Netscape でグラフ作成データを更新できません。具体的には、データをグラフ化するブラウザと

して Netscape を使用したと き  (グラフ作成機能は Reporter 3.0 以上にあ り ます)、新しい選択を行う と

ブラウザを更新できません。

た と えば、 HPOM コ ン ソールで管理対象ノード を ド ラ ッ グ し て WLSSPI Admin ツールの [View
Graphs] にド ロ ップする と、 Netscape が表示され、 空白の WLS SPI グラフ作成ページが表示されま

す。 このページで、 デフォルトの選択内容をそのまま使用するか、 変更するこ とができます。

サーバー : MyServer_1

グラフ名 : Serverstat

日付範囲 : 7 日 (今日まで )

[作成 ] をク リ ッ クする と、 グラフを正常に生成できます。

ただし、別のサーバー (例 : MyServer_2) を選択して [作成 ] ボタンをク リ ッ ク しても、表示されるグラ

フとデータは前に表示したもの (MyServer_1) と同じままです。

解決策 : 以下の手順を実行します。

a Netscape の [編集 ] メニューで、 [設定 ] → [詳細 ] → [キャ ッシュ ] を選択します。

b [ キャ ッシュしたドキュ メン ト とネッ ト ワーク上のドキュ メン ト との比較 ] で、 [ しない ] ラジオ ボ
タンを選択します。

c 初の WLSSPI グラフを正常に生成した後にデータを更新するには、 それ以降のグラフでは少な

く と も  2 つの選択内容を変更します。 たとえば、 別のサーバーと別のグラフを選択するか、 別のグ

ラフと別の日付範囲を選択します。 2 つの選択内容を変更する と、 ブラウザのキャ ッシュから現在

のグラフのデータが消去されます。

Web ページの下部にある  Refresh Graph Now とい う下線付きテキス トが機能しません。 ク リ ッ ク しても、

the parameter is incorrect というエラーが表示されます。
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• 問題 : 「View Graphs」 ツールが機能していません。

解決策 : OVPM の Windows システムで、 以下のファイルをコピーします。

\Program Files\HP Openview\newconfig\WLSSPI_Graphs.txt

次の名前にします。

\Program Files\HP Openview\newconfig\VPI_GraphsWLSSPI.txt

その他のト ラブルシューティング

• 問題 : 別のアプリ ケーシ ョ ン (Oracle Application Server など ) で PERL5LIB 環境変数が HPOM の
perl の lib の場所を含まない場所をポイン トするよ うに設定されている と、HPOM エージェン ト と と も

にインス トールした perl が HPOM の perl モジュールを見つけるこ とができません。

解決策 1: PERL5LIB システム環境変数を設定します。

a PERL5LIB システム環境変数の先頭に、 C:\Program Files\HP OpenView\nonOV\perl\a\

lib (HPOM の perl の lib のパス ) を追加します。

b opcagt -kill と入力し、 HPOM エージェン ト を強制終了します。

c opcagt -start と入力し、 HPOM エージェン ト を再起動します。

d ovdeploy -cmd set と入力し、 HPOM 環境を確認します。

HPOM 環境で PERL5LIB 変数が正し く設定されていない場合、 システム変数が正し く設定されている

場合は、 システムを リブート します。

解決策 2

a PERL5LIB システム環境変数を削除します。

b システムを リブート します。

c Discover ツールを実行します。

解決策 3: 対象のノードで検出を実行します。 次のよ うに入力します。

a cd /var/opt/OV/bin/instrumentation

b wasspi_perl S wasspi_wls_discovery.pl

注意 : 検出スク リプ ト を (HPOM 管理サーバーから実行するのではなく ) ローカルで実行する と、 サー

ビス  マップは生成されません。

• 問題 : wls.log ファ イルのサイズが非常に大き くな り ます。

解決策 : ログファ イルのカプセル化機能を実行するたびにログファ イルに保存されるデータのサイズを

制限します。 SPIConfig ファ イル

(UNIX プラ ッ ト フ ォームの場合は /var/opt/OV/wasspi/wls/conf/ または /var/opt/OV/
conf/wls/、Windows プラ ッ ト フォームの場合は /usr/OV/wasspi/wls/conf/ にあ り ます) に、以

下の記述を追加します。

# maximum number of lines to save to the log file / run

LOG_LINE_LIMIT=16667

# maximum number of characters to save from each log file / run 

LOG_SIZE_PER_FILE_LIMIT=600000
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• 問題 : Red Hat Linux 4 で動作している管理対象ノードで、 検出またはメ ト リ ッ ク しきい値監視の警告

通知が機能せず、 SPI エラー ログに以下のエラー メ ッセージが表示されます。

*** glibc detected *** double free or corruption: 0x0937d008 ***

解決策 : HPOM エージェン トで MALLOC_CHECK_ 環境変数を 0 (ゼロ ) に設定し、エージェン ト を再

起動します。

• 問題 : 第 3 章に記載されている 「管理サーバーからの WebLogic SPI の設定」 という タスクに従って 
WLSSPI を正し く設定しても、 オペレータ  アクシ ョ ンから  Web ブラウザを起動できません。

解決策 : 以下の手順を実行します。

a 管理対象ノードで以下のコマンドを入力するこ とで、 root 以外のユーザーからエージェン ト を再起

動します。

opcagt -kill

opcagt -start

b オペレータ  アクシ ョ ンを実行します。

• 問題 : 英語以外の環境で、 メ ッセージ ブラウザにエラー メ ッセージが正し く表示されません。

解決策 : WLSSPI エラー ログ テンプレートのキャラ ク タ  セッ ト を変更し、 テンプレート を再配布しま

す。

たとえば、 キャラ ク タ  セッ ト を 「Shift-JIS」 から 「Japanese EUC」 に変更します。

• 問題 : WebLogic Server を起動する と、 メ ッセージ ブラウザに WLSSPI-0011.1: % of execute threads
used (<VALUE>%) too high という メ ッセージが複数表示されます。

解決策 : WebLogic Server が起動されていれば、 これらのメ ッセージは無視してかまいません。

• 問題 : Start WebLogic ツールの完了に長い時間がかかり ます。

解決策 :起動する必要があるサーバーの台数によっては、 ノードでの Weblogic アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーの起動には時間がかか り ます。 時間がかか りすぎる場合は、 このツールを終了し ます。 Check
WebLogic ツールを実行し、 WebLogic Server のステータスを確認します。

エラー メ ッセージ

WebLogic SPI エラー メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• エラー メ ッセージ番号

• 説明

• 重要度

• ヘルプ テキス ト  (原因と処置 )

エラー メ ッ セージは、HPOM メ ッ セージ ブラウザから表示できます。エラー メ ッ セージをダブルク リ ッ ク し

て、 メ ッセージを開きます。 [メ ッ セージのプロパティ ] ウィ ンド ウが表示されます。 [メ ッ セージ テキスト ] タ
ブをク リ ッ ク して、 エラー メ ッセージを表示します。

エラー メ ッセージの詳細は、 付録 C 「エラー メ ッセージ」 を参照してください。
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第8章 WebLogic SPI の削除
この章では、 さまざまな環境から  WebLogic SPI コンポーネン ト を削除する方法について手順を示します。

SPI コンポーネン トの削除

SPI を完全にアンインス トールするには、 次のタスクに従って、 SPI コンポーネン ト を削除します。

1 HP-UX 管理サーバーからの WebLogic SPI ソフ ト ウェアの削除 またはLinux または Solaris 管理サー

バーからの WebLogic SPI ソフ ト ウェアの削除

2 WebLogic SPI メ ッセージ グループの削除

3 WebLogic SPI ユーザー プロファイルの削除

4 レポート  パッケージの削除 (オプシ ョ ン )

5 グラフ パッケージの削除 (オプシ ョ ン )

HP-UX 管理サーバーからの WebLogic SPI ソフ トウェアの削除

HP-UX 管理サーバーから  WebLogic SPI を削除するには、 以下の手順を実行します。

1 ターミナル ウ ィンド ウを開き、 root と してログオンします。

2 ターミナル ウ ィンド ウで、 以下のとおり入力します。

/usr/sbin/swremove WLSSPI

swremove コマンドによ り、 ソフ ト ウェア リ ス ト のファ イル、 /var/opt/OV/share/databases/OpC/

mgd_node/instrumentation/ 内のディ レク ト リ、/opt/OV/wasspi/wls 内のディ レク ト リ、ノード  グ
ループ、 カテゴ リ、 ツール、 およびポ リシーが削除されます。

Linux または Solaris 管理サーバーからの WebLogic SPI ソフ トウェアの削除

Linux または Solaris 管理サーバーから  SPI を削除するには、 以下のいずれかを使用します。

• グラフ ィカル ユーザー インターフェイス

• コマンド行インターフェイス

グラフ ィ カル ユーザー インターフェイス

グラフ ィカル ユーザー インターフェイスを使って WebLogic AS SPI を削除するには、以下の手順を実行し

ます。

1 root ユーザーと してログオンします。
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2 HP Operations Smart Plug-ins DVD を Linux または Solaris 管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入し

ます。 必要に応じて DVD をマウン ト します。

3 X Window ク ライアン ト  ソフ ト ウェアを起動した後、以下のコマンドを入力して DISPLAY 変数をエク

スポート します。

export DISPLAY=<ip address>:0.0

4 SPU の削除を開始するには、 管理サーバーに応じて以下のいずれかのコマンドを入力します。

./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Linux_setup.bin

または

./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Solaris_setup.bin

初のウ ィンド ウが表示されます。

5 ド ロ ップダウン リ ス トから言語を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 [Application Maintenance] ウ ィン

ド ウが表示されます。

6 [Uninstall] ボタンを選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

[Pre-Uninstall Summary] ウ ィンド ウが表示されます。

7 [Uninstall] をク リ ッ ク します。

[Uninstalling] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 SPI がアンインス トールされる と、 [Uninstall Complete]
ウ ィンド ウが表示されます。

8 [Done] をク リ ッ ク して SPI の削除を完了します。

Linux または Solaris 管理サーバーに 2 つの SPI をインス トールしており、 そのうち 1 つを削除するには、

[Modify] オプシ ョ ンを選択して維持する  SPI を選択します。 削除する  SPI は選択しないでください。
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コマンド行インターフェイス

コマンド行インターフェイスを使って WebLogic AS SPI を削除するには、 以下の手順を実行します。

1 root ユーザーと してログオンします。

2 HP Operations Smart Plug-ins DVD を Linux または Solaris 管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入し

ます。 必要に応じて DVD をマウン ト します。

3 SPU の削除を開始するには、 管理サーバーに応じて以下のいずれかのコマンドを入力します。

./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Linux_setup.bin -i console

または

./HP_Operations_Smart_Plug-ins_Solaris_setup.bin -i console

4 「Choose Locale...」 と表示されたら、 選択する言語に対応する数字を押します。

5 [Enter] キーを押して続行します。

[Maintenance Selection] 画面が表示されます。

6 適切なオプシ ョ ン (数字 ) を押して、 SPI の削除を開始します。

7 [Enter] キーを押します。

削除が完了する と、 削除が正常に実行されたこ とを示すメ ッセージが表示されます。

WebLogic SPI メ ッセージ グループの削除

WebLogic SPI メ ッセージ グループを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 Admin UI から、 [All Message Groups] ウ ィンド ウを開きます。

2 [WebLogic] および [WLSSPI] メ ッセージ グループ チェッ ク  ボッ クスを選択します。

3 [Choose an Action]  ド ロ ップダウン リ ス トから  [Delete...] を選択し、  をク リ ッ ク して実行します。

WebLogic SPI メ ッセージ グループが削除されます。

WebLogic SPI ユーザー プロファイルの削除

WLS SPI ユーザー プロファイルを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 Admin UI から、 [All User Profiles] ウ ィンド ウを開きます。

2 チェッ ク  ボッ クスを選択するこ とによって、 WebLogic SPI のユーザー プロファイルを選択します。

3 [Choose an Action]  ド ロ ップダウン リ ス トから  [Delete...] を選択し、  をク リ ッ ク して実行します。

WebLogic SPI ユーザー プロファイルが削除されます。

Linux または Solaris 管理サーバーに 2 つの SPI をインス トールしており、 そのうち 1 つを削除するには、

[Modify] (1) オプシ ョ ンを選択して維持する  SPI を選択します。 削除する  SPI は選択しないでください。
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レポート  パッケージの削除 (オプシ ョ ン )

HP Reporter を実行している  Windows システム に WebLogic SPI レポート  パッケージをインス トールし

た場合、 次の手順に従って、 パッケージを削除します。

1 HP Reporter を実行している  Windows システムで、[ コン ト ロール パネル ] から  [プログラムの追加と削

除 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

2 WebLogic SPI レポート  パッケージを選択し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

グラフ  パッケージの削除 (オプシ ョ ン )

HPOM 管理サーバー上と、 HP Performance Manager を実行しているシステム上に WebLogic SPI グラフ

パッケージをインス トールしている場合、 次の手順に従って、 それらのパッケージを削除します。

• HP-UX  管理サーバーで、 以下のコマンドを実行します。

/usr/sbin/swremove WLSSPI-GRAPHS

• Solaris 管理サーバーで、 以下のコマンドを実行します。

/usr/sbin/pkgrm HPOvSpiWlsG

• HP Performance Manager を実行している  Windows システムで、 以下の手順を実行します。

a [ コン ト ロール パネル ] から  [プログラムの追加と削除 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

b WebLogic SPI グラフ パッケージ (HP Operations SPI for WebLogic Application Server -
Graphing Component Integration) を選択し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

• HP Performance Manager を実行している  (HPOM 管理サーバー以外の ) HP-UX システムで、 次の手

順を実行します (HPOM 管理サーバーに HP Performance Manager がインス トールされている場合、

ファ イルはHP-UX 管理サーバーからの WebLogic SPI ソフ ト ウェアの削除 (117ページ )  で削除されて

います)。

a グラフ パッケージがインス トールされているこ とを確認します。

swlist | grep WLSSPI-GRAPHS と入力します。

b swremove WLSSPI-GRAPHS と入力します。

• HP Performance Manager を実行している  (HPOM 管理サーバー以外の ) Solaris システムで、 次の手

順を実行します (HPOM 管理サーバーに HP Performance Manager がインス トールされている場合、

ファ イルはHP-UX 管理サーバーからの WebLogic SPI ソフ ト ウェアの削除 (117ページ )  で削除されて

います)。

a グラフ パッケージがインス トールされているこ とを確認します。

/usr/bin/pkginfo HPOvSpiWlsG と入力します。

b /usr/sbin/pkgrm HPOvSpiWlsG と入力します。

クラスタ環境からの WebLogic SPI の削除

ク ラスタ内の各システムから  WebLogic SPI を削除するには、SPI コンポーネン トの削除 (117ページ )  に記

載されている手順に従ってください。
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A ファイルの場所
WebLogic SPI 設定ファイルとエラー ログは特定のディ レク ト リにあ り ます。

HPOM 管理サーバーのファイルの場所

管理対象ノードのファイルの場所

これらのファ イル場所は、 WebLogic SPI が実行している  UNIX または Windows ノードを非 root HTTPS
エージェン ト環境に移行している場合は有効です (UNIX のみ。 これらのディ レク ト リが存在しない場合は、

ファ イル場所を 非 Root HTTPS エージェン ト環境 (122ページ )  の表で確認してください )。

オペレーティング システム ファイル ファイルの場所

HP-UX、 Linux 設定 /opt/OV/wasspi/wls/conf

Solaris 設定 /opt/OV/wasspi/wls/conf

オペレーティング システム ファイル ファイルの場所

HP-UX、 Solaris、 Linux 設定 /var/opt/OV/wasspi/wls/conf

HP-UX、 Solaris、 Linux エラー ログ /var/opt/OV/wasspi/wls/log

AIX 設定 /var/opt/OV/wasspi/wls/conf

AIX エラー ログ /var/opt/OV/wasspi/wls/log

Windows (HTTPS) 設定 \Documents and Settings\All 

Users\Application Data\HP\HP BTO 

Software\wasspi\wls\conf

Windows (HTTPS)  エラー ログ \Documents and Settings\All 

Users\Application Data\HP\HP BTO 

Software\wasspi\wls\log
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非 Root HTTPS エージェン ト環境

非 root HTTPS エージェン ト環境で新し く設定された WebLogic SPI 管理対象ノード  (UNIX のみ ) は以下

のとおりです。

オペレーティング システム ファイル ファイルの場所

HP-UX、 Solaris、 Linux 設定 /var/opt/OV/conf/wlsspi

HP-UX、 Solaris、 Linux エラー ログ /var/opt/OV/log/wlsspi

AIX 設定 /var/opt/OV/conf/wlsspi

AIX エラー ログ /var/opt/OV/log/wlsspi
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B 設定
この付録には、 設定構造の詳細、 設定エディ タの使用方法、 設定プロパティの説明、 および設定例が記載さ

れています。

構造

設定例については、サンプル設定 (144ページ )  を参照してください。以下では、設定の基本的な構造を示し

ます。 # が先頭に付いている行はコ メン トであ り、 無視されます。

# グローバル プロパティ
property=<value> ...

# GROUP ブロック
Groups<Group_Name>
{
<node_name> ...
}

# NODE ブロック
NODE <node_name | group_name>
{
property=<value> ...
}

グローバル プロパティ

# グローバル プロパティ

<property>=<value> ...

グローバル レベルで定義されたプロパテ ィはすべてのノードに適用されます。 グローバル プロパテ ィは、

GROUP または NODE ブロ ッ クで設定されるプロパティやサーバー固有のプロパティによ り無効にできま

す。

GROUP ブロック

# GROUP ブロック

Groups<Group_Name>

{

<node_name> ...

}

GROUP ブロ ッ クは、 共通のプロパテ ィ を持つノード を ま と めてグループ化するために使用し ます。

<group_name> は共通のプロパティを持つノード  グループを示します。 GROUP ブロ ッ ク  <group_name>
が設定ファイル内で繰り返し定義されている場合は、 後の定義が優先されます。
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<nodename> はグループのノードを一覧表示するもので、 HPOM で設定したプライマ リ  ノード名です。

NODE ブロ ッ クを使用して共通のプロパティを設定できます。

GROUP ブロ ッ クのプロパティ を表示、 設定、 または編集するには、 設定エディ タで <Group_Name> フォ

ルダの [Default Properties] を選択します。

NODE ブロック

# NODE ブロック

NODE <node_name | group_name>

{

<property>=<value> ...

}

NODE ブロ ッ クで設定されるプロパティは、 グループの共通プロパティを設定するために <group_name>
で定義 さ れる グループに属す ノ ー ド や、 単一の ノ ー ド のプ ロパテ ィ を設定する ために指定さ れる

<nodename> に属すノードに適用されます。

グループにプロパティ を設定するには、 GROUP ブロ ッ クで定義される  <group_name> を入力し、 グルー

プの共通プロパティを定義します。

単一のノードにプロパティを設定するには、 <nodename> を入力し、 プロパティを定義します。

<nodename> は、 HPOM で設定したプライマ リ  ノード名です。

NODE ブロ ッ クでプロパティが繰り返し定義されている場合は、 後の定義が優先されます。

NODE ブロ ッ クのプロパティを表示、設定、 または編集するには、設定エディ タで <Node_Name> フォルダ

の [Default Properties] 項目を選択します。

サーバー固有のプロパティ

高度なプロパテ ィ を除き、 サーバー固有のプロパテ ィ を表示、 設定、 または編集する こ と もでき ます。

SERVER<n>_config_property と して指定される各プロパティは、 WebLogic Server 固有のインスタンス

を参照します。 複数の WebLogic Server が指定の管理対象ノードで動作している場合は、 番号 <n> でサー

バーを区別します。 番号は 「1」 から始ま り、 WebLogic Server の各インスタンスに一意の番号が割り当て

られます。

プロパティ優先順位

設定で定義されるプロパティの優先順位 (高い順 ) は以下のよ うになり ます。

1 SERVER<n>_property (サーバー固有)

2 NODE <node_name> {<property>} ( ノードについて定義されたプロパティ )

3 GROUP <group_name> {<property>} (グループについて定義されたプロパティ )

4 グローバル <property>

GROUP ブロ ッ クで指定したノード名は、 HPOM で設定したプライマ リ  ノード名である、 HPOM 変数 
$OPC_NODES が返す値に一致します。
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Configuration Editor

設定エディ タを使用して、 設定を表示および編集できます。 設定の更新にはこのエディ タのみを使用する必

要があ り ます。

設定エディ タの主なコンポーネン トには、 以下のものがあ り ます。

• ツ リー

• ボタン

• アクシ ョ ン

Configuration Editor ツリー

[Configuration Editor] ウ ィ ン ド ウの左ペイ ンに表示される  Configuration ツ リ ーは、 ツ リ ー構造で

WebLogic SPI 設定を示します。

以下にツ リーの例を示します。

 こ こで、 アイコンは以下のよ うに定義されます。

アプリ ケーシ ョ ン サーバーまたはグループが設定されていない場合は、 [Application Servers] フォルダお

よび [Groups] フォルダは表示されません。 ノードを選択せずに Discover or Configure WLSSPI ツールを

初めて起動した場合は、 [Nodes] フォルダはツ リーに表示されません。

設定プロパティを表示できます。

設定プロパティを表示して、 設定できます。
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以下の表では、 ツ リーの各項目とその項目についての簡単な説明を示します。

項目名 説明

Application Servers すべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのリ ス トが含まれます。 このフォ

ルダは、 Defaults (グローバル プロパティ )、 Group_Name (GROUP 
ブロ ッ ク )、 または Node_Name (NODE ブロ ッ ク ) の下に表示されま

す。

<Application_Server_Name> WebLogic Server で定義されるサーバー名です。

Configuration WebLogic 環境についてのすべての WebLogic SPI 設定情報を含みま

す。

Default Properties 設定されている設定プロパティのリ ス ト 。 この項目は、 Defaults (グ
ローバル プロパティ )、 Group_Name (GROUP ブロ ッ ク )、 または 
Node_Name (NODE ブロッ ク ) の下に表示されます。

Defaults グローバル プロパティを表します。 このレベルで設定されたデフォル

ト  プロパティは、 すべてのノードに適用されます。 ただし、 これらの

プロパティは、 Group_Name および Node_Name フォルダで設定した

プロパティで無効にできます (詳細については、 プロパティ優先順位 
(124ページ )  を参照してください )。

Groups GROUP ブロ ッ クを表します。

<Group_Name> 共通プロパティを持つノード  グループの名前を識別します。 このレベ

ルで設定されたデフォルト  プロパティは、 指定されたグループに属す

るすべてのノードに適用されます。 これらのプロパティは、

Node_Name フォルダで設定されたプロパティで無効にできます (詳細

については、 プロパティ優先順位 (124ページ )  を参照してください )。

Nodes NODE ブロ ッ クを表します。

<Node_Name> HPOM 変数 <$OPC_NODES> が返す値に一致する名前の単一のノー

ドを表します。 この値は、 HPOM で設定したプライマ リ  ノード名で

す。 このレベルで設定されるデフォルト  プロパティは、 指定された

ノードのみに適用されます (詳細については、 プロパティ優先順位 
(124ページ )  を参照してください )。
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Configuration Editor のボタン

WebLogic SPI 設定エディ タでは、 ボタンを使用していくつかの機能を実行できます。 以下の表に、 ボタン

とその説明を示します。

Configuration Editor のアクシ ョ ン

実行できるアクシ ョ ンは、 ツ リーで選択した項目とアクシ ョ ンにアクセスする場所によって異なり ます。 以

下のアクシ ョ ンは、 [File] メニューの [Actions] メニューから、 またはツ リーの項目を右ク リ ッ ク して、 アク

セスできます。

ボタン 説明

Cancel 設定エディ タを終了します。

アプリ ケーシ ョ ン サーバー、 ノード、 またはグループを追加または削除したり、 設定プロパ

ティを変更したり した後、 変更を保存せずに [Cancel] をク リ ッ クする と、 [Confirm Cancel] 
ウ ィンド ウが表示されます。 変更を保存して終了するには [Save and Exit]、 変更を保存しな

いで終了するには [Exit without Save]、 また、 設定の編集を続行するには [Return to Editing] 
(変更は保存されない )をク リ ッ ク します。

Next 設定エディ タを終了します。

[Next] をク リ ッ クする と、 [Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウ

には、 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する前に選択していたノードのリ ス トが

表示されます。 選択された管理対象ノードの設定は、 ユーザーが変更する と更新されます。

選択されていない ([Confirm Operation] ウ ィンド ウに表示されない ) ノードに行った変更は、

HPOM 管理サーバーの設定に保存されます。 それらの管理対象ノードへの変更を保存するに

は、 管理対象ノードを選択して、 Discover or Configure WLSSPI を再起動してから終了する

必要があ り ます。

Finish 設定エディ タを終了します。

ノードを選択せずに Discover or Configure WLSSPI を起動する と、 [Next] ボタンの代わりに

このボタンが表示されます。

Save HPOM 管理サーバーの設定に対して行った変更を保存し、 設定の編集を続行します。

[File] → [Save] をク リ ッ ク し、 変更を保存するこ と もできます。

アクシ ョ ン 説明 選択されたツリー項目

Add Application 
Server

アプリ ケーシ ョ ン サーバーを追加します。

詳細については、 Add Application Server 
(128ページ )  を参照してください。

Application Servers

Defaults

<Group_Name>

<Node_Name>

Add Group 共通プロパティを持つノードを割り当てる

こ とができるグループを作成します。 詳細

については、 Add Group (129ページ )  を
参照してください。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

Add Node 管理対象ノードを [Nodes] フォルダに追加

します。 詳細については、 Add Node (129
ページ )  を参照してください。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目
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Add Application Server

WebLogic SPI 設定のグローバル プロパティ、 GROUP、 または NODE レベルで、 WebLogic Server のイン

スタンスを追加できます。

ノードでサーバー名が重複している  (NAME プロパティが同じ値に設定されている ) 場合は、 (各サーバーを

一意に識別するための ) ALIAS プロパティ設定のプロンプ トが表示されます。 ALIAS プロパティの詳細は、

プロパティの定義 (134ページ )  を参照してください。

アプリ ケーシ ョ ン サーバーを追加するには、 以下の手順を実行します。

1 [WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor] ウ ィンド ウで、 ツ リーに含まれる  Defaults (グローバ

ル プロパティ  レベル)、Application Servers (グローバル プロパティ  レベル)、<Group_Name> (GROUP
レベル )、 または <Node_Name> (NODE レベル ) のいずれかを右ク リ ッ ク した後、 [Add Application

Server] を選択します。

[WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor: Add App Server] ウ ィンド ウが表示されます。

Exit 設定エディ タを終了します。 このアクシ ョ

ンは、 [File] メニューから利用可能です。

変更を保存していない場合、 [Confirm 
Cancel] ウ ィンド ウが表示されます。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

Remove Application 
Server/Remove ALL 
App Servers

一覧表示されたアプリ ケーシ ョ ン サー

バーの 1 つまたはすべてを削除します。 詳

細については、 Remove Application 
Server/Remove ALL App Servers (130
ページ )  を参照してください。

Application Servers

<Application_Server_Name>

Remove Group/
Remove ALL Groups

一覧表示された WebLogic SPI グループの 
1 つまたはすべてを削除します。 詳細につ

いては、 Remove Group/Remove ALL 
Groups (130ページ )  を参照してください。

Groups

<Group_Name>

Remove Node/
Remove ALL Nodes

一覧表示された管理対象ノードの 1 つまた

はすべてを削除します。 詳細については、

Remove Node/Remove ALL Nodes (130
ページ )  を参照してください。

Nodes

<Node_Name>

Save 変更を設定に保存します。 このアクシ ョ ン

は設定に変更を加えた場合のみ、 [File] メ
ニューから利用可能です。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

Set Configuration 
Properties

[Set Configuration Properties] タブをク

リ ッ ク して、 WebLogic SPI 設定プロパ

ティを設定できます。 詳細については、

[Set Configuration Properties] タブ (131
ページ )  を参照してください。

<Application_Server_Name>

Default Properties

View Current 
Configuration

[View Configuration Settings] タブをク

リ ッ ク して、 WebLogic SPI 設定プロパ

ティを表示できます。 詳細については、

[Set Configuration Properties] タブ (131
ページ )  を参照してください。

ツ リーのあらゆる項目

ツ リーのあらゆる項目

アクシ ョ ン 説明 選択されたツリー項目
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2 [Application Server Name] ボッ クスにサーバー名を入力します。 これは、 WebLogic Server で定義さ

れたアプリ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 大文字と小文字とを区別します。 WebLogic Administration
Console には、 ド メ インにあるすべての設定されたアプリ ケーシ ョ ン サーバーのサーバー名が表示され

ます。 これらの名前を [Application Server Name] に使用します。

3 [Application Server Port] ボッ クスにポート名を入力します。 これは、 WebLogic Server がリ ッスンす

るポートです。WebLogic Administration Console には、ド メ インにあるすべての設定されたアプリ ケー

シ ョ ン サーバーのポート番号が表示されます。 これらを [Application Server Port] に使用します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。 NAME および PORT プロパティが設定されます。

アプリ ケーシ ョ ン サーバーが追加され、そのプロパティを表示できます。 このサーバーに追加の設定プ

ロパティを設定するこ と もできます。 詳細については、 [Set Configuration Properties] タブ (131ペー

ジ )  を参照して ください。

5 [Save] を選択し、変更を保存します。 このアプリ ケーシ ョ ン サーバーを追加したくない場合は、 アプ リ

ケーシ ョ ン サーバー名を右ク リ ッ ク し、[Remove Application Server] を選択した後、[Save] をク リ ッ ク

します。

Add Group

WebLogic SPI 設定で、 共通プロパティを持つノードをグループに割り当てるこ とができます。

グループを追加するには、 以下の手順を実行します。

1 [WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor] ウ ィンド ウで、 ツ リーに含まれる項目を右ク リ ッ ク

し、 [Add Group] を選択します。 [WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor: Add Group] ウ ィ ン

ド ウが表示されます。

2 [Enter the name of the Group] ボッ クスにグループ名を入力します。このグループ名は共通プロパティ

を持つノード  グループを識別し、 大文字と小文字とを区別しません。

3 [OK] をク リ ッ ク します。 グループが追加され、 そのグループの [Set Configuration Properties] タブが

有効になり ます。

4 [Add Node to Group] をク リ ッ ク し、 リ ス トから ノードを 1 つ選択してグループに追加し、 [OK] を選択

します。 すべてのノードをグループに追加し終えるまでこのステップを繰り返します。

5 [Select a Property to Set] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 このグループの設定プロパティを設定し

ます。 詳細については、 [Set Configuration Properties] タブ (131ページ )  を参照してください。

6 [Save] を選択し、 変更を保存します。 このグループを追加したくない場合は、 グループ名を右ク リ ッ ク

し、 [Remove Group] を選択した後、 [Save] を選択します。

Add Node

管理対象ノードを WebLogic SPI 設定に追加するには、 以下の手順を実行します。

1 [WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor] ウ ィンド ウで、 ツ リーに含まれる項目を右ク リ ッ ク

し、 [Add Node] を選択します。 [WLSSPI Configure Tool: Configuration Editor: Add Node] ウ ィ ン ド

ウが表示されます。

2 ド ロ ップダウン リ ス トから、 追加する ノードを選択します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。 ノードが追加され、そのノードの [Set Configuration Properties] タブが有効に

なり ます。

設定に追加できる管理対象ノードがない場合、 次のメ ッセージが表示されます。

 All available managed nodes have been added to the configuration.

[OK] をク リ ッ ク して、 このアクシ ョ ンを終了します。
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4 [Select a Property to Set] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 このノードの設定プロパティを設定しま

す。 詳細については、 [Set Configuration Properties] タブ (131ページ )  を参照してください。

5 [Save] を選択し、 変更を保存します。 このノードを追加したくない場合は、 ノード名を右ク リ ッ ク し、

[Remove Node] を選択した後、 [Save] を選択します。

Remove Application Server/Remove ALL App Servers

WebLogic SPI 設定に一覧表示されている  WebLogic Server を削除するには、 以下の手順を実行します。

1 アプリ ケーシ ョ ン サーバー名を右ク リ ッ ク し、 [Remove Application Server] を選択します。選択された

アプリ ケーシ ョ ン サーバー名はリ ス トから削除され、 その設定プロパティは設定から削除されます。

2 [Save] をク リ ッ クする と、 そのアプリ ケーシ ョ ン サーバーが設定から完全に削除されます。

[Cancel] をク リ ッ クする と、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの削除をキャンセルします ( このアプ リ ケー

シ ョ ン サーバー名は、Discover or Configure WLSSPI を次回起動する と きに表示されます )。 [Confirm
Cancel] ウ ィンド ウで、 [Exit without Save] をク リ ッ ク します。

すべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 [Application Servers] フォルダを右ク リ ッ ク し、[Remove ALL App Servers] を選択します。選択された

[Application Servers] フォルダ と選択されたフォルダに一覧表示されたすべてのアプ リ ケーシ ョ ン

サーバーが削除されます (一覧表示されたアプリ ケーシ ョ ン サーバーのすべての設定プロパティが設定

から削除されます )。

2 [Save] をク リ ッ クする と、 それらのアプリ ケーシ ョ ン サーバーが完全に削除されます。

[Cancel] を ク リ ッ クする と、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーの削除をキ ャ ンセルし ます

([Application Servers] フォルダとフォルダに一覧表示されているすべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバー

名は、 Discover or Configure WLSSPI を次回起動する と きに表示されます )。 [Confirm Cancel] ウ ィン

ド ウで、 [Exit without Save] をク リ ッ ク します。

Remove Group/Remove ALL Groups

WebLogic SPI 設定に一覧表示されている  1 つまたはすべての WebLogic SPI グループを削除するには、 以

下の手順を実行します。

1 グループ サーバー名を右ク リ ッ ク し、 [Remove Group] を選択します。 選択されたグループはリ ス トか

ら削除され、 その設定プロパティは設定から削除されます。

2 [Save] をク リ ッ クする と、 そのグループが完全に削除されます。

[Cancel] を ク リ ッ クする と、 グループの削除をキャンセルし ます ( このグループ名は、 Discover or
Configure WLSSPI を次回起動する と きに表示されます )。 [Confirm Cancel] ウ ィ ン ド ウで、 [Exit

without Save] をク リ ッ ク します。

Remove Node/Remove ALL Nodes

WebLogic SPI 設定に一覧表示されている管理対象ノードを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 ノード名を右ク リ ッ ク し、 [Remove Node] を選択します。 選択されたノードはリ ス トから削除され、 そ

の設定プロパティは設定から削除されます。

2 [Save] をク リ ッ クする と、 そのノードが完全に削除されます。

[Cancel] をク リ ッ クする と、ノードの削除をキャンセルします ( このノード名は、Discover or Configure
WLSSPI を次回起動する と きに表示されます )。[Confirm Cancel] ウ ィンド ウで、[Exit without Save] を
ク リ ッ ク します。
130 付録 B



すべてのノードを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 [Nodes] フォルダを右ク リ ッ ク し、 [Remove ALL Nodes] を選択します。 選択された [Nodes] フォルダ

と選択されたフォルダに一覧表示されたすべてのノードが削除されます (一覧表示されたノードのすべ

ての設定プロパティが設定から削除されます )。

2 [Save] をク リ ッ クする と、 そのノードが完全に削除されます。

[Cancel] をク リ ッ クする と、すべてのノードの削除をキャンセルします ([Nodes] フォルダと このフォル

ダに一覧表示されているすべてのノード名は、 Discover or Configure WLSSPI を次回起動する と きに

表示されます )。 [Confirm Cancel] ウ ィンド ウで、 [Exit without Save] をク リ ッ ク します。

[Set Configuration Properties] タブ

このタブでは、 グローバル プロパテ ィ  レベルで、 または選択したアプ リ ケーシ ョ ン サーバー、 グループ

(GROUP レベル )、またはノード  (NODE レベル ) について、WebLogic SPI 設定プロパティを設定できます。

 ア イ コ ンのついている項目に対してのみ、 設定プロパテ ィ を設定でき ます (Default Properties と
<Application_Server_Name>)。

項目の設定プロパティを設定するには、 設定エディ タで項目を選択し、 右側のペインにある  
[Set Configuration Properties] タブをク リ ッ ク します。

プロパティの設定

設定のプロパティを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 設定エディ タの [Select a Property to Set] ド ロ ップダウン リ ス トから、 プロパティを選択します。

2 [Set Property] をク リ ッ ク します。 表にプロパティ と空白値フ ィールドが表示されます。

3 空白値フ ィールドをク リ ッ ク して、 値を入力します。

4 設定する各プロパティについて、 ステップ 1 ～ 3 を繰り返します。

5 [Save] をク リ ッ ク します。

個々のプロパティの詳細は、 設定プロパティ  (133ページ )  を参照してください。

プロパティの変更

設定でプロパティ  (LOGIN 以外 ) を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 設定エディ タで、 変更するプロパティを選択します。

2 値フ ィールドをダブルク リ ッ ク し、 値を編集します。

ノードでサーバー名が重複している  (NAME プロパティが同じ値に設定されている ) 場合は、 (各サー

バーを一意に識別するための ) ALIAS プロパティ設定のプロンプ トが表示されます。ALIAS プロパティ

の詳細は、 プロパティの定義 (134ページ )  を参照してください。

3 変更する各プロパティについて、 ステップ 1 ～ 2 を繰り返します。

4 [Save] をク リ ッ ク します。

設定で LOGIN プロパティを変更するには、 以下の手順を実行します。

1 [Select a Property to add] ド ロ ップダウン リ ス トで、 [LOGIN/PASSWORD] を選択します。

2 [Set Property] をク リ ッ ク します。[Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウが表示されます。

LOGIN および PASSWORD プロパティについては、 [Set Property] をク リ ッ クする と、 別のウ ィンド ウが

表示されます。 このウ ィンド ウにログインとパスワードの値を入力します。
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3 新しいパスワードを入力し、 パスワードを確認します。 [OK] をク リ ッ ク します。

4 [Save] をク リ ッ ク します。

個々のプロパティの詳細は、 設定プロパティ  (133ページ )  を参照してください。

プロパティの削除

設定のプロパティを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 設定エディ タで、 削除するプロパティを選択します。

2 [Remove Property] をク リ ッ ク します。

3 削除する各プロパティについて、 ステップ 1 と  2 を繰り返します。

4 [Save] をク リ ッ ク します。

[View Current Configuration] タブ

このタブを使用する と、 HPOM 管理サーバーの設定で設定されたすべての WebLogic SPI 設定プロパティ

や、 選択されたアプリ ケーシ ョ ン サーバー、 グループ、 またはノードの WebLogic SPI 設定プロパティを表

示できます。

項目の設定プロパティを表示するには、 設定エディ タで項目を選択し、 右側のペインにある  
[View Configuration Settings] タブをク リ ッ ク します。

以下の表は、 特定の項目が選択された場合の表示について説明しています。

View Inherited Properties

ウ ィ ン ド ウの一番下近くに、 [View Inherited Properties] チェッ ク  ボッ クスが表示されます。 このチェ ッ ク

ボッ クスを選択する と、 設定プロパティの表示が変わり、 選択した項目に影響を与えるすべての継承された
プロパティ  ( これらのプロパティは、 グローバル プロパティ  レベルまたは GROUP レベルで定義されてい

ます ) が表示されます。継承されたプロパティは、プロパティの後に表示される  “<*>” によって示されます。

項目名 表示の説明

Application Servers 一覧表示されたすべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーに設定されている設

定プロパティをすべて表示します。

<Application_Server_Name> アプリ ケーシ ョ ン サーバーに設定されたすべての設定プロパティを表示

します ( これらのプロパティは、 [Set Configuration Properties] タブを選

択して変更できます)。

Configurations HPOM 管理サーバーの設定に保存されたすべての設定プロパティを表示

します。

Default Properties 設定されたすべての設定プロパティを表示します ( これらのプロパティ

は、 [Set Configuration Properties] タブを選択して変更できます )。

Defaults グローバル プロパティ  レベルで設定されたすべての設定プロパティを表

示します。

Groups すべての一覧表示されたグループに設定されたすべての設定プロパティを

表示します。

<Group_Name> 特定のグループに設定されたすべての設定プロパティを表示します。

Nodes 一覧表示されたノ ード に設定されたすべての設定プロパティ を表示します。

<Node_Name> 特定のノードに設定されたすべての設定プロパティを表示します。
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[View Inherited Properties] チェ ッ ク  ボッ クスを選択解除する と、 選択された項目のレベルで設定された設

定プロパティのみが表示されます。

継承されたプロパティは、 そのプロパティが設定されたレベルで変更可能です。 “<*>” がプロパティの後に

表示される場合、 プロパティをそのレベルで変更するこ とができません。 たとえば、 プロパティ  HOME が
グローバル プロパティ  レベル ([Defaults] フォルダの下 ) で設定されている場合は、 [Defaults] フォルダの

下で一覧表示される  [Default Properties] でしか変更できません。 [<Group_Name>’s Default Properties]
ビューに HOME (後ろに “<*>”) が表示されますが、 HOME をこのレベルで変更するこ とはできません。

ツ リーで下位に設定されているプロパティは、 ツ リーで上位に設定されているプロパティ よ り も優先されま

す。 たとえば、 プロパティ  HOME がグローバル プロパティ  レベル ([Defaults] フォルダの下 ) と  GROUP
レベルで設定されている場合、 GROUP レベル プロパティの値が優先されます。

設定プロパティの優先順位は、 以下のよ うにな り ます (高い順に一覧表示 )。

1 サーバー固有

2 NODE レベル

3 GROUP レベル

4 グローバル プロパティ  レベル

設定プロパティ

WebLogic SPI は、 検出プロセスによ り検出されたプロパティ値やユーザー定義のプロパティ値を含む設定

を保持します。 表8 に、 WebLogic SPI 要件によるプロパティを一覧表示します。 プロパティの説明は、 表9
を参照して ください。 

プロパティ プロパティ名

要件 特定のコンポーネン トのプロパティ要件を一覧表示します。 以下の表記

法を使用します。

R - 必須 : プロパティを設定する必要があ り ます。

C - 条件付 : 一定の条件に合えば、 プロパティを設定する必要

があ り ます。

O - オプシ ョ ン : コンポーネン トが動作するためにプロパティ

は必要あ り ません。

ブランク  - 適用不可 : プロパティはこのコンポーネン トに影響を与え

ません。

WebLogic SPI WebLogic SPI が動作するための設定要件

検出プロセス 検出プロセスが動作するための要件

自動検出 検出プロセスで自動的に設定されるプロパティ

設定のレベル 設定構造でこのプロパティが設定できるレベル

Default Properties 設定構造のグローバル、 グループ、 またはノード  レベル

アプリ ケーシ ョ ン 
サーバー

設定構造のサーバー固有のレベル
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プロパティの定義

表 8　 　WebLogic SPI 要件に一覧表示されるプロパティ

プロパティ

     要件

自動検出

          設定のレベル

WebLogic 
SPI

検出

プロセス Default Properties
アプリケーシ ョ ン 
サーバー

HOME R R

JAVA_HOME R R

LOGIN R R

NAME R

PASSWORD R R

PORT R  

ADDRESS C O a

ADMIN_HOST C

ADMIN_PORTS C

ADMIN_PORTS C C

ALIAS C

BEA_HOME_LIST R R

COLLECT_METADATA C O

GRAPH_URL C

JMB_JAVA_HOME C

JMX_CLASSPATH C

KEYSTORE C

LOGFILE C

NODE_NAMES C C

PASSPHRASE C

PROTOCOL C

RMID_PORT C

RMID_START_TIME C

START_CMD C

STOP_CMD C

USER C

URL_PATH C

VERSION C

EXCLUDE_SAMPLES O

MAX_ERROR_LOG_SIZE O

TIMEOUT O
134 付録 B



TYPE O

UDM_DEFINITIONS_ 
SOURCE

O

a. WebLogic Admin サーバーが、 仮想 IP アドレスを リ ッスンしている リモート  WebLogic Server を管理している場合、 リモート  
WebLogic Server が動作している管理対象ノードを HPOM のエイ リ アスで設定し、 ADDRESS が自動的に検出されるよ うにする

必要があ り ます。 HPOM で仮想 IP アドレスを設定するには、 ADDRESS プロパティの説明のセクシ ョ ンを参照してください。

表 8　 　WebLogic SPI 要件に一覧表示されるプロパティ  ( 続き )

プロパティ

     要件

自動検出

          設定のレベル

WebLogic 
SPI

検出

プロセス Default Properties
アプリケーシ ョ ン 
サーバー

表9 では、 「アプ リ ケーシ ョ ン サーバー A」 とい う言葉を繰り返し使用しています。 アプリ ケーシ ョ ン 
サーバー A は、 プロパティを設定している  WebLogic Application Server を指します。

表 9　 　設定プロパティ

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明

ADDRESS 9.x、 10.x 条件付

サーバーが仮想 IP アドレス

で動作している場合、 リ

モート  ノードにある場合、

またはそのノードのプライ

マ リ  IP アドレスを使用して

いない場合に必要です。

サーバーがリ ッスンしている ド メ イン名また

は IP アドレス。 ADDRESS が未設定の場合、

WebLogic SPI はノードのプライマ リ  アドレ

スを使用してサーバーに接続します。

例 :
SERVER1_ADDRESS = product.hp.com

ADMIN_HOST 9.x、 10.x 条件付

Start WLS Console ツール

を使用して、 WebLogic コン

ソールの起動と停止を行う

場合に必要です。

実行中のアプリ ケーシ ョ ン サーバー A を管理

している  WebLogic 管理サーバーが動作して

いる ノード名。 このプロパティは、 WebLogic 
Server Console ツールを起動するために設定

する必要があ り ます。

例 : SERVER1_ADMIN_HOST=localhost

ADMIN_PORTS 9.x、 10.x 条件付

Start WLS Console ツール

を使用して、 WebLogic コン

ソールの起動と停止を行う

場合に必要です。

アプリ ケーシ ョ ン サーバー A を管理している  
WebLogic 管理サーバーのポート。 WebLogic 
Server Console ツールを起動するために設定

する必要があ り ます。

例 : SERVER1_ADMIN_PORT=7005
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ADMIN_PORTS 9.x、 10.x 条件付

WebLogic Admin サーバー

のド メ イン設定ファイルが

デフォルト  ディ レク ト リに

ない場合に必要です。

以下に示すデフォルト  ディ レク ト リにド メ イ

ン設定ファイル (config.xml) がない 
WebLogic Admin サーバーのポート番号。

• WebLogic 9.x、 10.x の場合

<BEA_Home_Dir>/user_projects/
domains/<domain_name>

こ こで、 <WebLogic_Install_Dir> は 
WebLogic Server がインス トールされている

ディ レク ト リであ り、 <BEA_Home_Dir> は 
registry.xml ファ イルを格納しているディ

レク ト リです。 また、 <WebLogic_Domain> 
は WebLogic のド メ イン名です。

WebLogic Admin サーバーが仮想 IP アドレ

スを リ ッスンしている場合、 ポート番号の前

にコロンで区切って、 この仮想 IP アドレスを

含めます。 たとえば、
<virtual_ip_address>:<port_number> 
のよ うにします。

WebLogic Admin サーバーで使用する  
LOGIN と  PASSWORD を NODE ブロ ッ ク  
レベルで設定する必要があ り ます。 同一ノー

ド上で実行されているすべての WebLogic 
Admin サーバーには、 同じ  LOGIN と  
PASSWORD を設定してください。 このプロ

パティで設定するポート番号は、 WebLogic 
Admin サーバーが使用するポートです。

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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ALIAS 9.x、 10.x 条件付

システム上で複数のアプリ

ケーシ ョ ン サーバーが同じ

サーバー名を共有している

場合に必要です。

管理対象ノ ード 上の複数のアプリ ケーショ ン  
サーバーが同じサーバー名を共有する場合に、

ノ ード 上の各アプリ ケーショ ン  サーバーに割

り 当てられる一意の名前。 エイリ アスが設定さ

れている場合、 メ ッセージ、 レポート 、 グラフ

の名前と してエイリ アスが使用されます (設定

されていない場合は NAME を使用します)。

ALIAS を変更する場合、 古いエイ リ アスの

データは保存されますが、 新しいエイ リ アス

へのマップは行われません。

例 :
NODE petstore.hp.com {

SERVER1_NAME=dog

SERVER1_ALIAS=beagle

SERVER2_NAME=dog

SERVER2_ALIAS=dachshund

}

NODE flying_ace.hp.com {

SERVER1_NAME=snoopy

SERVER1_ALIAS=beagle

SERVER2_NAME=snoopy

SERVER2_ALIAS=red_baron 

}

BEA_HOME_LIST 9.x、 10.x 必須 すべての WebLogic 製品が使用するソフ ト

ウェア レジス ト リ。 これには、 システムにイ

ンス トールされているすべての WebLogic 製
品についての情報が含まれています。

BEA のインス トール スク リプ ト を使用せず

に WebLogic Server をインス トールする と、

ソフ ト ウェア レジス ト リは作成されません。

UNIX 管理対象ノード上では、 ソフ ト ウェア 
レジス ト リはファ イル

$HOME/bea/beahomelist で作成されます。 
こ こで、 $HOME は、 WebLogic Server をイン

ス トールしたユーザーのホーム ディレク ト リ

です。 Windows 管理対象ノード上では、 ソフ

ト ウェア レジス ト リはファ イル 
beahomelist に作成されるか、 または 
BEAHOMELIST レジス ト リで定義されます。

UNIX 管理対象ノード上では、 スペースを含

むディ レク ト リ名はサポート されていません。

ソフ ト ウェア レジス ト リが存在せず、 このプ

ロパティが設定されていない場合、Discovery 
ポ リシー エラー メ ッセージを生成します。

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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COLLECT_METADATA 9.x、 10.x 条件付

JMX Metric Builder ツール 
MBean Exolorer を使用する

場合に必要です。

COLLECT_METADATA の値を ON に設定す

る と、 JMX Metric Builder ツールで表示され

る メ タデータ  (MBean 情報 ) が収集されます。

このメ タデータを使用して UDM (ユーザー定

義メ ト リ ッ ク ) が作成されます。

各 MBean サーバー用のメ タデータは、 以下

のファイルに保存されます。 /var/opt/OV/
wasspi/wls/metadata/

<managed_node>/<NAME|ALIAS>.xml、
/var/opt/OV/metadata/wls/

<managed_node>/<NAME|ALIAS>.xml、
または <Agent_Dir>\wasspi\wls\
metadata\<managed_node>\
<NAME|ALIAS>.xml です。 こ こで、

NAME および ALIAS は管理対象ノードに対

して設定されるプロパティです。 ALIAS が設

定されている場合、 常にエイ リ アスが使用さ

れます。

デフォルト :OFF

EXCLUDE_SAMPLES 9.x、 10.x オプシ ョ ン この値を true に設定する と、 WebLogic 
Server サンプル プログラムを検出しません。

これによ り、 検出プロセスにかかる時間が短

縮されます。 サンプル プログラムは、 以下の

ディ レク ト リにあ り ます。

WebLogic 9.x、 10.x の場合

<WL_Install_Dir>/samples/domains/
medrec

デフォルト : false

例 : EXCLUDE_SAMPLES = true

GRAPH_URL 9.x、 10.x 条件付

View Graphs ツールを使用

する場合に必要です (HP 
Open View Performance 
Manager のインス トールが

必要 )。

HP Performance Manager の起動に使用する  
URL。 GRAPH_URL プロパティはグローバ

ル レベルでのみ設定します。

例 : GRAPH_URL = http://
<server_name>:<port_no>/OVPM (UNIX お
よび Windows の場合は PM 8.10) で、 デフォ

ルト番号は 8081 です。

HOME 9.x、 10.x 必須 WebLogic Server がインス トールされている

ディ レク ト リ 。

例 : HOME = /opt/bea/wlserver6.0sp1

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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HOME_LIST 9.x、 10.x 必須 WebLogic Server がインス トールされている

ディ レク ト リの リ ス ト 。 各ディ レク ト リはセ

ミ コロンで区切られます。 このリ ス トは検出

で使用されます。

UNIX 管理対象ノード上では、 スペースを含

むディ レク ト リ名はサポート されていません。

JAVA_HOME 9.x、 10.x 必須 コレクタで使用される  Java がインス トール

されているディ レク ト リ 。 Java エンジンは、

$JAVA_HOME/bin/java にあ り ます。

例 : JAVA_HOME = /opt/bea/jdk130

JMB_JAVA_HOME なし 条件付

JMX Metric Builder を使用

している場合に必要です。

Java (JDK 1.5 以上 ) がインス トールされてい

るディ レク ト リ 。 これは、 HPOM 管理サー

バー上で JMX Metric Builder が使用する  
Java です。 JDK のバージ ョ ンは 1.5 以降で

なければなり ません。

KEYSTORE 9.x、 10.x 条件付

SSL を使用する場合に必要

です。

SSL ト ラス ト  キース ト ア ファ イルへの完全

修飾パス。

デフォルト : WebLogic のデモ キース ト ア

LOGFILE 9.x、 10.x 条件付

WebLogic Server が返すロ

グファイル名が、 監視した

いログファイル名ではない

場合にのみ必要です。

WebLogic Server ログファ イルの完全修飾パ

スで指定されたファイル名をコンマ区切りで

記述した リ ス ト 。

指定したサーバー上のログファイルに対する

監視に関して、 このプロパティでの設定が優

先されます。 これによ り、 このプロパティが

設定されていない場合に監視されるログファ

イルが監視対象外となるこ とがあ り ます。

デフォルト : <home>/<NAME>/
weblogic.log

LOGIN 9.x、 10.x 必須 インス トールで設定された WebLogic Server 
admin ユーザー。

例 : SERVER1_LOGIN = johndoe

NAMEa 9.x、 10.x 必須 WebLogic Server で定義されるサーバー名。

WebLogic Administration Console を使用し

て、 この情報を入手します。 システムが同じ

サーバー名を共有する  (NAME の値が NODE 
ブロ ッ ク内で同じ ) 場合、 ALIAS を使用して

各サーバーを一意に識別します。 ALIAS が設

定されていない場合、 この同じサーバー名が

メ ッセージ、 レポート、 およびグラフで使用

されます。

例 : SERVER1_NAME = exampleServer

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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NODE_NAMES 9.x、 10.x 条件付

リモート  WebLogic Server 
が仮想 IP アドレスで動作し

ている場合に必要です。

サーバーがリ ッスンしている仮想 IP アドレ

ス。 NODE_NAME がリモート  WebLogic 
Server に設定されていない場合は、 自動的に

検出されません。

例 : SERVER1_NODE_NAMES = 15.19.20.21

NUM_SERVERS 9.x、 10.x オプシ ョ ン 管理対象ノード上の WebLogic Server の数。

例 : NUM_SERVERS = 3

PASSPHRASE 9.x、 10.x 条件付

設定されているキース ト ア

が読み取り操作にパスフ

レーズを要する場合に必要

です。

WebLogic Server 上にキース ト アが作成され

たと きに定義されたパスフレーズ。 キース ト

アをパスワード付きで定義しなかった場合は、

このプロパティは設定しません。

PASSPHRASE に入力する と、 インターフェ

イスでは平文 (入力したとおりのテキス ト ) で
表示されます。 プロパティの保存やインター

フェイスの表示変更を行う と、

PASSPHRASE は暗号化されます。

PASSPHRASE には 低 2 文字を含める必要

があ り ます。

PASSWORD 9.x、 10.x 必須 LOGIN のためのパスワード。 LOGIN が設定

されている場合、 パスワードを定義する必要

があ り ます。

例 :
SERVER1_PASSWORD = johndoe123

PORT 9.x、 10.x 必須 WebLogic Server がリ ッスンするポート。

WebLogic Administration Console を使用し

て、 ポート番号を入手します。

例 : SERVER1_PORT = 7001

PROTOCOL 9.x、 10.x 条件付

アプリ ケーシ ョ ン サーバー 
ポートで SSL を使用してい

る場合に必要です。

アプリ ケーシ ョ ン サーバー ポートが SSL ま
たは非 SSL を使用している場合に指定しま

す。 有効な値は次のとおりです。

• t3 (非 SSL)

• t3s (SSL)

PROTOCOL を設定しない場合、 デフォルト

の t3 が使用されます。 PROTOCOL を設定し

て [Set Property] をク リ ッ クする と、 デフォ

ルト値は t3s に設定されます。

無効な PROTOCOL を設定した場合や、

PROTOCOL がアプリ ケーシ ョ ン ポート と一

致しない場合、 HPOM はアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーが停止中である とレポート します。

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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RMID_START_TIME 9.x、 10.x 条件付

rmid の起動に 30 秒以上か

かる場合に必要です。

rmid の起動のタイムアウ ト時間 (秒 )。

デフォルト : 30 (秒 )

例 : RMID_START_TIME = 60

START_CMD 9.x、 10.x 条件付

HPOM コンソールから  
WebLogic Server を起動す

る場合に必要です。

このシステム コマンドは、 Start WebLogic 
ツール用時に実行します。 また、 このコマン

ドは USER によ り実行されます。 Start 
WebLogic ツールを動作させるには、 USER 
を設定しておく必要があ り ます。

メモ : このコマンドは終了する必要があ り ま

す。 したがって、 WebLogic Server プロセス

はバッ クグラウンドで、 またはサービス と し

て実行して ください。 親プロセスが強制終了

されないよ うに保護する必要があ り ます。

例 : SERVER1_START_CMD = /sbin/
init.d/weblogic start

STOP_CMD 9.x、 10.x 条件付

HPOM コンソールから  
WebLogic Server を停止す

る場合に必要です。

このシステム コマンドは、 Stop WebLogic 
ツール用時に実行します。 また、 このコマン

ドは USER によ り実行されます。 Start 
WebLogic ツールを動作させるには、 USER 
を設定しておく必要があ り ます。

例 : SERVER1_STOP_CMD = /sbin/init.d/
weblogic stop

TIMEOUT 9.x、 10.x オプシ ョ ン WebLogic SPI が WebLogic Server に接続を試

行するこ とが可能な時間の 大値 (秒単位)。
指定された時間を超えた場合、 WebLogic SPI 
はメ ッセージ ブラウザに WebLogic Server が
利用できないこ とを示す警告通知を送信しま

す。 メ ト リ ッ ク  B002_ServerStatusRep が収

集される と、 サーバーの利用不能状況がログ

記録されます。

時間制限が不要である場合は、 このプロパ

ティを -1 に設定します。

デフォルト : 120 (秒 )

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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UDM_DEFINITIONS_SOUR
CE

9.x、 10.x オプシ ョ ン HPOM 管理サーバー上のメ ト リ ッ ク定義 
XML ファ イルのパス名、 またはこのファイル

のファイル名。 パス名が設定されている と、

wasspi_wls_udmDefinitions.xml ファ イル

は UDM ファ イルのファイル名と見なされま

す。

デフォルト : /opt/OV/conf/wlsspi/
wasspi_wls_udmDefinitions.xml.

例 : SERVER1_UDM_DEFINITIONS_SOURCE = 
/opt/OV/conf/wlsspi/udm.xml

URL_PATH 9.x、 10.x 条件付 JSR-160 コネクタ  サーバーの URL のパス部

分。

例 : SERVER1_URL_PATH=jndi/
weblogic.management.mbeanservers.d

omainruntime

USER 9.x、 10.x 条件付

HPOM コンソールから  
WebLogic Server を起動ま

たは停止する場合に必要で

す。

HPOM コンソールから  WebLogic Server の
起動と停止を行うためのシステム ユーザー

名。

デフォルト : HP Operations Agentが実行す

るユーザー名です。

例 : USER = weblogic

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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VERSION  9.x、 10.x 条件付 Major# [Minor#] 形式の WebLogic Server の
バージ ョ ン番号。

Major# : プライマ リ  バージ ョ ン番号

(例 : 10.0)
Minor#: インス トールされたサービス  パッ ク  
(例 : SP1 の場合 1 )。 Minor# が指定されてい

ない場合は、 デフォルトの 0 に設定されます 
(サービス  パッ クはインス トールされません )。

a. WebLogic Administration Console には、 ド メ インにあるすべての設定されたアプリ ケーシ ョ ンのサーバー名とポート番号が表示

されます。 NAME と  PORT を定義する場合に、 これらの名前と番号を使用します。

表 9　 　設定プロパティ  ( 続き )

プロパティ

適用可能な 
WebLogic 
バージ ョ ン

必須/
条件付/
オプシ ョ ン 説明
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サンプル設定

以下の例では、 さまざまな機能と使用方法が示されています。

例 1: 単一のノード /2 つのサーバー

以下の例は、 単一のノードで管理サーバーと管理対象サーバーの 2 つのサーバーを実行するためのもので

す。 プロパティ  HOME と  JAVA_HOME は、 すべてのサーバーと ノードに適用するグローバル デフォルト

です。 設定が保存される と、 パスワードは暗号化されます。

HOME = /opt/bea/wlserver_10

JAVA_HOME=/opt/bea/jdk131

NODE main.rose.hp.com

{

SERVER1_NAME= adminserver

SERVER1_PORT= 7001

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD = password

SERVER2_NAME= managedserver

SERVER2_PORT= 7005

SERVER2_LOGIN= system

SERVER2_PASSWORD= password

}

例 2: 複数のノード /繰り返されるプロパテ ィ

以下の例では、 多くのプロパティが共通している関連システムのグループを設定する方法を示しています。

ただし、 異なる設定が必要なプロパティを 1 つか 2 つ含むノード もあ り ます。 このよ うな状況には、 以下の

2 つの手順で対応できます。

1 設定エディ タの [Add Group] アクシ ョ ンを使用してグループに名前を付け、 その中のノードを指定し

て、 設定プロパティを設定します。 詳細については、 Add Group (129ページ )  を参照して ください。

2 設定エディ タの [Add Node] アクシ ョ ンを使用して、個々のノードのプロパティを定義します (グループ

にないノード、 または一意のプロパティあるいは別のプロパティを持つグループにある ノード、 のいず

れか )。 詳細については、 Add Node (129ページ )  を参照して ください。

例では、 グローバル デフォルト  プロパティ  HOME および JAVA_HOME がノード  europa.rose.hp.com の
場合に上書きされます。 起動コマンドでシステム初期化コマンド  /sbin/init.d/weblogic start ( シス

テムが WebLogic Server を起動する と きに実行されるコマンド ) を使用するので、 USER を root に設定す

る必要があ り ます。 この環境で、 このコマンドは weblogic などの適正なユーザーによるサーバーの起動を

扱います。

HOME = /opt/bea/wlserver_10

JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131

USER   = root

GROUP production

{

mercury.hp.com

venus.hp.com

ノードに設定されたプロパティは、 グループに設定された同じプロパティ よ り も優先されます。 プロパ

ティの優先順位の完全な順序については、 プロパティ優先順位 (124ページ )  を参照して ください。
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mars.hp.com

jupiter.hp.com

}

NODE production

{

SERVER1_NAME= partsserver

SERVER1_PORT= 7001

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD= password

SERVER1_ADMIN_HOST= earth.rose.hp.com

SERVER1_ADMIN_PORT= 7001

SERVER1_START_CMD /sbin/init.d/weblogic start

SERVER2_NAME= orderserver

SERVER2_PORT= 7010

SERVER2_LOGIN= system

SERVER2_PASSWORD= moresecret

SERVER2_START_CMD /sbin/init.d/weblogic start

}

NODE jupiter.rose.hp.com

{

SERVER1_PASSWORD= different1password

SERVER2_PASSWORD= different2password

}

NODE europa.hp.com

{

SERVER1_HOME = /opt/bea/wls

SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk132

SERVER1_NAME= testserver

SERVER1_PORT= 7100

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD= mypssword

}

例 3: 複数の WebLogic Server バージ ョ ン

この例では、単一の管理対象ノード上で 2 つの異なるバージ ョ ンの WebLogic Server を実行する環境を設定

する方法を示しています。SERVER1_HOME と  SERVER2_HOME は、WebLogic Server の異なるバージ ョ

ンでは異なるディ レク ト リに設定されるこ とに注意します。

NODE callisto.hp.com

{

SERVER1_HOME = /opt/bea/weblogic90

SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131

SERVER1_NAME= prodserver

SERVER1_PORT= 7001

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD= mypssword

SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver_10

SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131

SERVER1_NAME= testserver

SERVER1_PORT= 7100

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD= mypssword

}
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例 4: 仮想 IP アドレスを持つ WebLogic Server

この例では、 仮想 IP アドレスを持つ複数の WebLogic Server の設定方法を示します。 ADDRESS は、 サー

バーがリ ッスンしている名前または IP アドレスに設定されます。

NODE saturn.hp.com

{

SERVER1_HOME = /opt/bea/weblogic90

SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131

SERVER1_NAME= partsserver

SERVER1_PORT= 7001

SERVER1_ADDRESS= juno.rose.hp.com

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD= mypssword

 SERVER2_HOME = /opt/bea/wlserver_10

SERVER2_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131

SERVER2_NAME= orderserver

SERVER2_PORT= 7001

SERVER2_ADDRESS= 15.15.1.1

SERVER2_LOGIN= system

SERVER2_PASSWORD= mypssword

}

例 5: デフォルト以外の WebLogic Server の起動場所

この例は、 WebLogic Server を起動するコマンドが起動する前に HOME ディ レク ト リにディ レク ト リ を変

更しない場合を扱っています。 WebLogic SPI が監視する  WebLogic Server のログファイルの場所を特定で

きないこ とがあ り ます。 WebLogic SPI がログファ イルを監視できるこ とを確認するには、 サーバーを実行

するディ レク ト リが neptune 上にある と して LAUNCH_DIR を設定するか、 または pluto 上にある と して

LOGFILES を設定します (以下の例を参照 )。

NODE neptune.hp.com

{

SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver_10

SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131

SERVER1_NAME= exampleServer

SERVER1_PORT= 7001

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD= mypssword

SERVER1_LAUNCH_DIR = /home/weblogic

}

NODE pluto.hp.com

{

SERVER1_HOME = /opt/bea/wlserver_10

SERVER1_JAVA_HOME = /opt/bea/jdk131

SERVER1_NAME= exampleServer

SERVER1_PORT= 7001

SERVER1_LOGIN= system

SERVER1_PASSWORD= mypssword

SERVER1_LOGFILES = 

/opt/bea/wlserver_10/config/mydomain/logs/weblogic.log, 

/opt/bea/wlserver_10/config/mydomain/logs/wl-domain.log

}

SERVER1_LOGFILES は、 コンマで区切られた長い 1 行で設定されています。
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C エラー メ ッセージ
WebLogic SPI エラー メ ッセージには、 次の情報が含まれます。

• エラー メ ッセージ番号

• 説明

• 重要度

• ヘルプ テキス ト  (原因と処置 )

エラー メ ッ セージは、HPOM メ ッ セージ ブラウザから表示できます。エラー メ ッ セージをダブルク リ ッ ク し

て、 メ ッセージを開きます。 [メ ッ セージのプロパティ ] ウィ ンド ウが表示されます。 [メ ッ セージ  テキスト ] タ
ブをク リ ッ ク して、 エラー メ ッ セージを表示します。
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WASSPI-1

WASSPI-2

説明 ロ ッ ク  ファ イル <filename> を作成できません。 ファ イルはすでに存在します。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

一時ロッ ク  ファ イルは、複数の WebLogic SPI データ  コレクタ  プロセスが同じデータ  ファ イルにアクセス

しよ う と して起こる衝突を避けるために使用されます。 このエラーは、 ファ イルがすでに存在するために、

アクセスを数回試行してもロ ッ ク  ファ イルを作成できない場合に発生します。

処置

同じ名前のファイルがすでに存在する場合、 このファイルは WebLogic SPI データ  コレクタを前回実行し

たと きに削除されていません。 手動で削除する必要があ り ます。

説明 SPI 設定にアクセスできません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI 設定ファイルが見つからなかったか、 またはアクセスできませんでした。 ファ イルが存在し

ないか、 またはファイルの読み取りに問題があ り ます。

処置

1 [SPI Admin] → [Verify] ツールを実行するこ とによって、 WebLogic SPI が正し く設定されているこ とを

確認します。 設定が正し くない場合は、 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行

します。

2 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因 (I/O 例
外など ) を特定します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノー

ドの SPI エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。
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WASSPI-3

WASSPI-4

説明 コマンド行を解析している と きにエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI データ  コレクタ  コマンド行がモニタ  ポ リシーで誤って指定されています。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因 (I/O 例
外など ) を特定します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノー

ドの SPI エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 誤ったコマンド行を含むポ リシーを修正して、 再配布します。 WebLogic SPI データ  コレクタ  コマンド

行の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for Oracle WebLogic Application Server インス トールお

よび設定ガイ ド』 を参照してください。

説明 メ ト リ ッ ク定義でエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI データ  コレクタは、 メ ト リ ッ ク定義 XML ドキュ メン ト を読み取れませんでした。 このエ

ラーは、 設定プロパティの欠落、 I/O エラー、 XML 解析エラー、 ファ イルの欠落、 または直列化データ  
ファ イルの破損によって発生します。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因 (I/O 例
外など ) を特定します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノー

ドの SPI エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティが WLSSPI 設定ファイルからな くなっている場合は、

[SPI Admin]→ [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行して、 このプロパティの値を設定します。

3 SPI for WebLogic に出荷時から含まれている メ ト リ ッ ク定義ファイル (MetricDefinitions.xml) に
問題がある場合は、SPI for WebLogic を再インス トールします。[SPI Admin] →  [Discover or Configure 
WLSSPI] ツールを実行します。

4 SPI for WebLogic に出荷時は含まれていなかったユーザー定義メ ト リ ッ ク定義ファイルに問題がある場

合は、 この XML ファ イルが MetricDefinitions.dtd の仕様に従っているこ とを確認します。 ユー

ザー定義メ ト リ ッ クの記述の詳細は、『HP Operations Smart Plug-in for Oracle WebLogic Application 
Server インス トールおよび設定ガイ ド』 を参照してください。 独自に作成したユーザー定義メ ト リ ッ ク

定義ファイルを再インス トールします。 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行

して、 SPI 設定内の UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティが正し く指定されているこ とを確認しま

す。

5 根本的なエラーが ClassNotFound である場合は、 内部エラーです。 HP のサポート担当者へ報告して

ください。
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WASSPI-5

WASSPI-6

説明 メ ト リ ッ ク  <metric_number> を処理している と きにエラーが発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

データの収集または指定されたメ ト リ ッ クの計算をしよ う と してエラーが発生しました。

処置

WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定しま

す。 このエラー メ ッセージの前のエラー メ ッセージにも、 問題の詳細が表示されている場合があ り ます。

[SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、管理対象ノードの SPI エラー ログを表示

できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

説明 必要なプロパティ  <property_name> が WebLogic SPI の設定から欠落しています。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

指定した必要なプロパティが WebLogic SPI 設定ファイルから欠落しています。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 この管理対象ノード上の 
WebLogic Server に正しいサーバー情報を指定されているこ とを確認します。

2 問題になっている管理対象ノード上の WebLogic SPI 設定ファイルで、 対象のプロパティが正し く指定

されているこ とを確認します ( この設定ファイルは、 UNIX プラ ッ ト フォーム上では 
/var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig、 Windows プラ ッ ト フォーム上では 
%OvAgentDir%\wasspi\wls\conf\SiteConfig にあ り ます)。
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WASSPI-7

WASSPI-8

説明 サーバー <server_name> (url=<URL>、 port=<ポート >) に接続できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

指定されたサーバーは、 指定されたポートで動作していません。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 この管理対象ノード上の 
WebLogic Server に正しいサーバー情報を指定されているこ とを確認します。

2 問題になっている管理対象ノード上の WebLogic SPI 設定ファイルで、 対象のプロパティ  
SERVERx_NAME および SERVERx_PORTが正し く指定されているこ とを確認します ( この設定ファ

イルは、 UNIX プラ ッ ト フォーム上では /var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig、
Windows プラ ッ ト フォーム上では %OvAgentDir%\wasspi/wls/conf/SiteConfig にあ り ます)。

3 WebLogic Server がその管理対象ノード上で動作しているこ とを確認します。

説明 ファ イル <file_name> にグラフ作成データまたはレポート作成データを保存している と きにエラーが発生

しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

指定されたグラフ作成データ  ファ イルまたはレポート作成データ  ファ イルが見つからなかったか、 または

ファイルへアクセスしよ う と して I/O エラーが発生しました。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。 問題を再現させます。

4 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP のサ

ポート担当者に連絡してください。
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WASSPI-9

WASSPI-10 

説明 プロパティ  <property_name> を検索できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

必要なプロパティが WebLogic SPI 設定ファイルのいずれかから欠落しています。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 問題になっている管理対象ノー

ド上の WebLogic Server について正しい情報が指定されているこ とを確認します。

3 問題になっている管理対象ノード上の WebLogic SPI 設定ファイルで、 欠落していたプロパティが指定

されているこ とを確認します ( この設定ファイルは、 UNIX プラ ッ ト フォーム上では 
/var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig、 Windows プラ ッ ト フォーム上では 
%OvAgentDir%\wasspi\wls\conf\SiteConfig にあ り ます)。

説明 ファ イル <filename> へのアクセスで問題が発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

指定されたファイルは見つからないか、 作成できないか、 またはアクセスできません。 このファイルは一

時ファイルである可能性があ り ます。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 一時ファイルを作成するために十分なディ スク領域があるこ とを確認します。
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WASSPI-11

WASSPI-12

WASSPI-13

説明 WebLogic SPI の設定ファイルで、 サーバーが指定されていません。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

問題になっている管理対象ノードの WebLogic SPI の設定で指定されている  WebLogic Server の数が 0 で
す。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 この管理対象ノード上の 
WebLogic Server について正しいサーバー名とポート情報が指定されているこ とを確認します。

2 WebLogic SPI 設定ファイル内の NUM_SERVERS プロパティで、 対象の管理対象ノード上の 
WebLogic Server の数が正し く指定されているこ とを確認します ( この設定ファイルは、 UNIX プラ ッ

ト フォーム上では/var/opt/OV/wasspi/wls/conf/SiteConfig、 Windows プラ ッ ト フォーム上で

は %OvAgentDir%\wasspi\wls\conf\SiteConfig にあ り ます)。

説明 コマンド  <command> がエラー終了コード  <exit code> を返しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI コレクタが開始したコマンドが、 エラー (0 以外 ) 終了コードを返しました。

処置

1 ステップを特定して、 問題を再現します。

2 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。

3 問題を再現します。

4 [SPI Admin] →  [Stop Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオフにします。

5 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP のサ

ポート担当者に連絡してください。

説明 opcmon プロセスを実行中に例外が発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI データ  コレクタはプロセスを実行して、 opcmon を呼び出そう と しました。 しかし、 プロセ

スを作成できなかったか、 またはプロセスが中断されました。

処置

UNIX システムで、 カーネル設定パラ メータ  NPROC と  MAXUPRC が十分大きな値に設定されていて、 プ

ロセスの作成が可能であるこ とを確認します。
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WASSPI-14

WASSPI-15

説明 ファ イル <filename> が見つかり ません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI データ  コレクタが要求したファイルは見つかり ませんでした。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 この管理対象ノード上で [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

説明 XML ドキュ メン ト  <filename> を解析している と きにエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

指定された XML ドキュ メン ト を解析している と きにエラーが発生しました。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 ユーザーが XML ドキュ メン ト を作成した場合は、 その文書を修正します。 ユーザー定義のメ ト リ ッ ク

定義ドキュ メン トの正しい形式の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for Oracle WebLogic 
Application Server インス トールおよび設定ガイ ド』 を参照して ください。

3 XML ドキュ メン トが WLSSPI で出荷されたドキュ メン トである場合、 [SPI Admin] →  [Discover or 
Configure WLSSPI] ツールを実行して、 WLSSPI 設定ファイルを再インス トールします。
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WASSPI-16

WASSPI-17

説明 メ ト リ ッ ク  <metric_number> に誤ったフ ィルタが指定されました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

メ ト リ ッ ク  フ ィルタがメ ト リ ッ ク定義 XML ドキュ メン トで誤って指定されています。

処置

1 ユーザーが作成した XML ドキュ メン トでメ ト リ ッ クが指定されている場合は、 そのドキュ メン ト を修

正します。 ユーザー定義のメ ト リ ッ ク定義ドキュ メン トの正しい形式の詳細は、 『HP Operations 
Smart Plug-in for Oracle WebLogic Application Server インス トールおよび設定ガイ ド』 を参照してく

ださい。

2 メ ト リ ッ クが WebLogic SPI で出荷された定義済みのメ ト リ ッ クである場合、[SPI Admin] →  [Discover 
or Configure WLSSPI] ツールを実行して、 WLSSPI 設定ファイルを再インス トールします。

説明 サーバー <server_name> (url=<URL>、 port=<port_number>) の MBean サーバーにアクセスできません

でした。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI データ  コレクタが WebLogic Server 上の JMX MBean サーバーへのアクセスを要求してい

る間に問題が発生しました。 この問題の原因を以下に示します。

1 アプリ ケーシ ョ ン サーバー上の JMX MBean サーバーを探す JNDI ルッ クアップに失敗しました。

2 WebLogi SPI の設定で指定されているログイン名には、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーでの適切な権限が

あ り ません。

3 WebLogic SPI 設定ファイルで指定されているパスワードが誤っています。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 問題になっているサーバーのロ

グイン名とパスワードが正しいこ とを確認します。

3 WebLogic Administration Console で、 ユーザーは有効な WebLogic ユーザーで、 正しい権限を持って

いるこ とを確認します。 正しい権限を設定するには、 『HP Operations Smart Plug-in for Oracle 
WebLogic Application Server インス トールおよび設定ガイ ド』 を参照して ください。

4 WebLogic Administration Console で、 MBean サーバー 
(weblogic.management.home.<server_name>) が問題となっているサーバーの JNDI ツ リーにある

こ とを確認します。 左側のペインにあるサーバーを右ク リ ッ クする と、 JNDI ツ リーが表示されます。

こ こに JNDI ツ リーがない場合は、 WebLogic Server を再起動します。
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WASSPI-18

WASSPI-19

WASSPI-20

説明 データソース  <datasource_class_name> へのログ記録時にエラーが発生しました。 ログ記録プロセスが終

了コード  <exit_code> を返しました。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI データ  コレクタが開始した ddflog プロセスが、 0 以外のエラー コードを返しました。

処置

1 ステップを特定して、 問題を再現します。

2 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。 問題を再現させます。

3 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP のサ

ポート担当者に連絡してください。

説明 <filename> の XSLT ト ランスフォーマのインスタンス作成で問題が発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

自動アクシ ョ ン レポート出力を指定している  XSL ドキュ メン トにエラーが含まれています。

処置

管理対象ノード上で [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

説明 メ ト リ ッ ク  <metric_number> のレポート作成で問題が発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

指定されたメ ト リ ッ クのテキス ト  レポート作成中にエラーが発生しました。

処置

管理対象ノード上で [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。
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WASSPI-21

WASSPI-23

説明 ファ ク ト リ実装 <class name> をインスタンス化する と きに問題が発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

ク ラス名を指定する  java プロパティに誤りがあるか、 このク ラスが AppServerFactory インタフェースを

実装していません。

処置

java プロパティ  appserver.implementation に、 AppServerFactory インタフェースを実装するク ラス

の完全修飾名が設定されているこ とを確認します。

java コマンド行で設定する場合の例を示します。

-Dappserver.implementation=com.hp.openview.wasspi.WLSAppServerFactory

説明 サーバー <server_name> のコレクタ /アナライザの初期化時にエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

サーバー <server_name> の監視の準備中に例外が発生しました。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。 問題を再現させます。

4 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP の
サポート担当者に連絡してください。
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WASSPI-24

WASSPI-26

WASSPI-27

説明 サーバー <server_name> ( ログイン <login>) へのログインでエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

サーバー <server_name> へのログイン中にセキュ リティの例外が発生しました。

処置

1 エラーが発生した管理対象ノードで [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行し

て、 正しいログインおよびパスワードのプロパティを指定しているこ とを確認します。

2 ログインに必要な権限が与えられているこ とを確認します。

説明 <server_name> のデータ  ログ記録プロセスがタイムアウ トになり ました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

HP Performance Agent または CODA のいずれか (サーバーの設定による ) が異常終了し、 タイムアウ トに

なり ました。

処置

1 コマンド  opcagt -start を使用して CODA を再起動します。

2 コマンド  mwa restart を使用して HP Performance Agent を再起動します。

説明 RMI コレク タが <command> を処理できません。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

rmid 関連の処理を実行する と きに例外が発生しました。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。 問題を再現させます。

4 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP のサ

ポート担当者に連絡してください。
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WASSPI-28 

WASSPI-29 

WASSPI-30

WASSPI-31

WASSPI-32

説明 ポート  <port> 上の RMID が <status> になっています。

重要度 正常域

説明 Java ホーム <path> のコレクタ  サーバー <server id> が起動しました。

重要度 正常域

説明 ポート  <port> で <rmid_path> の起動に失敗しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

指定されたパスはすでに使用されています。

処置

[SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 RMID_PORT プロパティに現在使

用していないポート番号を設定します。

説明 <command> の処理中に RMI コレクタ との接続が切断されました。

重要度 注意域

説明 MBean <JMX-ObjectName> のメ タデータを取得できません。

重要度 注意域
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WASSPI-33

WASSPI-34

WASSPI-35 

説明 サーバー <server name>、 バージ ョ ン <version> が一致するアクシ ョ ンが存在しません。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

JMXAction 要素で定義された FromVersion タグと  ToVersion タグの値が、 サーバー バージ ョ ンと一致し

ていません。

処置

そのアクシ ョ ンがサーバーで有効な場合、 JMXAction 定義の FromVersion/ToVersion 要素を調整するか、

サーバーの VERSION プロパティを調整します。

説明 メ ト リ ッ ク  <metric id> にアクシ ョ ンが定義されていません。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

アクシ ョ ン -m オプシ ョ ンで指定されたメ ト リ ッ ク  ID に JMXActions 要素が定義されていません。

処置

指定したメ ト リ ッ ク  ID に誤りがある場合は、 アクシ ョ ン -m オプシ ョ ンを修正します。 誤りでない場合は、

メ ト リ ッ ク定義に JMXActions 定義を追加します。

説明 アクシ ョ ン <action command-line> の実行中にエラーが発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

アクシ ョ ンの実行中に予期しないエラーが発生しました。

処置

管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。
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WASSPI-36 

WASSPI-37 

WASSPI-38 

説明 サーバー <server name> の MBean <JMX objectname> が、オペレーシ ョ ン <operation name> を公開しま

せん。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

アクシ ョ ンの JMXCalls 要素が、 この MBean で公開されないオペレーシ ョ ンを定義しています。

処置

JMXCalls 要素を修正するか、 要素からオペレーシ ョ ンを削除します。

説明 サーバー <server name> の MBean <JMX objectname> が、属性 <attribute name> を書き込み可能属性と

して公開しません。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

アクシ ョ ンの JMXCalls 要素が、 この MBean で公開された書き込み可能属性を読み取り専用属性と して定

義しています。

処置

カスタム MBean の場合は、 MBean の管理インタフェースを更新して属性を書き込み可能属性にします。

カスタム MBean でない場合は、 JMXCalls 要素から属性定義を削除します。

説明 サーバー <server name> の MBean <JMX objectname> が、 属性 <attribute name> を公開しません。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

アクシ ョ ンの JMXCalls 要素が、 この MBean オブジェク トで公開されない属性を定義しています。

処置

JMXCalls 要素を修正するか、 要素から属性を削除します。
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WASSPI-39 

WASSPI-40 

WASSPI-41 

説明 MBean <JMX objectname> でオペレーシ ョ ン <operation name> を呼び出すと きにエラーが発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

この MBean のオペレーシ ョ ンを呼び出すと きに予期しないエラーが発生しました。 管理対象リ ソースが例

外をスローした可能性があ り ます。

処置

管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。

説明 MBean <JMX objectname> の属性 <attribute name> を設定する と きにエラーが発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

この MBean の属性を設定する と きに予期しないエラーが発生しました。 管理対象リ ソースが例外をスロー

した可能性があ り ます。

処置

管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。

説明 MBean <JMX objectname> から属性 <attribute name> を取得する と きにエラーが発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

この MBean から属性を取得する と きに予期しないエラーが発生しました。 管理対象リ ソースが例外をス

ローした可能性があ り ます。

処置

管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。
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WASSPI-42

WASSPI-43

WASSPI-201 

説明 コマンド  <command> の実行中にエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI コレクタによ り起動されたコマンドでエラーが検出されました。

処置

1 ステップを特定して、 問題を再現します。

2 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。

3 問題を再現します。

4 [SPI Admin] →  [Stop Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオフにします。

5 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP の
サポート担当者に連絡してください。

説明 イベン ト  <event-type> の公開中にエラーが発生しました。

重要度 重要警戒域

ヘルプ テキスト 原因

パブリ ッシャがメ ト リ ッ クまたは収集イベン ト を処理する と きに予期しないエラーが発生しました。

処置

管理対象ノードのエラー ログで、 エラー メ ッセージの後に記録された障害原因を確認します。

説明 ファ イル <filename> が見つかり ません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

設定ファイルが見つかり ません。

処置

[SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 エラーが発生した管理対象ノード上

の WebLogic Server に、 正しい情報が指定されているこ とを確認します。
エラー メ ッセージ 165



WASSPI-202

WASSPI-203

WASSPI-204

説明 ファ イル <filename> を読み込めません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

1 ファ イルを開く こ とができないか、 またはファイルが見つかり ません。

2 権限が正し くないか、 またはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 エラーが発生した管理対象ノー

ド上の WebLogic Server に、 正しい情報が指定されているこ とを確認します。

2 このファ イルを読み込むための適切な権限が HP Operations Agent ユーザーに付与されているこ とを確

認します。

説明 ファ イル <filename> に書き込めません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

権限が正し くないか、 ファ イルまたはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 エラーが発生した管理対象ノー

ド上の WebLogic Server に、 正しい情報が指定されているこ とを確認します。

2 このファ イルを書き込むための適切な権限が HP Operations Agent ユーザーに付与されているこ とを確

認します。

説明 opcmsg <message> を送信しよ う と してエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

opcmsg の実行に問題があ り ました。 opcmsg が欠落しているか、 正しい実行権限があ り ません。

処置

WLSSPI-Messages ポ リシーが管理対象ノードに配布されているこ とを確認します。
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WASSPI-205

WASSPI-206

WASSPI-207

説明 opcmon <command> を送信しよ う と してエラーが発生しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

opcmon の実行中に問題が発生しました。 opcmon が欠落しているか、 実行の権限がない (HPOM インス

トール エラー ) か、 またはシステム プロセス  テーブルがいっぱいになっている可能性があ り ます。

処置

HPOM が正し く インス トールされ、 管理対象ノードに配布されているこ とを確認します。

プロセス  テーブルに空きがあるこ とを確認します。 プロセス  テーブルに空きがない場合は、 システム管理

者にプロセス  テーブルを増やすよ う要請します。

説明 ディ レク ト リ  <directory> を読み込めません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

このディ レク ト リ を読み込む権限が HP Operations Agent ユーザーに付与されていないか、 またはディ レ

ク ト リが破損しています。

処置

このディ レク ト リについて、 HP Operations Agent ユーザーに適切な権限が付与されているこ とを確認し

ます。

説明 <filename> を <filename> に移動できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

1 権限が不十分です。

2 ディ スクの空き領域が不十分です。

3 ファ イル テーブルに問題があ り ます。

処置

1 HP Operations Agent ユーザーの権限が正しいこ とを確認します。

2 ファ イルを作成するために十分なディ スクの空き領域があるこ とを確認します。

3 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。
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WASSPI-208

WASSPI-209

WASSPI-210

説明 使用前に、 WebLogic SPI を設定する必要があ り ます。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

このノードでは、 WebLogic SPI は設定されていません。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 エラーが発生した管理対象ノー

ド上の WebLogic Server に、 正しい情報が指定されているこ とを確認します。

2 管理対象ノードで [SPI Admin] →  [Verify] ツールを実行して、 SPI が正し く設定されているこ とを確認

します。

説明 WebLogic Server にアクセスできません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

1 サーバーが停止中か、 または応答しません。

2 WebLogic SPI の設定が誤っています。

処置

1 WebLogic Server が正常に動作しているこ とを確認します。

2 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

3 管理対象ノードで [SPI Admin] →  [Verify] ツールを実行して、 SPI が正し く設定されているこ とを確認

します。

説明 SPI を設定できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

SPI 設定プロセスが失敗しました。

処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 [SPI Admin] →  [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。
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WASSPI-211

WASSPI-212

WASSPI-213

説明 ディ レク ト リ  <directory> を作成できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

HP Operations Agent ユーザーがディレク ト リ を作成する権限を持っていないか、 またはディ スクの空き

領域が不足しています。

処置

このディ レク ト リについて、 HP Operations Agent ユーザーに適切な権限が付与されているこ とを確認し

ます。 十分なディ スクの空き領域があるこ とを確認します。

説明 WLS-5 モニタがこのノードで実行されていますが、 WLS-5 サーバーが設定されていません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic 5 用のエージェン ト  ポ リシーがノードに割り当てられていますが、 このノード上にあるどの 
WebLogic 5 サーバーも  SPI 設定に指定されていません。

処置

1 このノード上に WebLogic 5 が存在しない場合、 このノードへの WebLogic 5 テンプレートの割り当て

を解除し、 エージェン ト を管理対象ノードに再配布します。

2 このノードに WebLogic 5 サーバーがある場合は、[SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツー

ルを実行します。

説明  プログラム <name> へのパラ メータが不正です。 用法 : <usage>

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

プログラムに設定されているパラ メータが不正です。

処置

パラ メータを修正します。
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WASSPI-214

WASSPI-215

WASSPI-216

説明 プログラム <program_name> を実行できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

プログラムの実行に失敗しました。 プログラムが欠落しているか、 権限が正し くないか、 またはプロセス  
テーブルがいっぱいになっている可能性があ り ます。

処置

1 ファ イルが存在するこ とを確認します。 これが SPI プログラムであ り、 ファ イルがない場合は、 選択し

た管理対象ノードで [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

2 HP Operations Agent ユーザーの権限が正しいこ とを確認します。

説明 <directory> で WebLogic Server が見つかり ません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic SPI の設定で HOME と して指定されているディ レク ト リは、 管理対象ノードに存在しません。

処置

1 WebLogic Server が管理対象ノードにインス トールされているこ とを確認します。

2 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 エラーが発生した管理対象ノー

ド上の HOME で、 正しい情報が指定されているこ とを確認します。

説明 サーバー <server_name> 用の設定変数 <name> があ り ません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

要求された SPI の設定プロパティが見つかり ません。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノードの設定に、 正しい情報が指定されているこ とを確認します。
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WASSPI-218

WASSPI-219

WASSPI-221

説明  <server_name> の WebLogic 監視は Off になっています。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

指定したサーバーの収集がオフになっています。

処置

必要に応じて、 [SPI Admin] →  [Start Monitoring] ツールを実行するこ とによって、 収集をオンにするこ と

ができます。

説明 <server_name> の WebLogic 監視は ON になっています。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

指定したサーバーの収集がオンになっています。

処置

必要に応じて、 [SPI Admin] →  [Stop Monitoring] ツールを実行するこ とによって、 収集をオフにするこ と

ができます。

説明 <filename> は存在しません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

指定されたファイルは存在しません。 これがログファイルである場合は、 ログファ イルに記録されている

エン ト リはあ り ません。 これがプロパティ  ファ イルである場合は、 設定が行われていません。

処置

ログファ イル : ファ イルに書き込むエン ト リがなかった場合は、 処置は必要あ り ません。 それ以外の場合、

[SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

プロパティ  ファ イル : [SPI Admin] → [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。
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WASSPI-222

WASSPI-223

WASSPI-224

説明 <filename> が空白です。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

指定されたファイルは空白です。 これがログファイルである場合は、 ログ記録されたエン ト リがないか、

またはエン ト リが消えています。 これがプロパティ  ファ イルである場合は、 正し く設定されていません。

処置

ファ イルが設定ファイルである場合は、 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行しま

す。

説明 ファ イル <filename> を読み込めません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

1 ファ イルを開く こ とができないか、 またはファイルが見つかり ません。

2 権限が正し くないか、 またはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 エラーが発生した管理対象ノー

ド上の WebLogic Server に、 正しい情報が指定されているこ とを確認します。

2 このファ イルを読み込むための適切な権限が HP Operations Agent ユーザーに付与されているこ とを確

認します。

説明 ddfcomp は、 <name> の設定エラーを返しました。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

ddfcomp はエラーを返しました。 これは、 HP Performance Agent と  CODA がシステムにインス トールさ

れていないか、 または Performance Agent の設定時にエラーが発生したこ とによ り ます。

処置

1 Performance Agent がインス トールされていない場合、 このエラーは無視できます。

2 インス トールされている場合は、 ステップを特定して問題を再現します。

3 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。 問題を再現させます。

4 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP のサ

ポート担当者に連絡してください。
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WASSPI-225

WASSPI-226

WASSPI-227

説明 ログファ イルが見つかり ません。 Discover or Configure WLSSPI を実行したこ とを確認してください。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

ログファ イル リ ス トが空白です。

処置

管理対象ノード上で [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

説明 ファ イル <filename> を読み込めません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

1 ファ イルを開く こ とができないか、 またはファイルが見つかり ません。

2 権限が正し くないか、 またはディ レク ト リが破損しています。

処置

1 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

2 エラーが発生した管理対象ノード上の WebLogic Server で、 正しい情報が指定されているこ とを確認し

ます。

3 このファ イルを読み込むための適切な権限が HP Operations Agent ユーザーに付与されているこ とを確

認します。

説明 Operations パフォーマンス  エージェン トがインス トールされていません。 データ  ソースが設定されませ

ん。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

Performance 製品が利用できる場合、 SPI は Performance 製品と統合されます。 この警告は、 利用可能な

ツールがないこ とを示します。

処置

Performance Agent をインス トールしている場合、 正し く インス トールされ、 正常に動作しているこ とを

確認します。 必要に応じて再インス トールしてください。 インス トールしていない場合は、 このメ ッセー

ジは無視できます。
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WASSPI-228

WASSPI-229

WASSPI-230

説明 ddflog は、 <logfile-name> のログ記録エラーを返しました。 <system-error-msg>

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

 ddflog はエラーを返しました。 これは、 SPI がパフォーマンス  データのログ記録をサポートするよ う、

適切に設定されていないこ とによ り ます。

処置

1 問題がある ノードで、 SPI for WebLogic Server および SPI Data Collector インス トルメンテーシ ョ ン

を再配布します。

2 または、 システム エラー メ ッセージがある場合、 これを手がかりに問題を調査します。

3 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。 問題を再現させます。

4 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP のサ

ポート担当者に連絡してください。

説明 ディ レク ト リ  <directory_name> にアクセスできません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

ディ レク ト リが存在しないか、 またはエージェン ト を実行しているユーザーがディ レク ト リへの適切な権

限を持っていません。

処置

管理対象ノード上で [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

説明 <time-interval> 経過後の <filename> をロ ッ クできません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

ロ ッ ク  ファ イル <file> は、 指定された <time> 内に削除されませんでした。 これは、 SPI プロセスの実行

に時間がかかり過ぎたか、 またはプロセスがハングしたこ とによ り ます。 また、 オープンしたロ ッ クが削

除される前にこのロ ッ クを含む SPI プロセスが強制終了されたために、 この状態が生じる場合もあ り ます。

処置

実行中の SPI プロセスがないこ とを確認します。 手動でロ ッ ク  ファ イルを削除します。
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WASSPI-231

WASSPI-232

WASSPI-233

説明 JRE <JVM_file> の開始時にエラーが発生しました。 <message>

Severity 危険域

Help Text 原因

Java の起動時にエラーが発生しました。 このエラーは、 指定した JVM が存在しない、 または権限が適切

でないこ とによ り発生するほか、 プロセス  テーブル エン ト リやメモ リなどのシステム リ ソースに関する制

限や、 SPI SiteConfig ファ イルで JAVA_HOME 変数が正し く設定されていないこ とが原因で発生しま

す。

処置

同時に発生している他のエラーも確認してください。 これらが真の原因を示している場合があ り ます。 指

定のファイルが存在しない場合、 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行して、

JAVA_HOME または HOME 変数を確認します。

説明 コマンド行ではサーバー <name> が指定されていますが、 設定では指定されていません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

コレクタ  コマンド行で指定された -i または -e によ り、 SPI 設定ファイルに一覧表示されていないサー

バー名が指定されています。 コレクタは、 設定ファイルに一覧表示されているサーバーのみを認識します。

処置

1 コマンド行で正しいサーバー名を指定します。

2 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。

3 SPI 設定ファイルで WebLogic Server 名がもれなく正確に記述されているこ とを確認します。

説明 WLS 5.x サーバー <name> の高度な監視はできません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

WebLogic Server バージ ョ ン 5.0 インスタンスからのメ ト リ ッ クを取得しよ う と しました。 メ ト リ ッ ク と高

度な監視は、 WebLogic Server バージ ョ ン 5.0 ではサポート されていません。

処置

1 wasspi_ca のコマンド行では、 WebLogic Server バージ ョ ン 5.0 を指定しないよ うにします。

2 [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを実行します。 正しいサーバー バージ ョ ンを指

定したこ とを確認します。

3 WebLogic Server をバージ ョ ン 6.0 以降にアップグレード します。
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WASSPI-234 

WASSPI-235 

WASSPI-236 

説明 プログラム <file> の実行中にエラーが発生しました。 戻り値 : <n>

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

SPI がツールまたは補助プログラムを実行しよ う と しましたが、 そのと きにエラーが発生しました。 メ ッ

セージの <file> はツールまたはプログラムを示し、 <n> は実行しよ う と したと きに返された戻り値を示し

ます。

処置

ツールが SPI ツールの場合、 SPI のインス トールと設定が正し く行われているこ とを確認します。 正し く

行われていない場合は、 SPI のインス トールまたは設定を再度行います。 システム ツールの場合は、 シス

テムにツールの実行を妨げる問題がないこ とを確認します。

説明 HP Performance Agent の再起動が失敗しました。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

SPI が HP Performance Agent を自動的に再起動しよ う と しましたが、 失敗しました。

処置

mwa restart server コマンドを使用して HP Performance Agent を手動で再起動します。

説明 スタイルシート  <xsl> を持つ <xml> で XSLT を実行する と きに、 エラーが発生しました。 <message>

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

ユーザー定義メ ト リ ッ クのグラフ作成準備の一環と して、 UDM XML の変換が行われます。 このメ ッセー

ジは、 変換が失敗した理由について示します。

処置

message を確認します。 も可能性が高いのは、 XML の誤りです。
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WASSPI-237 

WASSPI-238 

WASSPI-241 

説明 データ  ソース  <datasource> を設定しています。

重要度 正常域

ヘルプ テキスト これは情報メ ッセージであ り、 HP Performance Manager または HP Performance Agent データソースが

設定されたこ とを示します。

説明 ユーザー定義メ ト リ ッ クが見つかり ません。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 原因

[JMX Metric Builder] → [WLSSPI] → [UDM Graph Enable] ツールが実行されましたが、 UDM メ ト リ ッ

クは定義されませんでした。

処置

UDM XML ファ イルの名前が正し く設定されているこ とを確認します。

説明 ファ イル <file> を削除できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

SPI がファイルを削除しよ う と しましたが、 削除できませんでした。 ファ イル保護機能が HP Operations 
Agent ユーザーによるファ イル削除を許可しないよ うに設定されているか、 ファ イルの削除を妨げる問題が

システムで発生している可能性があ り ます。

処置

ファ イル保護の設定が正しいこ とを確認します。
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WASSPI-244

WASSPI-245

WASSPI-247

説明 ノード  <node> に対する設定が無効です。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

対象のノードが所定の形式で設定されていません。

処置

HP Operations Manager コンソールから  [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを起動し

て、 リ ス トから ノードを選択します。 このノードに対して設定されているプロパティが有効であるこ とを確

認します。 [Confirm Operation] ウ ィンド ウで [OK] をク リ ッ ク し、 検出プロセスを再度開始します。

説明 認識できない変数 <var> がノード  <node> に設定されています。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

予期しない変数がノードに設定されています。

処置

HP Operations Manager コンソールから  [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを起動し

て、 リ ス トから ノードを選択します。 メ ッセージ内の変数 <var> が有効であるこ とを確認します。

[Confirm Operation] ウ ィンド ウで [OK] をク リ ッ ク し、 検出プロセスを再度開始します。

説明 HPOM サーバーで、 ノード  <node>に対する  <product> 設定の更新に失敗しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

対象のノードが所定の形式で設定されていません。

処置

HP Operations Manager コンソールから  [SPI Admin] →  [Discover or Configure WLSSPI] ツールを起動し

て、 リ ス トから ノードを選択します。 このノードに対して設定されているプロパティが有効であるこ とを確

認します。 [Confirm Operation] ウ ィンド ウで [OK] をク リ ッ ク し、 検出プロセスを再度開始します。

問題が引き続き発生する場合は、 HP サポートに連絡し、 サポート担当者に以下の情報を提供します。

1 問題再現に関する手順やその他の情報

2 %OvInstallDir%\install\WASSPI\WLSSPI\English\Discovery\log ディ レク ト リにある ト

レース  ファ イル
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WASSPI-248

WASSPI-249

WASSPI-254

説明 <policy> ポ リシー グループを <node> に配布できません。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 処置

『HP Operations Manager for Windows のオンライン ヘルプ』 で、 配布に関する ト ラブルシューティング

のセクシ ョ ンを参照してください。 問題が引き続き発生する場合は、 HP サポートに連絡してください。

説明 <node> でのエージェン ト  インス トール ディレク ト リ を取得できません。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 処置

管理対象ノードに WLSSPI 検出ポ リシーを再配布します。 [Deploy policy only if version is newer 
checkbox] チェッ クボッ クスが選択されている場合は、 選択を解除します。

問題が引き続き発生する場合は、 HP サポートに連絡し、 サポート担当者に以下の情報を提供します。

1 問題再現に関する手順やその他の情報

2 次のディレク ト リにある ト レース  ファ イル。

%OvInstallDir%\install\WASSPI\WLSSPI\English\Discovery\log

説明 Java はエラーを発生して終了しました。

重要度 危険域

ヘルプ テキスト 原因

コレクタまたはその他の Java アプリ ケーシ ョ ンの実行中に、 Java で何らかのエラーが発生したか、 または 
Java アプリ ケーシ ョ ンがエラー終了しました。

処置

同時に発生している他のエラーも確認してください。 これらが真の原因を示している場合があ り ます。

また、 SPI のエラー ログを確認する と、 他の手がかりが得られる場合もあ り ます。
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その他のすべてのエラー 

説明 WebLogic SPI エラー ログに不明なエラーが表示されています。

重要度 注意域

ヘルプ テキスト 処置

1 WLSSPI エラー ログのエラー メ ッセージの後にあるテキス ト を参照して、 問題の根本的な原因を特定

します。 このエラー メ ッセージの前のエラー メ ッセージにも、 問題の詳細が表示されている場合があ

り ます。 [SPI Admin] → [View Error File] ツールを使用するこ とによって、 管理対象ノードの WLSSPI 
エラー ログを表示できます。 エラー メ ッセージは、 日付やタイムスタンプで識別できます。

2 ステップを特定して、 問題を再現します。

3 [SPI Admin] →  [Start Tracing] ツールを実行して、 ト レース機能をオンにします。 問題を再現させます。

4 [SPI Admin] →  [Self-Healing Info] ツールを実行します。 このツールによって収集される情報を HP のサ

ポート担当者に連絡してください。
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用語集
ASCII

American Standard Code for Information Interchange の略。

HP Operations Manager

ネッ ト ワークおよびシステム管理製品のフ ァ ミ リ、 およびそれらの製品のためのアーキテクチャ。 HP
Operations Manager には、 開発環境と幅広い管理アプリ ケーシ ョ ンが含まれています。

HTTP (Hypertext Transfer Protocol)

WWW (World Wide Web) のク ライアン ト とサーバーが通信で使用するプロ ト コル。

HTTPS

Hypertext Transfer Protocol Secure の略。

Microsoft 管理コンソール (MMC)

IT 環境管理のためのソフ ト ウェアの枠組みを提供するマイ クロソフ ト製品。管理製品は、管理コンソールに

追加、 または 「組み込まれて」、 Microsoft 管理コンソールの管理機能を拡張します。

SPI (Smart Plug-In)

管理コンソールにインス トールされ、 特定の種類のビジネス  アプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 オペレー

ティング システム、またはサービスに固有の管理機能を提供する、事前にパッケージ化されたソフ ト ウェア。

アイコン

ユーザーに監視され操作されるオブジェク ト、 またはユーザーに実行されるアクシ ョ ンに対応する画面上の

イ メージ。

アプリケーシ ョ ン

一連の関連タスクを実行するための機能を備えたパッケージ ソフ ト ウェア。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 一般的

に、 ツールよ り も複雑です。

イベン ト

管理対象オブジェク ト内のエージェン ト またはプロセス、 あるいはユーザー アクシ ョ ンによって生成され

る、 SNMP ト ラ ップや WMI 通知のよ うな、 任意型の通知。 イベン トは、 通常、 管理対象オブジェク トの状

態変化を示し、 特定のアクシ ョ ンが行われる要因とな り ます。

エラー ログ

エラー メ ッセージを含む出力ファイル。

エージェン ト

リ モートのデバイスまたはコンピュータ  システムで動作するプログラムまたはプロセス。 管理要求に応答

し、 管理オペレーシ ョ ンを実行し、 パフォーマンスおよびイベン ト通知を送信します。 エージェン トには、
 181



管理対象オブジェク トおよび MIB 変数へのアクセス、 リ ソース  ポ リシーの解釈、 リ ソースの設定などの機

能があ り ます。

カスタマイズ

特定のカスタマまたはユーザーの必要性と好みに合わせて、 ソフ ト ウェアの設計、 構築、 または変更を行う

プロセス。

カスタマイズする

特定のカスタマまたはユーザーの必要性と好みに合わせて、 ソフ ト ウェアの設計、構築、 または変更を行う。

管理コンソール

ユーザーが管理アプリ ケーシ ョ ンまたは管理アプ リ ケーシ ョ ン セッ ト を制御する、 ユーザー インタフェー

スのインスタンス。 コンソールは、 管理ソフ ト ウェアを含むシステム、 または管理ド メ イン内の別のシステ

ムに付属しています。

管理サーバー

ク ラ イアン トに対して、 管理サービス、 管理プロセス、 または管理用ユーザー インタフェースを提供する

サーバー。 管理サーバーは、 管理ステーシ ョ ンの一種です。

管理対象オブジェク ト

パフォーマンス、 ステータス、 およびメ ッセージが監視され、 管理ソフ ト ウェアのアクシ ョ ンによ り操作さ

れる、 ネッ ト ワーク、 システム、 ソフ ト ウェア、 またはサービスのオブジェク ト。

クライアン ト

コンテキス トがネッ ト ワーク  システムである場合には、 別のコンピュータ  (サーバー ) のサービスにアクセ

スする、 ネッ ト ワーク上のコンピュータ  システム。 コンテキス トがソフ ト ウェアである場合には、 サーバー

へサービスを要求するプログラムまたは実行プロセス。

クライアン ト  コンソール

アプ リ ケーシ ョ ンがサーバーで動作している と きに、 ク ラ イアン ト  システムで動作するユーザー インタ

フェースのインスタンス。

構成 (設定 )

ネッ ト ワークのコンテキス トでは、 ネッ ト ワークを形成する、 相互に関連するシステム、 デバイス、 および

プログラムの全集合。 たとえば、 ネッ ト ワークのコンポーネン トには、 コンピュータ  システム、 ルーター、

スイ ッチ、 ハブ、 オペレーティング システム、 ネッ ト ワーク  ソフ ト ウェアなどがあ り ます。 ネッ ト ワーク

の設定によって、ネッ ト ワークの機能と使用法が決ま り ます。ソフ ト ウェアのコンテキス トでは、ソフ ト ウェ

アのパラ メータ と属性の設定の組み合わせであ り、 ソフ ト ウェアの動作、 使用法、 および表示方法を決定し

ます。

コマンド

コンピュータ  プログラムに対する指示。 この指示に基いて、指定したオペレーシ ョ ンが実行されます。 コマ

ンドは、 通常、 コマンド行でユーザーによ り入力されます。

コンソール

ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンまたはアプリ ケーシ ョ ン セッ ト を制御する、 ユーザー インタフェースのイン

スタンス。

サーバー

コンテキス トがハード ウェアと ソフ ト ウェアを合せたものである場合は、 ネッ ト ワーク上の他のコンピュー

タ  システム ( ク ライアン ト ) にサービス  (たとえば、管理機能やファイル保管機能 ) を提供するコンピュータ
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システム。 コンテキス トがソフ ト ウェア コンポーネン トである場合は、 ク ライアン トが発行したサービス要

求に応答するプログラムまたは実行プロセス。

自動アクシ ョ ン

定義済みのプログラムまたはスク リプ ト。オペレータの介入なしで、イベン ト、 メ ッセージ、または管理デー

タベース内で変化のあった情報に反応して実行されます。

重要度

オブジェク トのステータスを示す、 オブジェク トのプロパティ。 重要度は、 オブジェク トに関連付けられた

イベン ト またはメ ッセージの影響度に基づきます。

接続

オブジェク ト間の論理的または物理的な関係の表現。

設定する

指定した環境、 アプリ ケーシ ョ ン、 または使用法の要件を満たすために、 指定したソフ ト ウェアの設定を定

義、 または変更する。

設定ファイル

ソフ ト ウェア プログラムの見え方と動作を決定する仕様または情報を含むファイル。

データ  タイプ

特定のデータ。 たとえば、 電子的に格納されているデータのデータベース  レポジ ト リ。 データベースは、 通

常、 体系化されているため、 データの取得や更新が可能です。

ト レース ログ

アプリ ケーシ ョ ン ソフ ト ウェアの実行記録を含む出力ファイル。

ノード

コンテキス トがネッ ト ワークの場合は、ネッ ト ワーク内のコンピュータ  システムまたはデバイス  (たとえば、

プリ ンター、 ルーター、 ブリ ッジ )。 コンテキス トがグラフ ィカルなポイン ト  ツー ポイン ト  レイアウ トの場

合は、図の中の、他のグラフ ィカル要素との結合点または接続点と しての機能を持つグラフ ィカル要素です。

配布

ソフ ト ウェア、 ハード ウェア、 機能、 またはサービスを、 ビジネス環境で機能するよ うにインス トールして

アクティブ化するプロセス。

配布する

ソフ ト ウェア、 ハード ウェア、 機能、 またはサービスを、 ビジネス環境で機能するよ うにインス トールして

起動させる。

配布済みアプリケーシ ョ ン

ビジネス環境で機能するよ うにインス トールして起動された、 アプリ ケーシ ョ ンとそのコンポーネン ト。

配布済みポリシー

コンピューティング環境内の 1 つ以上のリ ソースに配布されたポ リシー。

配布パッケージ

管理対象ノードに自動的に配布されてインス トールされるソフ ト ウェア パッケージ。
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パラメータ

コンピュータ  プログラムまたはプログラム内のプロシージャの実行中に、使用する任意の値を指示する変数

または属性。

パラメータ  タイプ

パラ メータで有効なデータの種類を決定する、 パラ メータの抽象化または分類。 たとえば、 パラ メータ値が

小数点で区切られた 4 つの数値で構成され、 それぞれの数値が 0～255 の範囲である  IP アドレスは、 パラ

メータ  タイプのうちの1つです。

パラメータの値

変数に割り当てられる値。

ポリシー

ネッ ト ワーク、 システム、 サービス、 およびプロセスの管理を自動化するのに役立つ、 1 つ以上の仕様ルー

ルまたは他の情報の集合。ポ リシーは、各種のターゲッ ト  (たとえば、管理対象のシステム、デバイス、ネッ

ト ワーク  インタフェース ) に配布可能で、 ネッ ト ワーク全体を通じて、 整合性のある、 自動化された管理機

能を提供します。

ポリシー管理

ネッ ト ワーク、 システム、 またはサービスの管理用に、 ポ リシーを制御するプロセス  (作成、編集、追跡、配

布、 削除など )。

ポリシー タイプ

ポ リシーの機能またはポ リシーがサポートするサービスに基く、 ポ リ シーの抽象化または分類。

ポート

コンテキス ト がハード ウェアの場合は、 ネッ ト ワーク  デバイスの情報を送受信する場所。 コンテキス ト が

ECS の場合は、 相関処理ノードの情報を送受信する場所。

メ タデータ

データを定義するデータ。

メ ッセージ

イベン ト、 指定した条件に関連するイベン トの評価、 またはアプリ ケーシ ョ ン、 システム、 ネッ ト ワークま

たはサービスのステータスの変化の結果と して生成される通知であ り、 構造化されていてわかりやすい。

メ ッセージ キー

特定のイベン トが契機となったメ ッセージを識別するために使われる、文字列で構成される メ ッセージ属性。

文字列には、 イベン トの重要な特製が要約されています。 メ ッセージ キーを使用する と、 メ ッセージで他の

メ ッセージを認識したり、 重複したメ ッセージを識別したりするこ とができます。

メ ッセージの重要度

メ ッセージの契機となったイベン ト または通知の影響度を示す、 メ ッセージのプロパティ。「重要度」 も参照

して ください。

メ ッセージの説明

イベン ト またはメ ッセージに関する詳細情報。
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メ ッセージ ブラウザ

イベン ト、 指定した条件に関連するイベン トの評価、 またはアプリ ケーシ ョ ン、 システム、 ネッ ト ワークま

たはサービスのステータスの変化の結果と して生成される通知を表示する  GUI。

メ ト リ ッ ク

特定の動作特性またはパフォーマンス特性を定義する尺度。

モジュール

特定のタイプのタスクを実行、 または特定のタイプのデータを提示する、 自己完結型のソフ ト ウェア コン

ポーネン ト。 モジュールは、 他のモジュールまたは他のソフ ト ウェアと相互に作用します。

割り当て済みポリシー

コンピューティング環境内で 1 つ以上のリ ソースに割り当てられているが、 それらのリ ソースにまだ配布や

インス トールが行われていないポ リシー。
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